
日本建築協会
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30's EYE21也紗ゆ工スキス

第4回

木下直之

兵庫県立近代美術館学芸員

「鵬1の文化につしだ」

一駅前彫刻と造り物ー

r30's EYE-21世紀へのエスキス J をテーマ

に、30ft を中心に様々な分野でご活蹴の

方々をゲスト講師に迎え、従来の講演会形式

t は迷う f jii り合い、情報交換を行う場」をつく

りたL、t考えています。気軽にご参加下凱、。

大阪府立

近つ飛鳥博物館(仮称)

見学会

日 本建 築 協 会

6 a: 

冨固

日 時 1994年 1月21日幽

ＱＸ ・ ＳＰｾＲＰＺ 30 

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

* 大阪駅前第 3 ピル21階

講 師 木 下 直 之

兵庫県立近代美綿梓芸員

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 1，000円、一般 1，500円

* 含、飲物 ・消間見

* 団体会員扱いは |社 l 名

申 込 |月 14日悩までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

1  ) 催し名 (30' sEYE)

2) 氏名

3) 会員・→宣の別

4) 勤務先

5) 初 臨 釘 寸 先

6) 電話番号

をお知らせ願います。

* 参力時正を |月17日開)に発送

します。

申込先 (他日本建築協会事業課

大阪市北区格因ト| 〒530

大 開R前第 3 ピル21階

FAX. 348- 0634 TEL. 348- 0633 

主 催 (初日本建築協会

若い会員の集L"ト委員会

主 担 内 イ 中 毅/PPI

日 時 1994年 1月20日同

14 Ｚ∞ ｾＱＶＺ＠ 30 

講 師 水 谷 都 庁 安 藤 掛 盤 整 問 究 所

菅 保/ 鴻池・三菱J V所長

定 員 60人

* 申込者多数の場合は抽選

集合現地* 近鉄長野線『喜志」駅か

らパスで約 15分

参加費会員 Ｑ ， Ｐ ∞円、Ｍｪￎｪｾ 1，500円

JR名 古 屋 駅 前

私の生家は駅前薬局だった。右憐に駅

前食堂があり、左隣には駅前方餓官があ

った 。 その家で、ｾ校生になるまで、毎

日駅前を眺めながら、私は育ったこと

になる。昔、駅前はただの広場だったよ

うな気がする。駅から出てきた人身は、

その広場を通って、好き勝手な方向へ

と歩いていった。パスも停まっていた

が、停留所と記されたポストが立って

いただけだった。やがて、そこにパスタ

ーミナルがつくられ、しばらくすると、

今度はその中央に巨大なモニュメン卜

が建てられた。

駅前再開発の名の下に、日本全国の駅

前で行われてきたことについて考えて

みたいのは、最近、富山県の小さな町に

「っくりもん」という祭りを見に行き、

駅前に二日間だけ出現する野菜ででき

た巨大な金太郎に感激したからだ。 そ

の金太郎の背後には、小さな公園があ

り、噴水の真ん中に小さなモニュメン

申 込 l 月13日同までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

1) 催し名( 近つ飛鳥博物館見

学会)

2) 氏名

3) 会員 ・→ 2の5) IJ

4) 勤務先

5) 割 恥 き 付 先

6) 電話番号

をお知らせ願います。

* 参カ信正を| 月 14日ωに発送

します。

申込先制日本建築協会事業課

大阪市北区梅田卜| 干530

大阪駅前第 3 ピル21階

FAX. 348- 0634 TEし348- 0633

. 建築続要

所 在 地 大 阪 府 南 河 内 郡 河 南 町 東 山 、

太子町議室

設 計 安 藤 忠 雄 建 築 研 究 所

監 理 大 阪 府 建 設 監 理 協 会

安藤忠縫建築研究所

施 工 鴻 池 ・三菱共同企業体

敷地而積 14，318. 26m'  

建築面積 3，407. 84m'  

延床面積 5，925.20m'  

権造規模 SRC、81、2 F  

工 期 ＱＹＹＲ 年 Ｓ 月 ＭＱＹＹＳｾ Ｑｬ月Ｈ本体Ｉ

1993年10月ー 1994年 3 月( 外構)

オープン 1994年 3 月25日( 予定)

木下直之( きのした なおゆき)

1954 静岡県生まれ

81 東京芸術大学大学院中退

兵庫県立近代美術館学芸員

93 国際日本文化研究センター共同研究員

現在に至る

専 攻 近 代 日 本 美 術 史

展覧会

1987 rダリの世界」展

90 r 日本美術の十九世紀J 展

93 r播かれた歴史~近代日本美術にみ

る伝説と神話J 展

著 者 「美術という見世物~油絵茶屋の時

イ'"1: J 平凡社 1993年( サントリー学芸

賞受賞)

論文 「甲宵図考~高橋由ーの新出作品を

めぐって J r美術史」第 131冊

卜が飾られていた。その公園は「美化

地区J と呼ばれている。祭りの問だけ

出現する造り物と、その名のとおり永

久的に設置されるモニュメン卜と、ど

ちらがより「美イヒ」に貢献するだろう

かということを考えてみたいのだ。

( 木下直之〉

数ある近つ飛鳥の文化遺産。なかでも

数多くの古墳が集中するー須賀古墳

群。それらの古墳を保弘整備、公開す

る「近つ飛鳥風土記の丘」がある。その

地に博物館は建つ。

「ここでは、新しい試みとして、環境と

して周辺に点在する古墳群全体をその

まま見せようとしている。そのため建

物は、そこから出土地域全体を一望 で

きるようなひとつの丘として考えられ

た。建物は窪地に位置しているため、周

囲を一望できるように段状に隆起させ

た。周辺には梅林や生命の源である水

をたたえた池があり、風土記の丘の散

策路が巡る。

このような環境の中で、この建物は野

外活動の拠点としても活用され、地域

の中核として機能するであろう 。屋 根

は段状の広場となっており、演劇祭、音

楽祭、各種パフォ ーマンス、レクチャー

など多犠な使い方が考えられる。建物

内部に入ると暗がりが拡がり、人々は

古墳内部に入っていくのと同様な感覚

を体験できる。それは古代の黄泉の国

への旅である。 この建物は日本人が自

介たちの歴史に向かい合う場として、

また、自然を喜ひ讃える 日本人の感性

を納めた平成の古墳として建てられ

た。J ( 安藤忠雄)

建築と社会 ・1993.12



和歌山県立

きのくに志学館

近代美術館・博物館

見学会

2  

日 時 1994年1月29 日仕)

10:30-16: 30  

定 員 60.人

* 申込者多数の場合は抽選

集 合 現 地

参 加 費 会 員 1，500円、ー骨n，ooo円

申 込 1月21 日悩までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

1)催し名( きのくに定洋館+

近代美布鵡・博物館見学会)

2) 氏名

3) 会員・一般の別

4)勤務先

5)署効辰巳差付先

6)電話番号

をお知らせ願います。

* 参力民正を| 月24日(月Hこ発送

します。

申込先継) 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田卜 |干 530

FAX348- 0634  TEL348- 0633 

所 在 地 和 歌 山 市 吹 上1- 1

設 計 県川紀章建築都市設計事務所

施 工竹中・清水・戸間] V

敷地商秘 23，356. 78m'  

建築面積 7，100. 55m'  

延床面積 18，498.31 m'  

機造規模 RC、B1、2F

工 期 1991年 10月- 1994年 3 月

きの くに宏、学館 10: 30- 12: 00 究機能を大切にした開架室と作業室に

隣接した讐庫配置、将来の資料地加を

講 師 福 田 賀 ム/ 手晴山県立図書館次 見込んだ施設容量の確保そして市民

長 図書館機能である児童室を将来の転用

前中伸之/ 和歌山県土木部営繕 も考え開架室のコーナーに計画したこ

課主査 とカ洋新教である。 また、図書館は日常

八木俊樹/ 安井建築設計事務所 的立ち寄り施設であり、アクセスが容

設計部副部長 易で介かりやすいことが大切である。

近代美術館・博物館

近代美術館・ 博物館 13:30- 16・30

講 師 吉田行雄/ 黒)11車己章建築都市設

計事務所課長

藤森正官、/ 竹中・，割く・戸田J V

所長

歴史と信仰に彩られた和歌山は、中世

においては巡礼の聖地として、羽柴秀

吉によって和歌山城が築かれた後は、

御三家紀州も靭 11氏の城下として繁栄し

続けた。和歌山市の中央に位置する和

歌山城の商、三年坂通りをはさんだ和

歌山大学教育学部跡地で市内でも有数

の緑豊かな地域に、教育文化立県構想

の→策として「県J l J f i : 代美術館」鳴立

博物館」の新館が計画された。

本剖酉は、このような立地特性を十分

メインフ ロアを l 階に設定し、一目で に活かし「歴史との共生J r自然との共

きのくに志判官は、県立図書館を核に

文化f膏報センタ ーと文書館を併設した

対E設である。

県立図書館を計画する上での大きな課

題は、県下の図書館サービス網の要で

ある中核館としての本来の御lと、建

設地司辺住民が期待する市民図書館的

サービスとの兼ね合いにある。市町村

図書館等の整備杭兄と立地によって、

館の機能が異なり、建築計画も違った

ものになる。

本館の場合は、中核館としての調賀奔

資料全体が見渡せる 2，148m' 1フロア

の大きな開架室を設けたことも他に類

を見ないことである。( 八木俊樹)

所 在 地 和 歌 山 市 西 高 松1-7-38

設 計 安 井 姥 築設計事務所

施 工大林・銭高・i却 II J V

敷地面積 10，OOO. 00m'  

建築面積 5，528. 04耐

延床商品N 12， 36l. 66m'  

構造規模 SRC、B1、3F

工 期 1991年 7 月ー 1993年 3 月

生」のコンセプトの基に、それぞれが

密接にコネクションしながらも独自性

を持った括支となるよう配慮した。

建物町置は、敷t也中央車自に美f市躍と博

物館とを縦に配置し、その西倶1) に搬出

入及びサービス智里部門を、東側にエ

ントランスホール、アプローチ広場を

設け、展示部門を中央にとり図んだ分

かりやすい配置計画となっている。

建物の東側は「せせらぎ; 也」をはさん

て・奥山公園に向かつて開放さ才L 徐今

に自然へと変化し溶け込んでゆく 。

また奥山公園の「根上りの松」を背景

に 10m四方のステージを水に浮かべ、

そこでは各イベン卜や薪能の襲撃いがく

りひろげられる。聞に浮かぶ幻想の世

界は想像を絶する感動を呼ぶこととな

ろう 。

外観は庇という日本建築の伝統カ噛片

化され抽象化されて用いられている。

近代建築の伝統を引き継ぎつつ、伝統

的なシルエツ卜と現代的な素材は、歴

史と共生し、新しい時代へと変化して

ゆくことだろう 。 ( 吉田行雄)



WESTビ ル( 仮称)

免震構造

見学会

1993年5月撮影

( 初日本建築協会編

「建築設計者のため

の設備知識』

刊行

割引価格で頒布

日 時 1994年1月27 日同

14:00- 16:00 

人や趨明を地震の唖ーから守る理想的な対簡1<1: ，置しい地震働を薗嬢彊鞠にE えないことです.

E 慢免震構法とは. 免賀高置により抽鎗と建物を切り隠し、地質エネルギーを悟源立せる柵澄です.  

講 師 長 田 勝 幸/ 重限措建築制重意博

国 中 功/ 施工J V所長

定 員 50人* 申込多数の場合l刻版差

集 合 現 地

参 加 費 会 員 1，000円、一般 1，500円

申 込 l 月初日同までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

1)催レ名 (WESTピル見学会)

2) 氏名

3) 会員 ・一般の別

4) 勤務先

5) 参 祇 砥 付 先

6) 電話番号

をあ知らせ願います。

* 参加証を| 月 21 目白首に発送

します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田卜| 干530

大阪駅前第 3 ピル21階

FAX348- 0634 TEL348- 0633 

C! i E冨翠翠D

則 前とＢに ＱＮＱＢ し〈 抱れ Ｎ 仮，， ｾ治 Ｂ Ｑｊ ｾｴｴ んＮ

本建物は建物の性格上から「免震構t 」

を採用 Lヘ地震による建物の被害割方ぎ

建物内 lこ組み込まれている設備・樹撫

についても大き弘被害を受けず保護され

機能力添樹寺できるようにしている。

免震跡誇造に使う免震装置には、大きな宮古

直剛性と耐力を持ちこれによって上部構

造を支持すると共に小さな水平方向岡IJ 性

によって建物の固有周期を長くし応答加

速度値を小さくすることができる積層ゴム

( 中心に鉛を挿入した物は減衰効果を

持つことができる) と、地震エネルギー

を消費させ減衰性を高め変形を抑制させ

る働きをするダンノ f ーがある。

本建物は免震ヒM内の柱下にφ1200の

鉛入り積層ゴムと φ1000・φ800の積層

このたひ袖日本建築協会の編著、側オ ていますが、本会でも図書の販売をい

ーム社の出版で 「建築設計者のための たします。本会では特別価格として、定

設備知識』を刊行いたしました。 価 (5000円) の 2割引の4，000円( 郵送の

この著書は、本会機関誌「建築と社会」 場合は送料380円/ 1冊要) て頒布します

ＱＹＹＰ 年 ｾＱＹＹＲ 年に Ｓ 固にわたり特集し ので、お買い求め下さるようお願い申

た内容をベースに、環境目喰蓋にゆれる し上げます。

現在の社会状況を織り込み、最新の情 詳細お問い合わせ、および購入申込は、

報を盛り込仁べ〈新たに書き起こした (他国本建築協会へお願いします。

もので、執筆には、東畑建築事務所、日 続著者キ必ヨ法人 日本建築協会

m設言十、安井建築諒十事務所、大阪ガ ( 東畑建築事務所/ 北島章因 ・

ス、関西電力の設備詰十者向日名が当

たり、本会の編集委員会で推鼓を重ね

ました。

弓崎幸治・坂田進・城下善雄・

中野格、 日E言語十/ 緩岡茂 ・

瀬戸良昭 ・押図忠明、安井建

築設計事務所/ 日根東;台・山

根敏和・水谷広治、大阪ガス

.  翠率E B

ゆっ〈 り専行に既n. 楓. . も"" ‘ に調裂され . す.

ゴムを配置しさらに減衰効果を高める

ため建物の角にルーフ扶錫棒タシパーを

ｾ置している 。 また、建物の周囲には免

震装置による大きな変位量を吸収するた

めドライエリアを設け地盤と建物硝色縁し

ている。設備配管についても建物と地盤

の問にフリージョイン卜を設け大きな変化

にも対応できるようにしている。

(長田勝幸)

・建築概要

所 在 地 神 戸 市 北 区 長 尾 町 宅 原

鹿の子台リサーチノマーク内

設 計 郵 政 省 建 築 部

施 工 竹中・住友・奥村・ナカノ ・三菱] V

敷地面積 35.00001'

建築面積 11 ，80301' 

延床面積 53，96501' 

構造規模 S 、S RC、R C、6F、P2

工 期 1992年 10月- 1994年 11月

第一線て活躍する設備器情が、実務

において、建築と設備のかかわりあう

場で直面した問題を錨り起こし、その

解決を選択肢て示した本容は、意匠設

計者のみならず、初歩の設備5知 者 に

も好個の資料になるものと思います。

本容は、 10月から全国の害庖庖頭に出

/ 中村秀行・佐々木明美、関 発 行 所 拙 オーム社

西電力/ 中村秀夫・大木俊良広 干 101 東京都引' t 田区神田錦

ほか) 町"3-1 花 L03- 3233- 0641  

〒530 大阪市北区格回1 - 1 - 3 体 裁 B5判、 220頁、上製本

-2100 TEL06- 348-0635 定価5，000円
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「建築と社会」誌21年・特集一覧 昭和47年~平成 4 年

「建築と社会」誌は 昭和42年か らA 4 変形判 とな り、特集と作品作風頁を二本柱に、シリーズものの頁を織り込み、その時の社会を反映したテ

ー? を選んでみ掲載してきた。売価は980円 ( 消費税込) 。購読希望者は事務局 (06- 348-0635) へ。

区一司 2  3  4  5  6  

冬Jtl lオ リン
調与

‘  

調俳 .  .  
昭和47年 600号 インテリア 者1I 市 交 通

水 利 用

i注 産 住 宅

(53集)

ピ ッ クと

記 念 号 デ ザ イ シ 問 題 の 設 備

キL .見

.  .  4・ .  咽臥

昭和48年

主主築教育

泉タ北ウニングュ〉ーコ
大阪大林ピ レジャー と 大阪国際ピ 老 人

(54集)
地ミュニテ投ィ

/ レディ ング B由 設 J レディング コミュニティ

.  .  既成市街地
司.

建築生産と

昭和49年 歴 史 的 明 日 の

保養所作品 の 住 宅 地

北摂ニュー

流通機械の
建 築 は

(55集) 環 境 保 全

どうなるか
整備の方策

タウン計画

変 容

'‘ 
ー- PC 板 を ー陣

昭和50年

医1 ｾ Ｇ ｽ館
* 海 の

インテ リア 使 用 し た

社 会 ・ 者1I 市の卦鋭

(56集) 新 建 築 建 築 ・法 と 施 設

工業化 住宅

喧陣
-・

‘  

司与 咽臥

証 言'76-昭和51年 建築基礎檎

医 療 S自殺

床 工 法 建築防災と

市街地盤倫

(57集)

建築デザイ

造の問題点 と 材 料 法
ン の 動 向

デザイ ンの.  

兵庫県ー そ - 日本建築協会 コンク リー .  調.

昭和52年

の風土と主主

ω周年記企号 トの品質管
日影規制と

身障者施殺

(58集)

動 向 部 分

- ニ ュ - j  理と行政指
法

と 全 体
築 ・建築界 ウンの管 理 導 の 方 向

デ ザ イ ン .  医療施設ー ー陣
旬臨

組合方式に

昭和53年
の 動 向 一

水

病 院 建 築
外 壁 電波障害と

よ る 集 合

(59集)
新 旧 の コ と 情 報

塗 装 材 料 建 築

ン トラス ト シ ス テ ム 住 宅 計 画

ー-

事

ホテル建築

昭和54年 転 換 Jtll の 大阪南港ポ

商 業 空 間

コンク リー ト

日 彩 規 制 と ｴｾ ｬ 報
(60集) 再 開 発 ー トタウ ン のひびわれ

シ ス テ ム

ＸＰ Ｂ 三 イｾＨＷＩおＭ ii 

・・寺ル建桂ギ築のー省の金趨エ物a勢ネ俳

.  由民 刻院 司陣

i沼事155年

-・器最安井近所蓮の愚華作行設品建計築事集

住 宅 の 建築行政と 最 近 の

(61集)

ｲｬｔ と 姐Ａｾ ー

ま空f ブく りグ〉 耐 久 性 法 規 防 水 工 法

世量H王と厄量買1

.  .  .  唱陣 傘 .  
昭和56年

職 能 論 都一中国北市の京計論文画の

ポートピア 台所まわり シーリン グ

安災を全害め と法一

の計設 画
な環境

(62集) '81  材 の 知 識

と 備 ざして

.  ー陣 ー・
咽与

都市最観ー.  

.  
昭和57年 新たな商業 省エネ J レギ 医 療 地 設 近 畿 の 大阪市庁舎

一地域医療 まちなみ美

(63集) ｾ ｲＺ ｮ の展開 ーと関口部 I也重症と地質 (第一期)
と設備i計画 観への誘い

関 西 の 7 イコ ンの
調.

計画における 大 阪 駅 と

昭和58年

建築文化を 建 築 へ の

多様化する 活l 築 と
コミュニケー

ター ミナル

(64ml  迷 動 総 設 品 質 管 理
ションとプレゼ

考 え る 利 用 ン7 ーンョ ン ピ ル

21世紀への ピlレのリ 7 レ 建設産業と
‘  

昭和59年
関西 ー魅力

関 西 の 趨
ァシュー内外

住 環 境 と - まちの tf; 性 化

あるまち づ 装補修技術の

ロ ポ ッ ト と耐』髭空 間

(65集) 高 層 ビ I レ 法 制 度 - 京 園 駅 南 円

くりを問う 現状と発展ー 開 発 { ア" ンティ}

.  
- 自ib櫨式への直ー 情 報 化 を ホー J レーそ 建 物 の 表

昭和60年

大阪湾物語

東海の現在
瞳車事責} 事武直

め ぐる建築 れが生み出 t" 最近の

(66集) と 近 未 来
-撞聾舗の轟 II!

を考え&
-者1I 市事情 す 文 化 外 壁 材 料

これから町住空 屋 板 そ の -現l t f ザイン
インテリジ - 建築防災

昭和61年 ー ポ ス ト

ェントピル
自治体営繕

ｲＮ ｮＭ ｾ ， ｉ ｪ 型 車 合 デザイ ンと モダニズム '0年

の建築計 ・設

と法

(67集) - こ仇からの と公共建築

住宅にみる
ヨE 材 臨 A< 工 世 備 函 - 大阪市庁舎

l昭和62年 創立70周年 ｩＯｾ＠ ! 助する

- 貯蔵焔 ・保

室 内 の

入 浴 物 話 J傑 食

同国 Ｚ Ｇ ｉ￮ｦｦｩｾ 抗3足

(67集) 記 念 号 東 海 へ
- 体大育阪会府館立

仕 上 床

- 軟弱地盤と - 設備におけ .  
展中園地方の

昭和63年 基 礎 るL C Cと 建物の外装
E型 と

ホテ J レ物話 - 文化と伝統 リフレッシュ 都 心 居 住

ひろしまの
(69集) 東梅から - 東畑挫祭事 リフレ ッシュ

同 報 告 都所作品J l ! ま ち な み

昭和64年 - 竹中工事由 -・ 省 力 化 の

ｾｃ をのせる 桐立 90周年 - 色町 御構 まちづくり 博覧会とま

平成元年 記 念 - 車 禅 師 ための材料

輸 送 設 備 - リゾート 罰処築 と と 法 ち づ く り

(70集) 事 情 伝 統技栴 工 法

ー- プ レ ハ プ

平成 2年 商業化住宅 ニュータウン・ 来I f i i の 国際 ｾｅ と緑
スケー J レ感 住宅技術の

(71集) のデザイ ン J レネサ ンス 都市: J i t 鋭 の 博 覧 会

現在と未来

新しい者1I 市 - オ7，ス ープ * 許証支部復 - 今 、 京 都 - 瞳揮 と土本

平成 3年 レジャー
大阪東京海上 Ｎ ｾの ｩ 揖世京情の知た Ｑ め珊 - 毎日肱過本社ピル

ｾ ｉｈ｝ づ くり - 新しい冊市空 活 30 周 年

(72集) 附づ'( ry- II -
ビルデイング

一世合商量ピルにj;
- 近俊雄H唱曲川

- 1ー - 撞聾町 風景 記 念 けるケーススタディー 官1iI!II

平成4年
1 . < 物 必

- こだわり の 建築家のため Ui 制 ').

インテリア 建築とデザイン の設 備知議
地縁環境時代 住まい削リ

一人がかわる. 一住宅 冊，a聾

(73集)
まちカ哨 ' hるー - 近15世年町の郵政lt畢草み 一東海支部一

一息合高層住宅の

の 建 築 慣公団関西立

孟幅ンステムー
社10周年 一

4  

7  8  9  

.  .  

一 般 号

者1I 市 住

環プ境ロへーの

( 桂中学) ア チ

*  

省民

住宅一建築 新用途地域

構 造 と 総 工

家のすまい 制 と 環 境

高層プレハ
怠

ビノレの省

プ 住 宅 の み ど り

エネルギ化

構 造 設 計

建築とプレ 生 活 排 水
胡与

ストレスト 処 理 施 設

人 間 環 筏

と し て の

コンクリー ト の あ り 方
ターミ ナル

唱臥

t I ! 住 休 の*  工場建築と 鉄骨構造の

設 備 ジョイント

ハ ー ド と

ソ フ ト

ー-

埋る精立地造に問題おけ一
日 本 住 宅

照 明 設 備 公 団 と

大阪南港と 戸

屋浜を例として 建 築 作 品

CAD ー

住 宅 設 備

新 し い

設 計 と コ

耐 笈 設 計

ン ビュー タ

ー-
.  調脚

農村施設の 建物の終局 庄 内 の

変 貌 強度の検討 まちづ くり

ー院

*  

都市jJt 鋭と 屋 内 体 育 水 ぎ わ の

アメニティ 地設の設制ji まちづくり

ー陣
.  司惨

-'IlIsrn住 宅一
- 瞳聾舗と且 デザ

住主畠市聾圃企

住 ま い 手畑

問一関西に必ける

イナーのために

畠市量圃を'1' 心と

からの発 - 日蝿E 針作品離
した軒公開向性酬

.  .  .  
7干とホール 大 ス パ ン i昭 和 設 計

建 築 構 造 作 品 集

東海の将来 オフィス ・

維持管理と

と 文 化 を インテリア

r&似i 更 新

考 え る の 変 革

みどりとそ

消防設備の 日骨骨化社会

れをとりま

ポイ ン ト と生活空間

〈 人 々

- 建築と水の

大阪国際見
演出

都市と健康

本市新会場
- 神戸研究学

ス ポ ー ツ

園都市

C  A  0 ー

21世紀の住 - 開 発

その応用と

居 と 設 備 - ツイン21

展 開

行政建築家 シティホテ

!w( 

の 可 能 性 j レ の 設 備

21世紀への 超高1M住宅

制l 振

照 明 を 考 え る

- 柵車町古力化

都市環境1111 建 築 と
. ，.晶姐政k 阪

Ji:腐処築股針

造と設偽 I ア ー ト

都作品聾

建築家のため .  
やわらかな

の股 備知織 耐 強 度 化

住宅管ザ理ー ・
-1' 規tl!ォη ス 一般制 的多

ニL - - tf - ( 1)
ピルによるウ」ス 帰化をめ ざ

スタディー
して ー 役割

- 岨績をめぐる - 空間的アイデ

トラブル

ンティティ

一 般 号

とその 悼怯

- 祖位現場町イ - きんでん 写真集

ノージア y プ

- 大ll &計伺周年
作 醐

木柵遣を使っ 接l {iー建築
中岡地方向。7

てみませんか
並みと lJ¥築家

分野への限

一集成材に よ
の「鰭 1) 、夢、

る情造ー りなき可能性 作品J

10 

司院

者1I 市 防 災

‘・

仕上と材料

.  
事昼綴の防水工

とそ失の敗対例策

騒 TT対策と

防 音 材 料

事

結 露 防 止

対断熱策材料と

$  

ミニ乱開画発

か ら 計 的

ミニ開発へ

*  

一 般 号

*  
80 年 代 の

インテリア

4・

今後の外装

吹付仕上材

調院

l間仕切壁の

性 能 評 価

- 睦みにみるすま

いとまらづ (ry

- 才一・エム・ホテ

ル自民ピル

プレストレス

ト( 鉄筋) コン

クリート精進

床の構工法

- 接 合

- 日建設計

作 品

オ フ ィ ス

空 間 の

構 成

宝 塚 の

街 づ く り

.  
- 大集阪府営繕

- 合住宅の

リフレッシュ

- 冊市環境鯛遣

と段傭"

- ユーザー参加

のハウジング

- 都市町ナイ

ス・プレイス

- 兵庫県営繕

の 歩 み

- 自治体住宅政

暗へ円 錐冒

- 大林組創業

100年記 念

- 血合一仮訟町

魅力に学よー

. ' 、ウジング町

〆インストリ

ームを r.: る

11 

*  
第 19 図

青年技術者

第 20 回

青年技術者

4肱

第 21 回

青年技術者

調.

第 22 回

青年技術者

事

第 23 図

7!?年技術者

建築におけ

る省エネ J レ

ギ ー 化

調齢

第 25 回

青年技術者

*  
第 26 回

青年技術者

司院

- 第百圃青年技捕者

- 転蝿にたつ 7 ン

n ン畢合住宅

*  
第 28 回

背年技術者

ー-

- 郷 29同 i 'j'

年技術者

- 地方向庁

舎姐E 築

司脚

. 1¥30回青年世情骨

- 大臣組員 国際文化

スポーツホール

- 第31回f J 年

技 術 者

- ディテール

の 思 忽

- 村野藤吾

の一断章

- 東海特集

第 33 回

青年技術者

- 建物と街並

みの接点

- 昭和設計

作 品 集

唱陣

- 第 35回背

年技術者

• 8  0  0 サ

書己 念

第 36 困

青年技術者

寧

- 郁 37 回

青年桂帽折

- 和世山叫伺

融 宜1と脹也

- 主s築と 土木

ー栂遣践衝の俊界ー

- 第 38 回

背年技術者

いま建築教育

に何が期待さ

れているのか

* は欠号

一一一「

12  

調俳

北 陸 の

新 建 築

測隊

ヨーーロ ッノマ

σ〉

まちづ くり

ピJ レ防災に

関する 12:! 苦

.  
集合住宅の

設 備

設備jからみ

た 建 築 の

問 題 点

調.  

第 24 回

青年技術者

ピ ル 環 境

咽陣

まs 設 業 の

労 務 事 情

司除

設計新計の耐ため

の設 災法

障害者の等

らしやすい

環境と設備

ー-

風土・空気

と 人 間

集 合 住 毛

と 生 活 苦

光応用 シス

テムと建築

第 32 回

w年技術者

インテリ7 ・イ'J

λ テンション t

リニュ ー7 1レ

第 34 回

7!T年技術者

ｾｩｕ 望テレビ

最 近 の

博 覧 会

ノマビリオ ン

感性の時代|

を迎えての

外 装 材

- スリムて' タフ

なコンクリート

.2'世紀の住まいを

ｾｩＮ ￲ｾ シ，ｦＮ［［＿ム

京のかた ち

と色ー京 町I1

支苦11.0'1設45

周年 記念ー



建 築 と 社 会 開 園 l一 一 巻俳

〈今 月 の 表 紙 〉 東 出 清 彦

さ ざ れ 石。( 岐阜県春日村)

創 刊 75周 年 の こ の l 年 、 表

紙は「石」をテー? としてき

た。 「石の上にも 75年 J のト

リは、さ t ( れ 石。

伊 吹 山 の ふ も と の 石 灰 石

が 、 長 い 年 月 の 問 に 雨 水 で

溶 解 さ れ 、 そ れ か ら 生 じ た

粘 着 力 の 強 い 草L状 液 が 、 小

石 を 凝 結 し て 、 つ い に 巨 岩

( 厳) とな った。平安時代、蔵

原 朝 臣 石 位 左 衛 門 が 、 こ の

巨岩を愛でて、 さ5 れ 石 の

いわをとなりて苔のむすまで

ー( 古今集) と詠んだという 。

A R CI-Il T E C T UR E  A N D  S OCIE T Y  

J OURNAL  OF  T HE  ARCHI TECTURAL  ASSOCI ATI ON OF  J APAN  

CONTE T S  

特 集 .
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第40回青 年技 術 者

指 田 孝太 郎 ・ アジ Ｗ 太平 ｩｾ ト ν ード七月一滋賀鋭行み庖点郎台レサ ー Ｉ ［ Ｈ ＯＺＱＱ府民 総合釧 ｴ センター Ｈ ｦ 帥ｽ

(f .反林)1 1立システムフヲザI期間 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 26

J f l 合 智 明 ・Y II P神 戸Il 業 所. s e- ing今 竹 1:百松ライオンi且アーケード_ " 経大阪市港別館 27 

大 島 弘 資 ・清水 IIi む l' 央凶-ri 飢箱船山荘刈特 rfi 中央凶-，Ifti '，. 神 l ' 町立t i Cl
1t

館{ 仮称) 28 

Ｑ ヒ薬草一Ｍｾム ・ 大阪市環境 Ｉ ｊｾ ｾｊＢ ｩ 鶴且り品。 ｏｒｃ 四 ＰＳ 需街Ｎ兵Ｇ＾ＱＱ ｭ 普熊本部ｊｪ Ｇ 骨育 ｾｊｦｻ 町総合体 ｮ 館一 一一一一一一一 Ｍ 29 

徳 岡 浩 二 ・k 阪市立R E与動物川中央I" J. i 叫 1に也つゲストハウス近鉄ハーツ ー近間スト7 ・制 11.' 1

k 阪市立大学理学部附版刷物同研究棟. ザ・クエストピJ レ術院必需館 30 

関 田 弘 ・編崎点洋的ν フfJ l帯都市匁IIfr聞記ll. ホテル術館 3 1  

竹田芳之 ・ 祈クレセントピ山広ｾＺ， ，fi 官制ヒlが ポージセンター名 目わu立 fi {}hT.(I: "J、J 械 32 

河 端 秀 直 ・ilt" r地区. コスモスクエ7J l I l li<: 33 

高 梨 雄 二 郎 ・JI ' 日常性会体験する同¥，州大脱快m存権投開発におりる交油川内 34 

[ 本構造剖E門]

勝 井 正 貝11・町 制 榊H，mいてプν キャストイヒした市刷 R C i丘建物の耐誕品川十 35 

梶 山 毅 ・高品質・肉強度コンクリートの開発出111化 36 

清 水 斉 ・ t 下) i li ，! 仮動にアクティブ制御機怖を. ( ; する 3 次元免鍵床システム 37 

阿蘇品尚士 ・ 広 ｾ ｢ 広域公 ｬ 棚 上 脱技場メインスタンド大剛 ｈ ｏＩ ｊ 尚治 加 十 38 

[12: 1.紺 部 門 ]

吉 川 ｩ 享 ・ 動水圧テスト談Ｚ置 の ＱｾＱＱｈＧＩ［ 施 39 

宮野王里文 ・ Ｑｩｪ Ｎ ＱＱ 政送料上ピ作の￯ｬｉ ｾｴ 設備 40 

[ 施工 部 門]

福井茂和 Ｎ ｾ市ｉｴＡ ｒｃ Ｔｩ ｭ 作住宅の州Ａ化 ｊ 法および超高強度コンクリートの企州と施工 41 

大 橋 直 也 ・lJ l 場施工の-/ i 人化をめざしτ 42 

小 笠 原 和 博 ・外噌制雌防 1I 出・M C R Ｑ 法・の ｬ 附ｾ 43 

甲里子裕之 ・ ｭ ， Ｎ此材ケープ ｊνｩｪｾ ｊ 荷造 の ｉｾｉ 犯 と五 施 44 

特 集 . 環 境一 人にやさしL 、空間創造をめざして

[ 音] ー 防 音 ・ 防 振 ・制 振

快 適 環 境 を 構 築 す る 最 近 の 防 音 ・ 防 振 技 術 ・松 本 敏 郎

窓 と 防 音 ・ 佐 藤 嘉 宏

超 軽 量 高 性 能 耐 火 遮 音 戸 境 盛 ・ 木 村 浩 三

防 音 木 質 直 員 占 床 材 ・古 川 勉

[ 光] 一 割 光 遮 光

翻 光 ー 遮 光 技 術 、 商 品 の 概 要 ・ 高 橋 章 夫

瞬 間 鯛 光 ガ ラ ス ・近 疎 正 之

光 f広 散 断 熱 複 層 ガ ラ ス ・長 橋 健 一

[ 火] ー 防 火 ー耐 火

防 火 ー耐 火 技 術 の 概 要 ・作 本 好 文

耐 火 鋼 ・作 本 好 文

発 泡 性 耐 火 塗 料 ・ 加 旗 公 虞

[ 虫・ i敏] ー防 蛾 ー防 虫 ー防 i敵

防車種 ・防虫・ 防 i獄 後 術 の 概 要 ・ 大羽伸平日

発 泡 防 車 聾 施工 法 ・ 志 津 努f呆

住 宅に お け る カ ピ 被害 の 現 状 と 対 策に つ い て ・紙 中 修二

木 材 の 防 虫 処 理 に つ い て ・須 員 与 志 明

[ 熱] ー 断 熱 ー結 露

断 熱 ・結 露 防 止 技 術 の 概 要 ・ 山 田 雅 士

内 断熱 結 露 防止 複 合パ ヰJ レ・川 上 博

断 熱 ー 結 露 防 止 材 料 の 外 側 施 ヱ ・ 山 田 雅 士
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作 品 作 風

A  R T  P R O C E S S  

B O O K  S T A T I ON 

法 令 コ ー ナ ー

新 建 材 紹 介コ ーナ -

G B R Cニュース

建 築 の 目 艮
印 即l 平 成 5 II三 12月 20 日

発 行 平 成 5 l l'  12  Jl 25 日

発 行 入 社 同 法 人 11 本主II 築 協会

発 行 所 社 団 法 人 日本雄築協会

大阪市北区梅悶トト3-21∞

屯 06 - 348- 0635

振符 円座 大 阪 ト39975

印刷所 fi 議 印 刷 株 式 会 社

ili 06- 351- 5428的

サ ン総合印刷株式会社

電 06- 454 - 1481側

日 本 屯 純 株 式 会 社

:tt 06- 352- 7502 

/ 本体価俗951円・退将共l

定 価 980阿 ( 問 削 円 )  

構 造 の 頁

3 0‘ s E Y E  21 世 紀 へ の ヱ ス キ ス 第4 回 木 下 直 之 . 大 阪 府 近 つ 飛 鳥 博 物 館 ( 仮 称 } 見 牢 会

和 歌 山 県 立 さ の 〈 に 志 牢 館 、 近 代 費 情 館 ・ 博 物 館 見 学 会 W ES T ピル{ 仮称} 免震 構造 見 学 金

ホテノν ニューオータニ本日長

同 志 社 女子 中 学 ・高 等 学 校 i'i 河 川，n

アサヒビーノレ側西宮工場ゲス トノ、ワス

本 郷 ｭｪｾＨ 彫刻家 Ｉ - i:l! 間 違雄( テキスタイル ・デ ザ イ ナ ー )

短 洞2・情 聴 郁 郎/ 柿 木 裕 子/ 山 寄 章 子

京 都 市 総 合 設 計制 度 取 扱 要 領 の 改 正 ・福島貞道

l人11mき内s ' llし慾 ・木 製 ( 木 質 系 ) 防 火 原

同

一

げ

一

同

一

m
一

刀

一

M

匹 狼 り l妨古ニフ ロ ー リン グ のi尤み五i と軽 五L床 術 懲音 遮 断 性 能 ・和木孝典

大 学 の 国 際化 は 地際 化 か ら ・旗 本 尚 久

有名建築家の築住吉間十とその評価 ・J 川村虞 次

宮宣言十監理に於ける監理者像 ・楠 本 照 男

空間との 出会いが建築をつくる手がカ り・三 谷 幸 司

免畠主総造 - W E S Tピノレ{ 仮称) の尖例 ・}II 国公桔 72 

74 

75 

76 

77 

83，85 

君主イ絢の頁 必E築 設 備として の 鋸 世 鉛 蒋 屯 池 の 現状とi l l J JI古l ・田川淵八 郎 平 輔 元

広 報 小 委 員 会RE PORT 加 藤 邦 男 氏 に附1<・積 水化 学 工 業 京 r.l 1校 術セ ンター ・7 村髄治

出 版 委 員 会 R EPOR T C<新 版 〉 姥 築 基 単法 を 税 み こなすコツJ 研 修 会 参 加 の記 ・山田惜

総 目 次 「処築と社会 J ] 993年 1 - 1 2月 号 総 目 録

Inf o r mation  r大阪市ハウジングデザイン賞」表彰住宅「学生のためのフレッシュデザインコンペ J の入選作品

「遊牧民的建築術」展 S C H UH W ER K. r 日本の近代都市‘ 近代建築記念崎文集a 来 年8 月に刊行

「トランス・力才スー東京 J 、黙曹t { を残して . 森林浴体験を光町演出で rコンス トラクテ y ク9a
J

月草匝 .l:JZ}求 5 "1'- 10月 分 84  
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設 計 ・監 理 ・

日建 設 計

施 工 ・

大 成 建 設 ・フ ジ タ 共 同 企業 体

ホテルニューオータ二幕張

『ホテノレニューオータニミ沼I己 が「幕張メツセ」の隣にオ ープンし

た。 このホテノレは、ニューオータニカラK京 ・大阪とともにーイ本的な

ホテル展開をする核のーっとなるもので、 とりわけこの r幕 張』 は、

都市ホテノレとしての機能にブC附英なスポーツ ・リラクゼーション施

設を加えて、者I1市型リ ゾート の性絡を明確に打ち出したホテノレであ

る 。 第 Ｑ 期に当る今回の主ｾ物は、通りを挟んで、司町長メッセ」と対

面する 4 .5haの非主主也のメッセイJ ! i l約 1/ 3に配置し、将来の第 2 期用地は

駐津場と屋外スポー ツ胞設に当てた。

建物は、内部の機能や施設椛成を明快に表現するため、客室のタワ

ーと低層部を広L、9] jj: 也に余裕を持って並置させた。海への眺望を生

かした客室は、低j音階36m' とベイワインドワを加えた上層階40m' の

2 つのタイプを基本に 418室で、この客室精成をfω 二階のスカイラウ

ンジ ・パンケッ トとともに外おむこ反)1央させている 。

『ホテノレニューオータニ大阪』の設言十を始めてちょうど 10年、 その

後 『 オＧｉｪｉ 戸』 を経てこのｉｬｾｾＮ向と、この ＱＰ 年はニューオ ー タニのホ

テノレづくり一一それまでの日本のホテノレカ澗沫のホテノレをもっぱら

コピーしながらホテル づく りをしてきたことから脱却し、日オｾＡｬ｜自

の、ニューオータニ独 自のホテルをつくることーーに深〈関わった

10年で、あった。 (才却 1I 隆一/ 日建設計)

配 置 図 l 叩∞

正 面 玄 関 ア プ ロ ー チ

航 空 写 真

7  



4階 プ ー J レ

l' 皆中華レス トラ ン 5' 皆テ二スコート
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客 室 階 平 面 図

9  

21首大宴会場

1: 1800 

所 在 地 一 一 一 一 千 葉 市 美 浜 区 ひ ぴ 野2- 2( 幕 張 新 都 心〉

敷 地 面 積 一 一 一 - 44 ，5 6 8 m'  

建 築 面 積 一 一 一 一 12 ，6 15m' ( 第 l期)

延 床 面 積 一 一 一 64 ，186m' ( 第 l期)

構造規模一一一一一 SRC、S、B1  F， 25F， PI 

工 期一一一一一 ＱＹＹＰ 年 ＱＱ 月 ｾＱＹＹＳ 年 Ｘ 月

最 寄 駅 一 一 一 一 J R京 葉 線 海 浜 幕 張 駅

撮 影 一 一 一 一 篠 沢 裕

断 面 図
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東 函 外 観
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設 計 監 理 ・

清 水 建 設 大 阪 支l苫 一 級建 築 士 事 務 所

施 工 ・

清 水 建 設 大 阪 支 l苫

同志社女子中学・

高 等 学 校 静 和 館

，:-1'問 は、当初j 旧j'i!('f [J館の夕刊t を↑拘字し 内音1I機能を新たにする保存言十

ｩｉＡｦ Ｑ ｾ 廷で准められた 。 保存計画案は、考えられる ｼ 浪りのスタディープ

ランが検討されたが、処築主.f J! リからの与粂1'1二を充たすものではなく、

やむおえず新築姐E瞥え案として; i t i匝lされた。

新築案として最大のテー? とな ったのは、 IEIi'i'f. :利館のイメージぞ

どの織にしてとらえるかであ った。 キャンパスの顔として形成され

ているジ‘ェームズ館、栄光館、前呼 ｮ ｬ｜￭，［をｾｾ削 ｅ 築としてとらえキャン

パス令体の象徴としての旧館のシンボノレ性の継承、旧館フアサー ド

のイメージとしての記録仏好子がな識された。 !日館のkdl稲造のイメー

ジ表現から教室l併である 3J 門までは、椛造的に裕子卜ラス構造( フ

ィーレンディーノレ) を係mし、 11
1
.窓タ怜見けん造線式の整合性が図ら

れた。既存アーチは、計画当初市対側係の折導により外壁と ーイ判ヒ

されたもので計画されていたが、数阿の協議の結果主主せか何本より独

立させたI菊而に設置された。

こうして ｉｾｉＡ ，到 し ｫ がった雄物が、今、後長い年丹風雪に ｈ 西され、この

主l l : 物から巣立って L 、〈女子学' 1三遠からどの様に受けとめられ許制さ

れるか期待した L 、。 (直1111' f :t / 消水建設大阪支j苫設計官11)

ｅ ｾ ＾Ｚ ＷＷ ［イト ｅ ｾ Ｎ ｻ ＺＱ ｾ イト ｅ ｾ＠ Ｇ ｾｾ Ｗ ＺＧ イト ④ 

断面図 1:7∞ 

吹 抜 け 部

西面ト y プライト

所 後 地 一 一 一 一 京 都 市 上 京 区 今 出 川 通 寺 町 西 入

敷 地 面 積 4 6 ，634 _  90m'  

建築面積一一一一 996_ 70m'  

延 床 面 積 4 ，884 _  60m'  

構 i隼規模一一一一一 R C、S 、B I F，4 F

工 期 ＱＹＹＲ 年 Ｒ 月 ｾ ＱＹＹＳ 年 Ｕ 月

最 寄 駅 一 一 一 一 京 阪 電 鉄 ・出町柳駅、市営地下鉄 ・今 出 川 駅

撮 影 一 一 一 一 稼 義 則

11 
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設 計 施 工 ・

大 林 組

アサヒビール( 株) 西宮工場

ゲストハウス

この建物は、生い茂った大きな楠に阻まれて建っている。以前同じ

位置にあった小さなゲストハウスと 一緒にその歴史を見てきた木々

である。アサヒヒ。ーノレの各工場は、見学者を受け入れ、ビーノレに親

しんでもらうと同時に地域との共存も図っている。

このゲストノ、ワスは、その見学者のための施設であり、この数年で

一部斤された近代的な工場の新し L、顔として明快でシンプノレな形を持

つ。コンクリ ー卜のフレーム、円形でメタリックな表情な E 工場棟

のデサイン要素を組み込んで. 、工場全体の景観に配慮し、壁面の大

きなカヲスやトップライトにより光を入れ、緑や空を取り込み見学

者を気持よく受け入れる、明るい処物をめざしてし、る。

二応分のl次き抜けを持つ中央のワェノレカムホーノレを核に、左右に飛

び出す形て¥ビーノレに| 掬するビデオを見せる l映写ホーノν と、ビーノレ

を楽しんで1床わってもらう大ホーノレがつながっており、また工場ゆ拒

の見学毛針通路への渡り廊下も、こことつながる。良質な水、厳選さ

れた原料で、作られたビーノレが様につめ b れグラスの中に注がれるス

トーリーに従い、見学者がビーノレと同化することをイメージして、

形 ・色をデザイ ンしている 。大ホーノレて、はグラスの中から自然を見

るイメージで、内音11を木や黄色をモチーフに、大きな方、ラスを通し

光 ・ ｽ良 ・ 綾な ｅ の自然をＡｾじながらビーノレの試飲ができるようにな

っている 。 ( 中川原正平 ・: : { U英 之/ 大林組)

配置・ 1階 平 面 図 1: 1000 

所在地一一一一兵庫県西宮市津門大塚町 11- 52

敷地面積一一一一一 l∞， 270. 91 m'  

建築面積一一一一一 1，407. 08m'  

延床面積一一一一一 1，431. 77m'  

構造規模一一一一 S + S R C、2F

工 期一一一一平成 4 年 10月~平成 5 年 7 月

最寄釈一一一ー阪急今津線阪神国道駅

撮 影 川 元 斉

13 



-
M
n

、
A

U

川
町

駅
蹴

n
r

且

下

l

A

n

n

n

 

s

A

 

本 郷 重 彦

SHI GEHI KO HONGO 

1942 滋 賀 県 に 生 ま れ る

1965 京 都 教 育 大 学 特f事 実 術 科 彫 刻 専 攻 卒 業

1974 第 六 回 京 都 野 外 彫 刻 展 よ り P ONK O::'- リー ズ の 制 作 発 表 始 ま る

ＱＹＷＵｾ 個展 ＱＱ 回

公 募 展 : 現 代 日 本美 術 展 ・現 代 日 本 彫 刻 展 ・ジ ャ パ ン エ ン パ英 術 コ ン

7 - )レ・び わ こ 現 代 彫 刻 展 ・ヘ ン リ ー ・ム ア 大 賞 展 ・倉敷ま

ち か ど彫 刻 展

企 画 展 : 現代美術 の 錬 金 術 展 ・身辺カ、らの飛刻展 ・現 代 の ユ ー モ ア 展 ・

現 代 美 術 新 体 験 ・ 現 代 彫 刻 の 状 況 展 ・ 朝 日 現 代 す ラ フ ト展 ・

本 郷 軍 彦 音 遊 館 ・日 本 現 代彫 刻 展 ・音 の あ る 美 術 ・お も し ろ

わ ざ も の す ぐ れ も の 展 . P ONK O響 遊 ( 共 有 ) 空 間 展な ど 多 数

発 表

1992年 9 月 か 句 1 年 間 力 ー ネ ギ ー ・メロン大学芸術学部、 St udi o For  Creat i v 

Inqui ryに 在 籍 、 個 展 P ONK O INT E RA CTl V E  S OUND S CUL PT URE  EXHI BI Tl ON 開

催、 93年 5 月 に 円 出burgh Chi l dren' s Mus e umの コ ー ト ヤ ー ド に MONUME NT

OF  S OUN D  &  PL AY  S CUL PT URE 作 品 設 置。

今 日まで造作作家 として、鉄の素材を用いてP ONK Oというタイ

ト1レでシリーズ作品を制作発表してきた。これまでの作品表現に於

いて、単なる視知内オブ、ジェではなく、観賞者仲見党一角1! 党叶 忠党

へと作品に対し、自由な個々の感性によるアクシ ョンで作品を動か

し、たたき、移動さすなどの亦昂古を行う過程で、観' 此者の独自な空

間環境を生み出し、感党の樹脅する広がりある時空間的展開の中で、

そのリアクションを通して自己との声t峠ができる表現を意図してい

る 。 また、野外作品では風によって ＩＡｬｩｾ 車が回転しメカニツクな作用

て昔が生じ、自然からのメッセージを通して、自然との立花舌と環境

への働きかけなどを試みてきた。

面丘では、音楽家とのコラボレーションを試み、作品とのパフォ

ーマンスによる音の空間構築表現を行っている。このコラボレーシ

ョンでは、音楽家が作品を単に奏でる演奏会ではなく、観賞者もそ

の場での同l母性を共有し、観賞者自身の存在に重要な意味性を持つ

関わりを意図して発表している。 本郷重彦

MONU ME NT  O F  S OUND  &  P L A Y  S C UL P T UR E  

Pi t t sbur gh Chi l dren' s Mu s e u m 

1993. 5. 26 設 置

9000 X  3500 X  6000田】

紫 材 鉄 ( メ ッ キ 仕 上 げ ) . ア ル ミ ニ ュ ー ム 、 ベ ア リ ン グ

基 礎 コ ン ク リ ー ト 、 ア ン カ ー ボ ル ト 止 め

表 面 一 部 ア ク リ ル ペ イ ン ト 塗 装

14 建 築 と 社 会 ・1993 . 12



津 田 達 雄

T AT S UO T S UDA 

1947 京都市に生まれる

1973 京 都 市 立 芸 術 大 学 卒 柴

1974- 85 渡欧ドイツ、デユ ツセ ル ド ル フ 在 住

1975- 81 州立デユツセルドルフ奨術大学在籍、大学院修了

個 展

1972 ギャラ リー 射 手 座 、 京 都 ( ' 73年、 ' 87年)

1981 ギャラ リーNO. 6 ( レオンベルグ、 ドイツ)

1982 ギャラ リーケラーホーク( レーダ・ヴィ ー デ ン プ リュッ夕、 ドイツ)

1983 ギャラ リー ア ー ト ス ペ ー ス 虹 、 京 都

1985 ギャラリーマ ロニ 工 、 京 都 ( ' 87年、 ' 90年、 ' 93年)

1987 ギャラリーユマニテ、名古屋

1989 ギャラリ T A刷 、 京 都

1993 白土舎、名古屋

グループ展

1979 7 ，す J レムユ ン力・ータンス卜 ' 79( シュツット力ソレトヲンス トフェライン、ドイツ)

1981 フォルムユンガ- 7 ンスト '8 1( ヴォ ル フスブル グ市立ギャラ リー/ デ ユンセル

ドJ レフ市立突術館 ・キールテンストノ、レ)

ディメンジョ :""'81 ( ミュンへンタンストフェライン/ ベルリン市立ギャラリ

ー デ ユ ン セ ル ド ル フ 市 立 焚 術 館 )

1983 自然 . tII.徴 ・空 間 在独自本人彫刻家展( ゼーシユテ J レン彫刻公園、デユ y セ

ルド J レフ)

印 刷 プロフィル展( タンストミユージアム、テ・ュッセ J レドルフ)

第23回ホアン ・ミロ国 際 ド ロ ー イ ン グ ・デッサンコンク J レ( パ J レセ ロナ、ス

ペイン) 第24回

1989 国際テキス? イ J レコンペティション89京都( 京都市美術館)

第 9 回 現 代 焚 術 今 立 紙 展 ' 89( 福井)

199 1  ソフト ・スカルプチャー展( ギャラリー無有、京都/ 麻布工芸突術館、東京)

サン トリー奨術館大賞展 ' 91 ( サント リ一 美 術 館 ・東京)

1993 国際掌中新立体造形公募展 ' 93( 大 賞 受 賞 名 古 屋 ・吹 上 ホ ル)

コレスポンデンス ( 気感) ということ

宇宙空間へ述れていかれた験邸肋£無重力の状態で巣 を張るかとい

う興味ある実験がありましたが、幼献は先天的な空間彫刻家で、そ

の巣はり っぱな抽象彫刻作品てeあると考えているのは私ばかりでは

ないと思っております。かつて、構成主義の空間彫刻家であるベヴ

スネルやリチヤー ド・リッポ1レドな どは、量(マッス)の内部空間に

入 り込んで、そこにステンレスの細い針金を放射状に張 りめぐらし

た蜘制調 まけの精密な幾何学的作品をい くつも試みているから、彼

らもき っと私と同じよ うに駒酬の 巣はり っぱな彫刻だと思っていた

に違いなし、

だけど、験制めS彼のその造形作品によ って獲えているものは、蛾

や蝶や虫ばかりではなく 、その糸の粘着カは空間にとびかう電波を

も、 きっと捉えているに違いないと考えているのは私ばかりか。

さて、芸術は人間の精神が物質 と交感することによ って成り 立つ

ということ。そしてまた、現代社会において、通信 というものがい

かに重要かという両義的ななl床を託 してー C or r esp on d en c色。

津 田達 雄

Verti cali ty and expans ion ( 垂直線と鉱がり)

' 89年時IJ 作 2 3 0 X 2 4 0 X  5  cm 綿 糸 ・ プ リ ン ト 布

Corr espondence II1 R  ( コレスポンデンス)

' 93制作 25 X  25 X  25c m 綿 糸 ・針 金 ・ プ リン ト 布

彫 刻 プ ラ ン ニ ン グオ フ ィ ス ‘ は ね う さ ぎ 汁 ま モ ニ ュ メ ン トや 造 形作

品 に よ る 、 芸 術 と の 共 存 空 間 を プ ラ ン ニ ン グ す る こ と に よ り、 環

境 と 融 合 した 美 の 空 間 、 人 間 的 な 表 情 豊 か な 空 間 づ く りが 出 来 れ

ば と 願 っ て お りま す 。

コーディネータ ー 可まねうさぎ' 代表巽育子( お問合せ 0 75- 76 ト3 759 )

企 画 協 賛 ー回宝買" 同 三 製作 Ji ft . トステム様式会社

15  
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(下7黒のガスケ y トカ司宵造的な美

しさを演出する「金沢八景プラン

歩ンJ のト。ノプライト。

現代の建築設計では「色」はテeサ'インの重要なエレメント。

とりわけヒール建築にあって「色」は、デザイン全体の印象を左右します二

トステムの「エクセレント・ガスケット・カーテンウオール」は着色性に優れた構造問シリコーンゴムを採用した新しい工法。

黒 、クレ一、ブロンズカラーに加え、鮮やかな赤、青、緑 、貧やパステルカラーなどの着色が自由自在です。

しかも表面にアルミフレームが一切現れない工法なので、シンプルですっきりした美しい外観がテsサ'インできます。

シリコーンゴムの優れた耐候性、断熱性、耐寒性などを生かした上に 、

工期短縮を実現し、労働力不足にも対応できる「エクセレン卜・ガスケット・カーテンウオール」。

都市空間の色彩を豊かにし、建築デザインの幅を大きく広げま衣

園 田 町田

トステム株式会社

〒136 東京都江東区大島2- 1 - 1 ピル建材本部 TEL.  (03) 3638-8241 

〒532 大阪市淀川区西中島3-10-11 ビル建材本部 TEL. (06)390-5111



BOOK  

S T AT I ON 

ブック・ステーション

盤鱗鱗鱗鱗機騒襲撃

不知詠人

麟 盤 機 議 機 織 側 側山 鵬 融 機 織嬢懇盤側

アーキテヴチュア・フェアlくOBE記念出版

神戸のまちと建築

Yesterday.  Today and Tom口rrow

• 
神戸市

1993.4.1 刊

A4判 212頁 2，000円

詠み人知らすのデザイン

藤塚光政一写真

毛綱毅噴一文

• 
TOTO出版

1993. 8. 10刊

250 x  250ミリ 342頁 9，8∞円

今年、神戸で開催されたアーキテクチ 本容は、世界各地に散らばる、あま

ユア ・フェア KOBEを記念して出版され り人が注目もせず、観光のルー トから

たもので、「建築・都市空間の昨日・今 も外れていたであろう場所や、建築物

日 ・明日」というテーマに沿って、神 にスポットを当て、それらを藤塚光政

戸の建築・まちづくりの歩みをたどり、 氏の不思議な写真と、毛綱毅噴氏の怪

今後の方向を展望している。 旧居留地 奇な文章で構成した写真集兼解説書で

の建築、戦前の共同住宅、博覧会建築、 ある。解説によれば、 rUFOイ土緑地球鴬

酒蔵の建築など、様荷な切り 口から建 異巡礼へのお誘い」の本ということら

築・都市を語っていて、写真もふんだ しい。 ヒトラ ーが構築した高射砲塔や、

んにちりばめ、建築の専門家にもそう 長崎玄海灘の軍艦島を始め、世界各地

でない人にも楽しめる一冊。特におす のぞっとするような感じと不思議な雰

すめのユニークな特集は、かつて娯楽 囲気を厳し出す場所や建築物29力所を

地として繁栄した新開地の綾子をメデ 収めている。それらは、「美なんか眼中

イア環境の面から考察した 「盛り場の になく目的に忠実に造られた」がため

近代 J 、西北神の農村集落の文化と民家 に、美しさや凄さを予め計算し尽くさ

の魅力を語る「神戸の民家と集落」、近 れた現代の建築物より発する エネルギ

代 ・現代文学にみる神戸のまちを綴っ ーは強烈なものかもしれない。( へえ ー

た「文学にみる神戸のまちと建築」な こんな エネルギーの固まりがこの地球

ど。 (A.Y) 上にあったのか) と感じさせる本であ

る。 (Y. I)

担当' 会員企画小委員会/ 伊蕗郁郎 ・稲木裕子 ・山寄章子

人間のための屋外環境デザイン ヒンドゥ教の建築

オーブンスペース設計のためのデザイン・ガイドライン ヒンドウ寺院の意味と形態

クレア ・クーパー・マーカス ジョージ・ミ ッチェル著

キャロライン・フランシス m 神谷武夫訳

湯川利和・湯川I息子共訳

• • 
鹿島出版会 鹿島出版会

1993.  10. 30刊 1993. 11. 10刊

A5判 452頁 6，798円 A5判 284頁 5，150円

本書は、副題にあるように屋外空間デ 本書は著名なインド建築史家によるヒ

ザインに関する本である。 その内容は、 ンドゥ建築の書である。 インド ・イス

「都市環境の質は屋内空間 (つまり建 ラム文化或いは仏教・イスラム教の造

物) と屋外空間の相互関係によって左右 形芸術の中でインドの建築を紹介した

される。 その一方で建物はそれらを利 害は少なからずあるが、ヒンドゥ教を

用する人々の行動パターンを左右する。 中心にインドの寺院建築を紹介した書

重要なことはこの関係を逆転させ、人 は恐らくはじめてではないか。従って

問行動の理解から出発しこの関心から 本書ではヒンドゥ教の概要と寺院の意

形態を形作ることで、そのためには設 味について詳しく説明を加えた上で建

計方法の基本の根底的な改革が必要で 築的記述に入るという構成をと ってい

ある」との主張のもと、設計者が必要 る。 なじみの少ないヒンドゥ思想とそ

としている情報が多くの調査により 裏 れに基づく建築が、豊富な写真ととも

付けられ、設計ガイドラインとして寒 に詳しく説明され、実に興味深い。米

証的 ・体系的に提示されたものとなっ 国での初出が 1977年で、 1988年にシカ

ている。原題が rpeopl e PlacesJ とあ ゴ大学がほぼ同じ内容で再刊をしたが、

るように、「どのような屋外空間が利用 「本書がヒンドゥ建築全般の簡潔な概

者の人間的必要を充足するかJ との問 説書 としては今でも充分に有効であり、

いかけから始まるこの著書は、人間的 その教科書的有用さに，主目した為であ

な機微に 目を配ることにより初めて人 ろう」との訳者の記述のとおり 、 ヒン

問的な空間を生み出し得ることの重要 ドゥ建築の入門書として、またインド・

さを、改めて思い知らさせてくれる。

(1. 1)  

南ア ジア文化の理解を深めるうえで格

好の害である。 (1.1)
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平成 5年10月、京都市における総合設計制度の

運用基準である「京都市総令設計制度取扱要領」

が改正された。

総合部門 ｬｩｬ 肢は、主ｾペイ率、樹氏本高さ等と

いった敷地にはたらく建築基準法上の形態規制

を一宇It _ 直1- (1(-)' こ適用するのではなし これらの

税 ｾ ｬ ｩ ｬｊ を総令的な判断から迎用する こ とにより、土

地の適切な有がJ利用を図るとともに、敷地内に公

図や*. 7<J也、広場あるし、は歩泊等といった日' ，l j ; -般

に1m放された公共的な主主地( 公HH空地) を石間呆す

るな E 、それぞれの地域の村牲に合った、良好な

i' l市手地球墳の型車昔前改普や優れた景観の創出に寄

与する処築育|恒 lを誘場しようとする誘導手法と

してのtli lJ 度であり、建築基託鈴去に基づく例外許可

規定である 。

このtli l肢は、 言秀場的主tt築行政のための一つの手

法として昭和46年に創設され、同年 9 月にその運

用五回主として言午可11関川技体弘凶劫f策定された。

この制度に係る法的恨拠の型車備やその後の時代背

長に合わせた拡充型車備、法改正による集約整備等

については周知のとおりで‘ あるが、この制度は、

任怠に行われる建築活動をまちづくりいづ観点

から誘導できるものであ り、また、設計者等にと

っても画一的な基準の枠の中ではなく、 一定設計

の自由l支を待て自らのセンスと技立を駆使し、 地

域特性に配慮したイ憂れたデザインの建築物の計画

に挑戦することができるものであり、設計の結果

に対する 書利回Iが行われることになることから、良

好な景観形成にとっても有効な制度である。

l京都市における総合設計制度

京都市においても、この制度の適切かつ有効な

運用は、者11市に紘リ郎、を与えるとともに、者11市

基盤の整備や地域環岐の整備I改 善等 に有効なこ

とから、 62年度までに国の基準に基づく運用の中

で 61牛の許可を行ってきた。

そして、 H召利63年 4 丹に、優れた伝統を有する

歴史的文化都市であると同時に 145万余の市民が

生活する大都市であるいう京都の特性に鑑み、

保全すべきは1 I i - x 1 底的に保全するとともに、将来に

向けて新しい l昨イーにを: f i llj 宜し統ける生 き生きとし

た活力ある都市て、なければならないとし、う基本

的な考え の下に、それまで辺則していた国の基準

を迭に、適用区域の限定や建築物の高さについて

地区に応じて許可の範囲を定めるなど、京都市独

自の運用基準である京都市総合設: 1 i -1ー制度取扱要

領( 以後「取扱婆領」という) を策定し、それまで

以上にそれぞれの地域の特性に配慮、したきめ細

かな連用に努める rl -'で、 4 件 の許可を行ってき

た。ほとん E がまだ工事中であるが、完成すれば、

それぞれの地域における良好な環境が生み出さ

れるものと期待しているところである 。
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l 改正への経緯

京都市カ苛虫1:1の取扱要領を定めてから 3 年 後

の平成 3 年、市長は、これからの京都のまちづく

りにおける悲本的な土地利用のあり方について

試案を発表するとともに、まちづくり稿義会に対

して「伝統と創造の調和したまちづくり推進のた

めの土地利用及び長ね故、慌について」について諸

問した。

この諸問に対する答申が、同年11月と 翌平成 4

年 4 月の二次にわたって出されたわけであるが、

その答申において、まちづくり審議会は、これま

での ri : 呆存と開発」とし、う 言葉で子回受されてきた

京都のまちづくりについて「保全 ・再 生 ・創造」

をキーワードとした新たなコンセプ卜を提言 す

るとともに、計1直l的な土. J : M 'J用、景綴膨成の推進

を図るため、京都市の基本的な考え方を示す都市

計1亙lの凡直しをはじめとする種々の方策を示す中

て¥各種の誘導手法の整備とその積極的な活用を

提言 してし、る 。

特に、 H召利46年に創設された誘導的建築行政の

- 鴨 東 洛 北 西 山 地 区

堅 忍 丸太町通以北地区

区 ヨ 幹 線 街 路 沿 い の 街 区 等 で 固 ま れ た

内部地区

翠 翌 幹線街路沿いの街区

:  ; ' ¥ツフアゾーン

盛 盟 国 高度集積地区

手法としての先駆的な制度である総合設計制度

について、保全 ・手泊三・fil l造を基本としたメリハ

リのあるまちづくりを進めていくべき京都市に

おいて有効な手法と位世付けた上、新たなコンセ

プトに基づいたきめの細かいより京都らしい活

用を図るため、込凶皇の凡直しを検討するよう提言

するとともに、』知之nニイ系る具f本tl " l な項目について

詳 しく 示された。

l改正への基本的な考え方

今回の取扱婆領の改正は、この答申を兵挙に受

け止め、まちづくり若特設会から新たに示された保

全 ・再 生 ・倉IJ 迭をキーワードとしたこれからのま

ちづくりのコンセプ卜』こ沿って、京者11が優れた伝

統を有する大都市として、 21世t紀に向けて成長発

展していくために有効に守寄与する制度として、さ

らに充実を図るとともに、よりきめ細かな京都ら

しい運用が図れることを目指した再整備である 。

l改正のあらまし

改正後の圭凶主に凝り込まれた主な内容は、次の

N!

?
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改正前の基準との主な相違 点 比較 表

項

適用区域

目

工業系地域の適切な土地

利川に対する支援を目的

とした適用区域の拡張

敷地の規模

敷地の適切な共同化今z へ

の支援を ｮｾ 勺とした敷地

要件の設定

公関空地の種別

公Bf. 1宅地を多面的に活用

し、地域に令わせた環境

整備を行うことを目的とし

た公関空地の種別の噌設

誘導種別

都市政策、上地平11用政策

に令わせた挫築計画の誘

導を目的とした本干民主幹の

古l附 し に 係 材 重 別 基 準 の

創 設

建 築物の高 さ制限

同J支地区による高さの規

ｾｉｪｬ ｬ が外れるため、これに

代わる許可建築物の高さ

に係る脳I l II

改正前の基準

第二准包括専用地域

住居地戚

近隣商業地域

商業地J或

準工抱似戎

2. 000m' ι L上

ただし、近隣商業主也域および商業地

域で、高度地区の規制を超えないもの

については、 1，OOOm'ιλ 上

平面万列犬による種別

歩道状公1m由也

通路状公Hf. 1空地

広場状公開空地

一鳴鍬求貼伏公| 刻空地

笠IIIH彰式による種別

背空型公開空地

ピロティ型公| 非l空地

公 ｉｾｮ 自也の有効性による基準

一基準による運用

開列制度

市街也住ぞ持例市11度

出湖包投開子11臨11度

文化施設持例制度

歴史的建造物保全特例制度

公開主主地の割合等による制限

適用区域を二つに区分し、制限

鴨京 . ｩ 各ｾｴＺｴ也区

その他の地区

第二種住居専用地域

住尼寸也城

近 隣l濁知也1或

在住築地域

準工業地域

*  工業地域

*  工業専用地域

改 正 後 の 基 準

*  高きが高度地区の規制および31mを超える場合・・ -・... .... ....2，OOOm. ι Uニ

*  都心苦I1等で都市整合> > J _ ヒ有効な計画の捗恰 ー -ー・・・・・・・・・…・・・・・ 500m'ι Uニ

*  その他の場合・ー…ー・・・・・・・…・・・ 目....... . . ・ー・・一一・ー ー・… .........1 ，OOOm叫ん仁

平首限状による種別

歩苦T状公開空I也

通路状公関空地

広場状公聞記也

ーづ由競お$ 伏公I.m空地

*  樹踊お也状公H日空地

*  その他の公開空地

空間形式による種別

青空型公関空地

ピロティ型公関空地

*  アトリウム等屋内空間型公関空地

公関空地の有効性による基準

必E築奇問iの誘導種別による吉凶皇

* → 盟

*  者l児、定佳促進型( 職住共存のm境設備と者肌、定住の促進)

*  百五度椴能生財良型( 新制卸也の形成と優良なプロジェクトの誘致)

特例制度

市街也住宅特例制度

地域施設持例措11度

文化施設持例制度

歴史的建造物保全特例制度

その他

*  地下空間活用計画に対する特例

*  者断行基線整備先行寄与型計画に対する特例

公開空地の割合等による市11限

適用区域の細分化による、きめ細かい制限

*  保全を基調とする周辺地域のうち

中島東 . i各北 ・西山地区・ーーーー…・・・ー・・・・・・・・高度地区による税j J j llfl直以内

( 鴨東地区の拡張および西山地区の追加)

*  再生を基調とする者IS ，C. 岨域のうち

斡線街路沿L 、の街区等 に阻まれた内部地区・ ・・・・ ・・・・ ー… ・・ 一 3 1 m以内

( 現行高度地区による規制 31m)  

幹線街路沿L 、の街区. .  • .  .  .  .  .  .  .  .  .  • .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  ・・ E ・e ・・ ・・..・・・ 60m以 内

( 現行高度地区による規制1: 45m)  

丸太町通以北地区・・ー ーーー ーー ー ・ー ー ー・ … .. .. ............ .. 31m以 内

( 現行高度地区による規制 : 3 1 m、20m)

*  創造を基調とする南部地域のうち

高度期的也区ーーー ー. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 柄賓率等 による 1m核的規制

( 現行高度地区による規制: 規制なし、 31m、20m)

バッファゾーン. .. . . …. .. . .... .. . . ・ー原則として 1段階上の規制値以内

( 現行高度地区による規制鋭部11なし、 31m、20m)

*  その他の地区ー ・ー・一 ..... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 段附上の規制値以内

l t記の地域のうち、それぞれの地域に掲げる地区以外の地区)

( 現行高度地区による規制. 規制なし、 31m、20m)

(注} 美観地区等他の法令により 定められる地区においては、それぞれの訟冷 に基づ〈 税制による.

ようなものである 。

・保全・再生・創造の理念を生かした、よりきめ

車| 日力、な運用を目f旨して

- 者I K、部における良好な地下空間の活用に対する

支援制度の新設

- 近代工業や伝飾童業の活性化への支援や工場跡

地等 における総合的な土地利用計画に対する支

援を目的としたエ知也械で、の適用

- 従来日却損に区分されていた適用区械を、保全 ・

再生 . i:i ll造を基調に細分化 し、きめ車IUかな形態( 高

さ) 規制を新設

・者11 - 心定住を促進するための制度や、大都市機能

の型車体躍進等を誘導する制度の新設

・ 市彼 ｴ 也高ｾの整備改善の推進を目指して

・ 緩 ｦ 醜お也ｼ犬公 Ｑｽ ｦＮ ｉ ｾ 在地など、公開空地を多面的に

活用するため、そのI到 11を増設

・道路等者11市基盤整備に寄与する剖亙lへの支援

・伝統産業などのリストラクチャリング( 構造転

換) 等への支援

・景観シミュレー ションの議筋化

・シミュレーションによる景観のt指定により、優

れたjJf犯B形成の誘導

福 島 貞 道

京都市住宅局建築指導部指導標登備指導係畏
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内聞き内倒し窓

ドリーキップフェンスター( 隠、橿タイプ)

一
一一
一
一

一
一
一一
一
一

一
一
一
一

一
一

新建材紹介コーナー

鵠1

日本建築協会建材委員会

図 - 1

49 

は

項 目 ニュースト仕様 特 長

。虫 度 360kgt / m'  

性 自E 気 密 性 古E 2  m'/h. m'  

7)( 密 性 150kgt/ m' 

金 物 及 び 気 密 材 シ ュ ー コ 一 社 製

航空機加応用した特殊超合金の使用によ ]  

り、アルミに穴をあけずにセットできます。 I

コーナーピース ｉｾ 、アルミタＧイガストの コ

ーナーピース t 、エポキシ系接着I "1甲j併用、

コ ー ナ ー 接 合

又、雨仕舞を完全にするための工夫を組立

時に施しています。

( カシメは1虫自のノマンチングプ ν ス装置に

より、溶接接合の 4 倍の強さがあります)

1  
圃 ト歯J

し

96 

65 

豊子W

ド三互
35 

49 

ハU

山

民」60 40 

表一 1

。ーはじめに

ヨーロ ツノ f て1ま150年も前から内開きタイプのサ

ッシが使われていましたが、 このタイプでは窓を

開けると外気が急速に入ってくるい、う欠点が

ありました。 この欠点を無くすため、ラン? に内

倒し窓を取り設け、部屋に充満した汚れた空気を

排出することにより空気の流通をスム ー ズに行

いました。1970年、このシステムを改良し、内開

きと内倒しが一体となった窓が開発製品化さ れ

ました。これがドリーキップです。

側 ニ ュー ス トは、 1976年に日本レポーノレ社を通じ

て、シュー コーイ ンタ ーナ ショナノレ社( 独) と技術

提携を行い、設計、製造、販売、施工を開始して

ι防長1993年の今日に至る迄の長期間、シューコー

ワインドゥ 一 筋に 実 績 を積み重ねて来た企業で‘

す。

f ) - ; 均聞き内倒 し窓 ( 隠 し権) の特 徴

( イトつの窓で内開きと内倒しの機能を持ち合

わせたこのサッシを多機能サッシい、う 。この度

の紹介製品は 内聞き内倒し窓の 穏 し桓タイプで

す。 この商品は可動部の隊子権が、枠の見付部分

に隠蔽されているため、外部からのエレベーショ

ンは枠の見付ーだけ見え、障子の権が見えない意匠

となります。 したがって級殺 し ( FIX) との述窓

のI侍でも可動部と桜殺し昔日との区別がつかない

ため外観が非常にシンプノレに仕上がります。

( ロ肺子椎が方立や枠内に隠蔽され( 図ー 1参照)

外部に露 出していないため、7 l ' <' t 針金( 表 ー 1 参照)

が安定しています。(等 圧システム採用) 又遮音性

能も優れています。

十桝観上、枠しか見えないため枠材は而村長性の

優れた「フッ索樹H旨」 塗 装焼付を施し、陣子材は

アノレマイト仕上げ及び二次電解着色仕上げて、施

工 す る事も可能です。

@ ーおわりに

従来は、一般的に単一機能のサッシを採用するケ

ースが大半で、あったが、 低 成長 時代にこそランニ

ン グ コス ト及び意匠も加味した多機能サッシを

採用する事も考慮して良いと思います。

建 築 と 社 会 ・1993. 1220 
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木製( 木質系) 防火扉

一
一

一
一
一

一
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@←- { まじめに

防火戸については建設省告示第1125号によりこ

れまで認められなかった木製扉についても 一 定

の性能力叩岱忍されれば、認定される様改正されま

した。成田全 日空ホテノレの客室扉 ( 側ニュースト

設計施工) が日本で最初に採用された木製扉て‘

す。しかし、このl侍は建築基当鈴去第38粂に基づき

認定を受けた建築物として採用されたものでし

た。ーづ般の建築物の防火戸は、建築基当鈴去施工令

に於いて仕線規定で定められている防火戸及び

認定を受けたZ : J . 重防火戸( アノレミ製) で、なければ

使用できませんでした。

これらが認められる様になった背景には、近年の

各種材料開発及び技術の向上により防火性能の

高い扉が開発されてきた事によるものです。

甲種防火戸については、指定の試験方法が定めら

れていなかったため、建築基L同母去施行令第110条

第 1 項に規定された第 l 号から第 4 号迄の範囲

でしか返討尺出来なかった。Z 題防火戸は建築基準

法施行令第110条 第 2 項 第 6 号に基づき、昭和34

年建設省告示第2546号が制定され、 ]I S、A - 1311

( 建築用防火の防火試験方法) に規定する試験に

合格し、認定されていました。

この試験方法を国際化するためと、国際規絡に準

拠させるこの 2 点の理由で平成 2 年 5 月31 日付

で 「 迷 期i凶 階 施 行 令 第110粂 第 1 項 第 5 号及び

第 2項 第 6 号の規定に基づき 、甲種及びZ : J . 重防火

戸と同等以上の防火性能を有するものとして指

定する」件が公布され、甲種及び乙溜l坊火戸の新

試験方法が定められ、最初に木製甲種l坊火戸の認

定番号0001号を( 的ニュース卜が取得したのです。

特にドアーチェックを扉に内蔵した甲種防火戸

(図 - 2 参照) のコンシーノレ ドタイプは、意匠的

にもシンプルな仕上がりとなっています。

@ 一平成 2 年建設省告示第1125号による試験方

法の改正の中に、次の 2項目があります。

(ィM士会散見定から性能規定へと移行した司王で、甲

種防火扉については、性能規定を定めたこと。

( 司技術開発により木製或いは表面が可燃材で

あっても、; ロオを不側イて聖堂型したもの等、防火

性能を高めたもの等で性能を適切に訊可回出来る

事等があります。

@ ー木製防火扉GOODWOODの特徴

表面は天鋭材三の突板て被い、 芯材には革脚骨性に優

れたチップボード、不燃議t持続反、さらに熱によっ

て発泡する膨張林等を内蔵し、木製扉に必要な安

全性に | 刻わる機能の全てを扉の内部に凝縮して

います。また遮炎及び巡爆の機能をも備えていま

株式会社 ニュースト

大阪大阪市西区京町揖 1-8-22 三兆パークサイト' ピル6F 〒550

T EL. (06)443-4022的 F AX.( 6) 443-4122

本 社 長 野 市JII 中島町四 "/届 1216

T EL. ( 262)  84寸 121的 F AX. ( 262)84-4飽5

す。

さらに防音性能は 12mm厚の石' 背ボード 6 枚 を 貼

り合わせた壁に匹敵し、扉自体が壁の一部にもな

る性能を有しており、プライパシーをしっかりがか

ードします。扉の蝶番は、 3 次元の調整可能型を

桜紙皇仕様としており、施工時非常にスムーズに扉

調整カヲ行われます。

。←ーおわりに

防火戸の指定に関する建築基L同地の改正で、国際

規絡に準じた<:: jJ . により、今後はスチーノレ扉に変わ

り、木製防火扉が酌伏と同じように採用出来る様

になりました。今迄は、自然な木を紫材にした扉

カ守主められながら実現出来ませんでしたが、美し

さと機能を合致させた木製扉の安全性が実 証さ

れたZjJ . により、木自のi旦もりを次世代への泣かな

生活空間に広〈役立てられる製品である ZjJ . を碓

信しています。
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設備更新/ 騒音・振動の防止/ 住宅用メーター

ボックス/ 各種機器の納まり/ 配管スペース

|一一… 即 吟 し た 内 容 を ベ ー 澗 問 題 ゆ れ る 現 在 の

社会状況を奇量り込み、最新の技術情報を盛り込むべく新たに書き起こしたもので、統筆には、東畑建築事務所、日建設

計、安井建築設計事務所、大阪ガス、関西電力の設備言宣言ド替が当たり、編集委員会て犠鼓を重ねましむ

第→' * て活躍する設備諒博が、実務において、建築と設備のかかわりあう場て雷直した問題を掘り起こしその解決

を趨尺肢て示し芯本書は、意匠設詐者のみならず、初歩の設備設詐者にも矧困の資料になるものと思います。

本書のお求めは、全国の笛庖で !!

間 日 本建築協会Ｈ 干 ＵＳｾ 苛 同 区梅田 ＱＭＱ ＭＳ

-2100TEL06-348-0635、FAX06-348-0634)  

では、智男価格付造銃|実質) で買防ちしますの

で、窓会までごち:5c下さい。
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直 張 り 防 音 フ ロ ー リ ン グ の 沈 み量 と 軽 量 床 衝 撃 音 遮 断 性 能

1. 直 張 り 防 音 フ ロ ー リ ン グ の 問 題 点

近年、ダニ問題や住まいの洋風化によってフローリングが使用さ

れるようになったが、これにともなう上下階の騒音問題は直張り防

音フ ローリ ングの開発を促した。これは、リフォ ームにも使用出来

るように総厚が約 ＲＰｭｭ 以内で、軽量床 ｦ｛￭ｦｬｾ 空音遮断性能を高めた直張

りフローリングであり図 1のような断面形状をもっ。その性能は現

在 L- 40のものまで開発されている。これはカーペットの性能とほぼ

同等であり、防音性能の改善には目ざましいものがある。ところが、

この改善は床材の緩衝性能による t ころが大きく、防音性能のよい

柔らかい直張りフローリングの登場は、歩行感や耐荷重性能など実

用上の面において疑問を残すことになった。以下に当試島知斤て、実施

した床の防音性能 ・沈み量・歩行感の調査結果を紹介する。

2. 沈 み 量 で 歩 行J惑 を チ ェ ッ ク

当試島知rrで、は、 1990年から床衝撃音レベノレ測定をおこなう床材の

目地部と板中央部に、直径50mmの鋼製載相反を置いてそれぞれ80kg

の集中荷重をかけ、載荷点に生じる沈み誌を測定している。そして、

その結果防音性能がよくなるとともに沈み立も増すことを、碓認t

てし、る。歩行感に問題の生じない沈み註ぞ知るために制鰭実験を

行なったところ、歩き心地に問題の生じない沈み量は約 3mm以内と

いう結果を得た( 図 2参照) 。

3. 最 近 の 直 張 り 防 音 フ ロ ー リ ン グ の 沈 み 畳 は ?

図 3、4 に当所て測定した 1991年度および1992年に於げる直張り

防音フローリングの床f鰍音遮断性能( 推定 L 数) と沈み盆の関係、

を示す。図 - 3 、 4 より防音|生能の良い床( 推定 L 数の小さい床) Il 

E沈み盆が大きく柔らかいこと、および92年度の方が91年度より全

般的に沈み量が約 1 mm程度少なくなっていることがわかる 。 また、

92年度の沈み立は L- 50の性能以下の尉打、は歩行感に支障を与えな

いと思われる沈み量( 約 3mm) 以内に概ね収ま って いる 。これは、開

発各メーカーの努力によるものである。

なお、当試験戸斤では現在、試隣長告書中には床街撃遮断性能のみ

を記載しているが、近い将米には、 i尤み註の測定結果も f井記したい

と考えている 。

環境試験室て、は床材の防音性能や壁材の遮音性能等の実験室iWJ 定

および現場測定、また各種防音相談に応じております。
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福岡にある私の大学では、学生の出身地は、中四国が 4割、近畿

以来が 3 - 4 割、そして地元九州、|は2 - 3割です。従って、食堂で

もサークルも様々なナマリの言葉の海です。少産過保護時代の若者

にとって、親元を離れて自分の生活を築〈試練を経ながら、生活文

化のクロスオ ーノf ーの中にいるのです。

近年、大学の国際化い、う声で、 E この大学や大学院でも留学生

が見られ、海外の大学へ行く若者も多くなったのですが、都市部の

大学て、は、超有名大学以外は逆に、入学者のエリアの地元( ローカ

ノレ) 化傾向が強いようです。都市部には進学需要に対するキャパシ

ティ ーが不足し、一方都市との受験力較差で地方からは参入しにく

いという 奉情がその要因でしょうが、 しかし、そのことで手ムの大学

への入学の需要があり、クロスオーノ f ーも生まれているのです。多

感なハタチ前後に 「既成の価値観引見し、新たに人生の座標軸を模

索する」大学生活の場としてまさに好適ということができましょ

フ。

国際化 t は海外旅行やメディアによる見聞にとどまらず、異なっ

た生活文化と生( ナマ) で触れ合うことだとすれば、圏内での地方 ・

地域を越えた「地際化」も不可欠のことと思います。国際化は、先

ず地際イヒからということではないでしょうか。

藤本尚久 西日本工業大学教授

各地で有名建築家の設計した斬新な集住が建

設される度、建築ジャーナリズムが取り上げま

す。 これらは商品的価値のある、いわゆる玄人

受けする設計なのですが、内容的に好ましくな

いものもあり、社会的景タ響カ丸、配です。

報道側の評価は、建築デザ、イン罰命が主体にな

りがちですが、こ t 集住についてはそこで出舌

する居住者の住宅に対する意識や価値観生活

習慣、加えて安全や健康い、うような視点での

評価も重要だと思います。掲載写真を見ても明

らかなように何時も人の住まない写真を撮って

報道しています。 その集住に 「誰が住んでいる

のカコが重要なのです。不特定多数の居住者を

相手とする既成品住宅において極端な建築家の

設計理論を全ての居住者に押しつければ問題の

発生は火を見るより明らかです。居室から外部

に出て浴室や便所に行くようなプランは私自

身、農村住宅の伝統を継承する住宅、日本の伝

統文化を継承する住宅としては是非設計したい

t 思いますが、これとて居住者が望むならいざ

知らず、画一的な押し付けは禁物てす。高齢化

社会に移行、シニア住宅建設の推進が重点課題

である昨今、冬場このような住宅で、脳血栓に

でもなったなら L 人事ながら心配しています。

斬新な集住設計を報道すること は大賛成。 し

かし、その物件の評価については、飽くまでも

生活者のニーズ、に対応した、健康で、快適な生活

ができる地に付いた作品なのか E うかの尺度で

も測って欲しいものです。

川 村 真 次 関 西 都 市 笠 備 セ ン タ ー 設 計 部 長

設計の品質を具現化させるためには建築主、

設計者、施工者聞のチームワークと相互信頼関

係が必要てあり、監理者がその要であるが、監

理者を取り巻く現場の状況は大きく変化して

いる 。その中て細分化された業種聞の調整と工

事 をスム ーズに進行させるためには監理者の

ノレーノレづくり及び調整能力がますます重要で

ある 。そこで求められる監理者は具体的にどう

あるべきかを手ムなりにまとめてみる t …。

|  空I l Hとの/ 1 ' ，会いが央政をつくる予がかり l  

・多くの関係者との接触が必要でありそのた

めには社会人としての教養と見織を/ ・専門

分野以外の多分野の巾広い知識と応用できる

能力を/ ・デザインについて討言義出来る素養

を / ・素材、施工法等長、短所の把握を/ ・問

題解決のための必要なタイミングの掌握と助

言 をＯ ・ 打合せ、協議阪示 ｾ ｰＺｴ頁 等 の Ｕ 出来、関

係者への石信忍整理、保存を/ ・疑問を残さず、

徹底した調査により答えを出す姿勢等 を備え

る必要と共に調整能力を発揮するためには… 。

O コミュ ニケーションの能力 o 他の人々への

共感 0 異なる意見を受け入れられる心 o 共用

することを快〈思う姿勢 0 プロに相応しいや

りとりを確実に出来る態度も必要であり、日々

の研鎖が重要である 。

楠 本 照 男 昭和設計取締役

24 建築 と社 会 ・1993. 12

品丘では、二次元の建築情報が一人歩きし、制面される傾向があ

る。空間体験よりヴィジ、ュアノレシーンが支配する社会ともいえる 。

建築雑誌をにぎわす作品であっても、 実際に現地を訪ねて見ると

一一 自分の力の至らなさもあるがーーなかなか作者の意図が伝わ

ってこないものが多々ある 。少なくとも建築は、実存する 3次元の

空間である 。建築の価値は、その場に立つものにどれだけのインパ

ク卜を与えるかで決まる 。

この「建築の眼」では、私の体験した空間との出会いい、うこ t

で 5つの建築の紹介を試みた。建築創りの手がかりは、その驚き、

感激、発見を再現させたいという思いである 。その意味では、現地・

現場での判断が、スタディー模型にまさることは言うまでもなし、。

建築創りは、いわば中国の芸人の皿まわしの様なものである。最

初は l つの手がかりを E うにか扱える状況から、複数の手がかりを

同時に重ねて構想、できるようになることで、より豊かな空間創造が

できると考えている 。

三 谷 幸 司 大 林 組 本 庖 建 築 設 計 第 三 部 部 長
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清水 斉 竹中工務庖

阿蘇品尚士 東畑建築事務所

・設備部 門一一一一一一吉)11 淳竹中工務庖

富 野 理 文 目建段計

. 施工部門一一一一一一福弁 茂和 大林組

大橋 直也 竹中工務底

小笠原和博 I NAX

甲野 裕之 竹中工務底

( 錦織順不同)

選考委員長 荒 井

: 三三

J 同

とが犬切である。 こ のようなキ ｾｊ ｖ ＺｓＢから選考した。 組み、設計 ・施工に周映させ、竣工後の豊富なデ

清造 部 門/ 今回は、梢元主仁の問題点を認識したう ータを基に計I I ! II意図の実現の検証を行ったもので、

えで、テーマの実現に向けて本人の力誌がl則定て、 その姿勢と力立を喜利回l した。 T 君一太陽電池 と燃

青年技術者選考委員会総評

過去15年では最多数の、各分野を合わせて 33人の ある作品が巡ばれた。

応募をいただき、ありがとうございました。 エ コロジーの発想を原去とし、桃造体の工業化 を

作品は各分野主も、臨募者が日頃の仕事を通して、 めざし、日照 R C造の一方向を示した F 氏。辛子実

青年技術者としての研鎖倒奈さを痛感できるもの に実在況を重ね、 一歩先を目桁 した高強度 コンクリ

て二選考に苦慮しました。 ー トの技術研究に取り組み、成巣をあげて い るK

今回から応募資料を少し仰各化し、手聞の経i成と、 氏。処秒J機能の質を高めるため、効果のR係13剖 ff

より多くの戦域や分野の会長からの応募がしやす まえて、ハイブリッド型のJポ免良装置を実現した

いように考慮しております。 s氏。計画から施工段階に至るまで、 アーチ梁の

また、例年のことです力丈縫， ｾｈ された資料や作品 中に111純 11)1快な桃造美を追求したA 氏。

の E の音1I分に、 E のように取り組まれたか、応 募 いずれも次代に繋がる確かな手応えが感じられる

者の努力や苦労度が明確に表現されていないため、 青年技宇f字音たちである。

惜しくも選に漏れたものもあります。 設備部門/ 31ぷ劇乍品いずれも、それぞれに時代

このような面を考慮し、資料のまとめ方を考えで の要請に正面から取 り組んだ力作である。

提 出 されることを希望します。 y 君一 設備 工Z事jβl の省人 . 省力イ化ヒと 固配己管システムの

設計. 計画部門/ 仔例リ年より札、 litぷ子s募主数も股I峨或も増増}え 高品質化のための2到リpド圧テス 卜装置の閲発の 2 テ

た こ とlは立

の活躍分野野. がますます拡がりをみせている証してで. に目標値を設定し、実行1f l直を基に検証し、後者は

あろう 。 それだけに、多面にわたる審査を必裂と 胞工後の水配管テストの実運転状況の近似 化可 能

したが、 この こ とは、より - }[1の 説明カをもっプ な装世のH日発と し、う品質向上 と省 力化 をテ ー? と

レゼ ンテ ー シヨンが応募者に要求される。 するもので、 Hf.I 発 と実用化 を行ーっている。高齢化

今回の応診は、卒後1昨日肝炎の聞の実績に基づく 社会を迎えたわが国の建設業界の中て対応、を迫ら

ものが多かった。成果の笠; 奮さは当然の こ とでは れている時宜ぞ得た問題に其寄生に取り組んだ好ま

あるが、成果に対する関与のあり方立場、問題 しい作品である 。M君ー者11- 心の放送局言れ菌に当初

の把 え方と対処の仕方、その結果得られたものー

それが自身の将来展望とどう結びつくか、 とL、っ

たこ とを背年技術者像として浮かびあがらせるこ

よ り参画し、特|主上要求される E ρ 場合システムの

多重 化 を図るとともに、省 ｅ ・ ｾ ｉＡＺ カ平準 化 および

空間の多目的利用 ・アメニティ指向などに取り

応募の状況と結果

部門 設 計 ・計画 構造 設 備 施工 言十

応募数 17 7  3  6  33 

入選数 9  4  2  4  19  

料屯池を E . システムに導入したのfヲE施設であり、

自然 E . . 未利用 E . の利川の: ; A 別化に計歯当初よ

り取り組んTご作品で、 その主主凶と現時: は卜分に伝

わる作品であったが、残念ながら、 E 利 用 につ い

て計闘の十指iE' こまで。は主っておらず、 この 点 て 次

ｊ 主と言 ｩ ｆＱ ｩ ｬｬｩ し ｴｾ 。

J..:t. 1-. 、 設filll 古IlI" lの選考委員の一致した意見であり、

前二字; を、次代制且う背年技桝ーとして選考ーした。

施工部門/ 応; 劇乍品は L 、ずれも力作であったが、

本 人の力量がどの程度活かされたのか、それぞれ

のプロジェクトへの参画度合いがt 、かほどであっ

たのか、ある程当支: titilll] せざるをf専なかった こ とは

否めな L 、。その中で、超高層 R C 造集合住宅の合

理化 を体験した F u君。現場施工の省人 化をめざ

した 0 0 君。タ凶最IJ 離防止工法の開発に努めた O

君。集成材ケ ーフツレH期務造の言十匝lに参画した K o

君。 いずれも、今後の施工昔日門で水平展I井lの 可 能

' 性を事必めて い る点を言何回l した。

第40回青年技術者選考委員会

荒井 消{ 束畑建築事務所常務取締役)

奥田 一夫( 近能地方建設局営繕調査官)

中川 洋一( 安井建築設計事務所常務取締役副所長)

上原 正行( 竹中工務底大阪本底設計部設計部長)

藤田 昌美( 企画設計社取締役)

橘 英三郎( 大阪大学助教授)

徳田 裕英( 束畑建築事務所構造部長)

守屋 堂仁( 新日本設備計画常務取締役)

村本 至( 新日本空調技術部第一部長)

三浦 康夫( 大林組本庖建築工務部長)

水田 匡( 大成建設大阪支底建築部部長)
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指 田 孝 太 郎
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ｪ ｩ ｾ ｩ 終判去を 1982年大阪大学大下院建築r:芋

修 I:;:r;，ft故事了

J! Ili!' 1  982i 1' .  1  1建設計入社

ｦ 断 、 大 阪第 一 設 計 Ｇ Ｗ Ａ 長務所［Ｇｊｴ ｾ ｬ ｊ ＺＺ Ｚ管

fh'. !<t平，jJ平 伏見fj 則合I i !( 本版

ｉＮ ｕ ｾ 合盟問 ｔ ね鴨 ｦ 官 ＱＢ

滋賀銀行本山

側 ヨ ｾ総令貿 易セ ンタ ー
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f，¥r.! Y(f b総合交流七ンター

(仮称) IJ J ' J . システムプラ→丹剥前

. すいせんのニとぱ/ 速松展弘

指田君は、銀行本広から商業施設ま

で、幅広い介野の建築設計に活躍 し

ている。その柔軟な発想力とプロ ジ

ェク卜のスマー卜な帝充Ji ! i 力は、ヰ土内

外においても評価が高い。新しいタ

イプの設詐者として、今後の活躍が

大いに期待される。

- 青年技都清のこと (i

世紀末の時代に入って、バブルの終

駕とともに、ものごとは本来どうあ

るべきかという、ものの本質が関わ

れる時代とな った。

ノーマン ・フォスター日く、「人間の

肌合いとの調和を追求した柔和な空

間をつくることこそ、私たち建築家

に与えられた使命。その結果として、

低エネルギーでクリ ーンな、環境に

やさしい建築物をいかにつくるかが、

今世紀に残された建築家最後の課題

であるJ。

自然とのかかわりに注目し、自然の

恩恵を最大限に取り入れ、環境への

幸雄を最小限に抑えた、快適な気持

ちのよい建築をつくることが、時代

の要求であることはまちがいない。

この時代の潮流の中にあ って、建築

をとりまく、複雑多岐にわたる諸条

件にもがき苦しみながらも、その土

地の文脈を解き、組み立て、かたち

となる建物は、確かな技術に裏打ち

d - れた、素直で、率直で、当たり前

のさらりとしたものでありたい。

ｾ＠

京都テルサ -

" 京都府民総合交流センター( 仮称)

( 仮称) 目立システムプラザ関 西
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川 合 智 明

' I，_i l' _} 1  LI 1959$ト9fl 30日

i紙'!-7:J 経 Ｑ ＹＸ Ｔｩ ｉ Ｇ ｊｪ Ｈ 都大 ｾ ｦＮ ｾ 大学 ｆ え ｲＧ ＧｪｦＺ ｰｬｦ 究

草地ｾバ ｬ 創設幌剖事了

Jf，必制限 1984$)三竹'1 '1 務! 占入社、対坂本lR

ｾ￬ｬ 需 ｬ

11-"/11' 品iiJt時 1987
1
1記:j ! r : ライオン通7 ーケード

1987.11'  Be- i ng今竹

1989年LI 脳 級 南 湖IJ 館

1992{1'- Y H P神戸弘治l庁、 Y HP

刑 判 Ｈｦ，ｾ， fglI可能It m合神戸体行館

1993.11武有小出円“' *%，，:;草!

受 賞 1985
1
1'- ，: Mi : ライオン J且アー ケー

ド;nt，1i"l船主lhi低所J l :

1987
1
1・愛知県新文化会館設計競

技 険 地110 第一段附人選

1992年 " *-'Hi i 低携先端IJも業所' J l :

( YI-IP相Ilf f1ll ; 均約

1993.11' - f1FYA神戸93J IAA賞

- すいせんのニとぱ/ 井上正哉

彼の主要作品の多くは、言宣言十コンべ

によ って勝ち得たもので、卓越した

矯成力と斬新なデザインが、社会主

とともに評価されたものと思います。

空間づくりからディテールに至るま

で、手を抜かずデザインする徽密さ

には敬服しています。今後の活躍が

大いに楽しみな青年です。

- 青年技符渚のことば

これまて私は、 優れた技術諸に支え

られたF必監の中で、技術を先鋭化す

る方向の設計を心懸けてきた。一方

では、伝奇効力建築に関連した仕事を

通して、 日本的空間や自然観につい

て考える機会にも恵まれた。これら

の異なる指向性が相互に作用し、空

間として結実することを常に望んで

いるが、未だ自由自在とはいかない。

本来、建築家は、技術を知悉し、歴

史をふまえた新しい世界観の創造の

担い手でーあったと思う 。技術と歴史

に対して不断の関心をもつ ことによ

って、 日本建築の精神が、空間にj幸

み出るようなイ乍品をイ乍っていきたい。

建築をつくることによ って社会とか

かわっていくからには、社会へ何を

投げかけるのか、見極める必要があ

る。 自己表現や、新奇性よりも、社

会への素直な貢献をまず考えること

としたい。建築には、建築家の人格

が宿るものであるから、建築の本質

を追求することは自らの生き方を問

うことにほかならないと ，思う 。

Y HP神戸事 業所

B e - i ng 今 竹 高松ライオン通アーケード 日経大阪南港別館
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大 島 弘 費

II 年 月 II 1957if. IO月18日

最 終 学 際 1981年名古屋:工業大学i 宇部地

事ｾＭＧｪＨ 斜 卒ー先鋭金賞受賞 昨ＤｩＧｬｬｴＩ Ｍ

j 長 ｾ＠ 1981.!j o安井建築設計事務所入社

名古屋事務所設計部

作品経朕 浜松市消防本部 ・中消防君主合

同庁舎

刈谷市中央図性館

箱根山荘

d作k市立'1' 央!i i n' f館

神戸町立 ｾｒＡ［ 館 Ｈｻ 反材、Ｉ

勤労者97レツンユセンター( 仮品: )

1981有f荻須記念館j 公開娃築設計続投入選

1983有f岐阜 ・操邸J岐阜市都市長建築1 ¥入賞

1986.!j ' Hi i ; 見市総合体育館」 中部建築 rt 入賞

Ｑ ＹＹＱＱｮｾｉｊ 谷 市中 央図 ｬｦ 舘 ｪ 童相 ＱＱＱ｜ 怯適空間賞入賞

. すいせんのことば/，J 、宮三辰

専門分化された手邸蔵事務所にあって、

常に全体を見通すことのできる優れ

た統合力と↑ 競舟性をもっている。

企画から竣工に至るまで、正面から

とりく仁姿勢と、ゆきとどいた気配

りから生まれる建築空間とディテー

ルは、強靭さと温かさをあわせもつ

確かなものである。

- 青年技術者のことば

建築が都市の主役である時代は終わ

ったと言われて久しい。 コンヒ.ユー

ターに象徴される電子情報回路や、

車を代表とするマシンの流通経路が

高度な錯綜衛宣をなして、さまさ' ま

に情報化された商品が無限大の交信

をなしている状態が都市の現実とな

っている。富の偏在が極度の貧困と

憎しみを生み出す。距離は問題では

ない。都市を規定する事完或性は視覚

的に認犠できなくなっている。

しかし、人が感性の大部分を投覚に

よっていることは、 R則象産業の急成

長が雄弁に物語っている。問題は、

「如何ように在るかj ということだ。

人身が，替在的に求めている「かた

ち ・ありょう・場」をどう顕在化す

るのカ¥建築を含めた「ものj を創

りだす人々に求められていることで

はなかろうヵ、

それは、 I C基盤や C Gをファサー

ドに張ることではなく、かつアナク

ロ的ではない別の何かを発見するこ

とであると考えている。

ｨｾ＠

樹艮山荘 刈谷市中央図書館

神戸町立図書館( 仮称)
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北 森 一 弘

什! I ' .) .IIJ 1昭和34>1三 1 月2311

Ｇ ｨｩＪｾｖｲＢＺ 際ｬｉｩｻ ｦＱＱＶ 的Ｚ福 ＩＱ Ｇ 大学大芋院 ｦｬ ￭［士課

離主築学専攻修了

戦 L早 II{{.布16( ) i f . 柳川H設計入社

業 側j民 地I問 問 味 } 硝.101...0.品

弁 期 限lii jJ時He. .[虫色昨 ♂l喋

OR C200 3111バfi

なんItlL4山J ヒツレ

I::J 妙di 三地官i ' 1ゆ社ピノレ

Ji，bj，! u警察本剖IITI守及び文化施設

ＹＳ Ｑ ド ｉｾＩ 本町総合ぬ設プロポーザルコンペ

/1 11印刷J i 4' filiii 7 ' ロポーザルコンペ

" 只W!U#I I町役場プ ロポーザルコンペ

- すいせんのことば/ 伊藤敬祐

建築の言宣言十王豆念が確かで、創作プロ

セスの思考 ・アイデアが柔軟かつ豊

かである。設計の力量は建築主から

も高いE判面をいただいている。

情報化、 CAD化の推進、コミュ二ケ

ーションの活主化等、 E宣言十活動の新

しい環境づくりや、設計チ ムの育

成にも貢献している。

- 青年技術者のことば

建築は、都市で生活する者にとって、

なくてはならない“ 環境" の一部で

す。それぞれ償金を持った建築が集

まって、都市を形成しています。街

のシンボルとしての建築、社会的機

能を負った建築など、設計者はその

意味を鰐売し、一つの空間にまとめ

ていきます。そして建築は、それ自

身の意味に加え、都市の文脈に呼応

することで、街との- - j ; 宇化が可能と

なるのだと思います。

都市の主役は人間です。その人間を

疎外するような建築では図ります。

人にやさしい建築、言い換えれば、

都市の環境形成に役立つ建築である

ことが必要だと考えます。

パフ' ル経済が崩援し、新たな世紀を

迎えようとする現在、都市の再構築

には絶好のときかもしれません。 も

う一度、都市の文脈を読み直し、よ

り良い“ 環境" の創造に少しでも貢

献することが、私の当面の課題てす。

大阪市環境事業局鶴見工場

兵庫県警察本部庁舎
熊取町総合体育館
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2高 原1 : & -

l' 也、 l' 勾リ J 匡ヨーー圃

生年月 日 1961i l三8丹S rI

Ji説 中 継 1987
i
l'京間Lぽ 掛 1.大学大学院

E笠 間f郊 拙即応d噂 J文修了

業務経略 1987.年{悌徳岡呂克建築設計事務

所入J;}I"

{名目経l盛 大阪市立天王寺Jd.胸虫1"1'刈"1

判l白プラザ4妨 公|胡

受 賞

.i!!鉄ハーツ 近間スト 7 '  JiJ II r. s  

ザ ・ウエストピル仰た占帯館

大i坂/(' 1立今宮IfG等学校

宇"' ) ［ＱＱ ＢＱ ＮＱ ル ｴｶｊ ＧＢＧ ￬Ｇｾ校

k 阪，1;立.k'i'JIIl'主制l附胤随物l制研究棟

太阪，1;]): 尚等学校七ミナーハウス

「天王寺動物l判中 央門J 第241ul SDA  'ft 

シンポル剖11"1入選

1993
1
1'  8  n  INT ERN A TION AL  F O 

RU M  OF  YOUNG A RCI TECT S' 93 

K OBE<(F. r，i昆従述i PJJ 也医における再開

発縫' 奈〉事V/ ; 市長賞受賞 (Team C- 2共闘}

. すいせんのことば/ 徳岡昌克

自分の培ってきたもの、先人から受

け継いだものを後世に動及、発展さ

せようとする能力と意欲を認め、青

年技術者として後薦することにした。

. 青年技術者のことば

建築をとりまく環境はますます多様

化、複雑化すると思われます。それ

故、建築に携わる者はたゆまない自

己研鎖と同時に、物創りに対する倫

E里啓の確立に努めねば、社会から取

り残されるに違いありません。

民新¥が変化し、そのf耐直線が移りゆ

く中においても、建築が知性と J欝|全

の結晶体であることに変わりはな

く、技術や欝見方法力進化しても、

建築を人が使い人が創る限り、私た

ち意匠系技術者にとっては人の心を

読み、思いを具3見化する技術、様々

な能力を結集し、ハーモニーを奏で

る技術を身につけることが必要と考

えます。 また、時流を読む能力と、

それを越える力を養い、真のニーズ

に応えていかねばなりません。建築

や都市創りに携わる者の社会的地位

の向上は、それらを創ることによっ

てのみ達成し得るものでしょう 。

その環境創りとしての社会，舌動にも

力を，主ぎながら、専門技祢渚である

だけでなく、常識と教養を備えた社

会人として、伝統文化を勧) l xし、長

〈愛される建築創りを目指してゆき

たいと思います。

a圏轟轟

大阪市立天王寺動物園中央門

芦屋に建つゲストハウス |ザ ・ウエストピル

|宿院壱番館

近鉄八一ツ・近商ストア ・

玉川庖

大阪市立大学理学部附属

植物園研究棟
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. すいせんのことば/ 小)11芳弘

人と建築の在り方を真剣に考えてお

り、いたずらに手先の器用さに陥る

ことなく、自介の内で消化 ・吸収し、

開花8 せようとしている。

建築に対し真正面から挑む主主度には

好感が持てるし、今後とも自己研鎖

をつんで、独創的な設計を展開して

くれることを期待している。

福崎東洋コJ レフ倶楽部

1993 

高知新阪急ホテル新館

1991  

- 青年技稀1者のことぱ

ヨシフ ，- v プ1¥- ' .'

「居心地のよい空間」づくりという

ことを常に念芝買において仕事するよ

う'L- l 卦けている。

人間のまわりにある自然物や人工物

のすべてが、建築の構成要素である

と考えており、それらすべてかｾ築
コ〆 7 オータプルに

という行為の中で「居心地よく」人

イマジネーシヨ J

間の五感と想像力という第六感を

楽しませてくれるよう願っている。

コ::，. 7  " ー タ プ ル

「居心地がよい」ということは、単

に肉体的、精神的に安楽な空間をつ

くるということではなく、それは、

用途や条件 ・場所 ・時代等によって

様喝なとらえ方ができると思う 。現

代においては、華埠化できる機能を

全うしただけでは足りない建築の生

命 ・心といったものが強〈求められ

ており、それらを設計の過程で充実

してゆくことが肝要であると考え

ている。

美術や音楽 ・スポーツなどと同様に、

建築もまた、人間生活を楽しく豊か

にするものとして把え、より多くの

コ> 7 す ー タ プ ル α

「居心地のよい空間J を社会に提供

してゆけるよう願っている。
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竹 田 芳 之

' I，Sf. f1 11 1957i1' .12丹24 11

ＱＱｾ 終 ・日夜 Jj( r.! . I:::l 滋睦II t J ど位大判完

ｌｚ 判 ｩｊｦＧｪ 削修 ｉＺｾ 日制基 ｦ

Ji  1M 1982
i
f 久米il.Q' ，1j人社

fi 叫J品'TJ I需と受賞

ｦＮＡｦｽｉ｛ ｾｦｬｩ ‘合

ｾＮ［［ ［＠ I 火災Wkti 本社ピル

1991'1 串1い1).: 匝植民l Ultlll 大阪府}

Ｑ ＹＹ Ｑ ＧＱ 出 ＲＲＱＱＱＱ ｴＡ軍拘仁 ｭｾ 寸るｕ＼ｬ ｴ 施 ，，ＱｉＧ｜ＧｐＨｫＮ 駈， Ｑ け

Jム1.:， ｲｬｩ Ｇ ｢ＮＧｦＡＮＧ ｾｴｬ ＱＢスポーツ七ンター

新 ク レセントピ ノレ

Ｍ ＱＹＹＲＧＱ 抗 Ｗｉｵｬ［［ｾｬｬｬｾ 宅イント杭 {神 / i l !i)

ｲＮ ｾｕｲｬｪ＠ "/: 訂作が li:
'
トF校

Ｑ ＹＹＳＧ ＱＭＱ川公 ｜ＧｲＺ ￯Ｚ 校施 ＮＺｬ ［ｾ 影Ｎ $( . f ' { 純」協会協全世

( i (市ij打文教施」部. (u) k. f.d匝，.1: 111全}

. すいせんのことぱ/ 名執静男

彼の持ち味の一つは、建築に求めら

れるE都里的fJ l 百処の確かさにある。こ

のことは、彼の設計に対する真撃な

態度と、生来の真面白な性格に由来

するものであると考えられるが、反

面、ややもすると、理詰めな手法が

先行し、若々しい遊び心が、もっと

ほしいと思うこともある。

- 青年技術者のことば

建築の設計という行為は、不断の意

志決定の積み重ねて・あるといえよ

う。同ーの与条件て・あっても解答は

数限りなくあり得る。その中で、言宣

言十者は自身の価値基準に照らして最

良と考えるものを提示することにな

る。そこに限度付きの自由と、倍す

る責任の重さを自覚しないではいら

れない。

単体の建築においても、都市 ・地域

とのかかわりからディテールのあり

方まで、あるいは社会 ・経済活動力、

ら個人の行為まで、関連する事興或は

広〈、多機であり、実現化するため

には多くの人間の闘動を必要とする。

そういった関保全の中て官器官者とし

ての自分が常に追い求めているもの、

また求められているものは全体を統

合するに足る骨太の構想、言い換え

ればグランドデザインとしての物の

在り方の提起にあるように思う 。そ

れは硬直的なものて・あっ てはならず、

検々な、時に相反する要求を吸収可

能な柔らかなシステムである必要が

あろう 。それは同時に、部分の多様

な展開を保E正するものでありたい。

新クレセントピj レ

名張市立百合が圧小学較
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- すいせんのニと (i / 浅野 誠

関係者の多い主敏量なプロジェク卜の

推進に携わってきた河端君は、各方

面からの信頼も厚〈、肌理の細かい

調整能力と抜群の「ねばり j で、こ

れからも彼なくしては進まないと言

われるようなプロジェク卜を積み重

ねてくれることでしょう 。期待して

います。

- 青年技術渚のことば

社会経済情雪匂コ変化とともに、面開

発プロジェク卜はますます複車釘ヒ ・

長期化の桝目を呈している。

街づくりのコンサルテイングは、と

もすれば、その複雑な利害関係の中

に埋没し、受け身的な姿勢に陥りが

ちであるが、諸条件を的確に把握し、

総合的かつ適切な判断と明快な主張

を提示できなければ、関係者のコン

センサスを得ることはできない。

街づくりにかかわる専門分野は多岐

にわたるが、私は、 i夫してその一分

野に特化しようとは想、わない。これ

から発生するであろう新たな分野も

含め、それらをコーディネイ卜し、

街づくり全体をリードする立場にあ

りたいと考える。

そのためには、個身の専門分野の更

なる理解とともに、時代の変化に対

応できる柔軟性と視里子の広さを持ち

続けることカ〈必要であり、そのため

の努力を今後とも続けていきたい、

と私は思う 。

湊町地区

大阪市の中心剖L ミナミの一角に位置する旧国鉄

貨物ヤード跡地を中心とした約 17 .Sha における

新者匹心開発。

既存の交通利便性に加え、新たなS針鼠岡の整備や

高速道路のランプの新設を行うとともに、多機な

都市機能の集積を図り、関西国際空港の開港にあ

わせた「新しいミナミの玄関口」として相応しい

ターミナル拠点地区の整備を推進している。

開発手法としては、土地区画事里事業をベースに、

再開発地区計画制度を併用することとし、容積率

の緩和ととも に、地権者の共同による屋外空間の

整備や良好な都市景観形成に向けた誘導を図ろう

としてL 、る。

また、 J R関西村泉の地下化による連立事業がす

でに始まっているが、その駅部の上空を利用して、

立体道路串| 肢を適用し、高温革路のオフランプと

→本にな った「複合交通センタ ービルj の建設も

貴台ま っている。

コスモスク工ア地区

大阪港における「テクノポート大阪j

計画の→景として、日比州( 南港北地区)

の約 ISOha の区域に国際交易 ・情報交

流・先t紛主術開発等の機能を整備し、

大阪市の西の新者匹心形成を目指す開発。

開発手法としては、基本は公有水面埋

立事業であるが、港湾t似或においては

初めて再開発地区計画を適用した。

ここでは、大阪市と地権者からなる開

発協議会を発足させ、官民共同による

街づくりを推進している。

すでに、イ ンテックス大阪をはじめと

する施設が稼働しているが、 WTCや

ATC等の中核施設が現在建設中であ

り、それらをつな ぐテ'ッキのネ ッ トワ

ークも整備されようとしている。
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. すいせんのことば/ 山田準ー

当プロジェク卜は民間開発では最大

*M見撲であり、全く新しい複合空間

の創造です。数多くの魅力ある街つ'

〈りプロジェクトを経書貴してきた彼

は、今回、交通計画を中心に、関係

者との調整を図りながら、企画立案

を推進しました。

今後が一層i主目される青年技術者で

す。

- 青年技術者のことぱ

ひとつのプロジェク卜を創り込んで

いくときには、その施設の持つ意味

やコンセプ卜を計画推進の共通の拠

りどころとして、常に意識しておく

ことが重要である。例えば今回のプ

ロジェク卜のように、入力注活する

都市の中に新たな集客施設をつくる

場合には、その施設がメポ見模て・かっ

非日常性の強い開発であればあるほ

ど、そのコンセプトを言十画のあらゆ

る面に反映させることが必要とな

る。今回は、特に人と車の流れに関

してその施設の開発コンセプ卜を理

解し、非日常性を体験できるための

ダイナミックな空間構成や演出対応

について、交通計画の面から総合的

に検討し、具体化していくことをめ

さ' した。

このように、施設の持つ意味やコン

セプ卜を理解して、その施設が利用

者や周辺生活者にとってどうあるべ

きかということを、常に問い続ける

ことは、都市づくりに携わる者とし

て、大切な姿努のひとつであると考

えている。

非日常性を体験する都市型大規模集客施設開発における亥通計画

- 福岡ホークスタウン全体構想は、園

内でも有数のスケールを持つ都市型の

超大1見模集客施設の開発であり、その

前提として、以下のような開発コンセ

プ卜が設定されていた。

[街づくりコンセプ卜 ]

J 邑イ シアン

あふれる夢を抱える Asi an が集う、 21

世紀の「ファンタジアJ

. ドームスタジアム

・1也事、アジアの「人H 物J r技術H ↑青

報J が新しく出合う場

・感動と発見がある交，荒の場

. ホテル

・常にドラマチ ックな人身の出会いの

場

・リッチでゆとりのある新しいホスピ

タリティ空間

・複合エンターテイメント施設

・非日常性を持った未来型融合空間

- 参加、 t袴鐙型の文化 ・情報鮪言の場

・ 当プロ ジェク卜の非日常性を重視

した街づくりコ ンセプ卜と各括支コ ン

セプ卜の中の、「出会いH 交流H 融合

空間J 等のキーワードを基本として、

交通計画上の 3 つのテーマを車里した。

[交通計画のテーマ]

①イベン卜を楽しみに来た人に、気持

ち良〈、来て帰ってもらう 。

(スムーズな人と車の流れ)

② ドラマチ ックなアプローチにより 、

非日常的な感動を4根検してもらう 。

( ダイナミ ックな人と車の流れ)

迂渚日市内方伝宣として、周辺I倣或への影

響を少なくする。

( ローインパク卜な人と牽の流れ)

・ι人土のテーマを、当プロ ジェク卜の

規模の大きさ、用途の非日常性、立1也

の都市性から見て、特に重要な視点と

位置づけて、企画立案および実現化を

推進した。

全景( 交通ターミナル、歩行者プロムナー ド、新設歩道橋等)

全体構想完成時の人の流れ (百 l 年l O 月時点)

「一一ー一一一一ー一一一，幹

オープンデYキ( ファンタジー M 12 

: : : : ==:  : : : : : : : . : - : : : : : : : ゴ 路

駐車場 交通ターミナル

全体構想完成時の断面構成

← → 車動線

ｾ・争 歩行者動線

o  50 100 

・園、_.・・・『

e⑮ 

整備された交通ターミナルとダイナミックな構

成の人工テ'ッキ、 大階段

4 車線に改良されて、スムース'な人と車の

流れをつくる外周区画道路
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- すいせんのこと(i / 金，墨正明

コンクリー ト工学を専攻した寡黙な

彼は、 「鉄筋コンク リー卜造による超

高層をJ という構造設計者の一つの

夢を実現した。こ れは次なる夢への

挑戦の第一歩である。

重厚なる人柄と地道な積み重ねに裏

付けされた彼の技術的判断力には、

絶大な信頼が置ける。

- 青年技術者のことば

今日、多岐にわたる介野て咋土会のニ

ーズに答える技術革新がなされる

中、われわれ建築技体渚も真に社会

に貢献できうる技術を開発し、広〈

展開してゆかねばならない責任と使

命があるように思われます。

土木4献EEでは、斜張橋に見られるよ

うに概隼美をその形態に溢憾なく発

揮しているのに対して、建築構造で

はとかく外観という衣に視覚を奪わ

れ見落とされがちでーした。橋信主計

者の一員としては、その衣に技術と

いう灯を照射して、効果的に浮かび

上がらせることが建築に活かすこと

の本意であると考えます。

技術は、無限で終駕がなく、追求し

続けるカ、らこそ、新たな発想、に伴う

車封負と変革があります。その中に浸

り模索し、時には外から凝視し続け

る立場を重んじること力士今後の技

体f者の姿勢であると私は信じます。

この機会に樹市南としての姿勢を再

考することができたことに感謝し、

高層 R Cのみならず、多種多桟な材

事ヰ、手i去を先取り発想、し、貢献して

ゆきたいものです。

I笥強度材料を用いてプレキャスト化した高層 R C造建物の耐震設計

近年、総プロ f NEWRCj の開発等にお まず、高強度材車初〉材草ｾ特性を把握す

いて高強度材本初〉研究が発展、かつ衆 るために、各種の材卒者鵡賞を行い、そ

目を集めている。 またI也捕景境を保護 の結果に基づいて弾性係数、強度、変

するための木材型枠の不使用による省 形特性、許容応力度、ヤング係数比等

資源化、および施工システムにおける について決定し、解析および断面設計

省力化は、今日では附t の要求とされ に使用する。 また、高強度材料を用い

ている。 た部材の耐力式には、 f NEWRCj の研

今回、私は、大林組が高層 R C造にお 究成果による各1岩是案式を十分検討の

いて開発した高強度コンクリー卜と高 上、設計式に適用する。

強度鉄筋を組み合わせたプレキャス卜

化工法を採用した高層共同イさ宅の構造

設計を担当した。

・億造計画

高槻土室中高層イさ宅 B H棟は、地よ20

階の高層 R C造の共同住宅である。適

材適所の合王里的な』巨体の構築を実現す

るために、次の+ 動産計画を行った。

プレキャス卜化工法を採用し、柱 Ｍｾ断

面を基準階て骨克ーするために、柱と梁

のコンクリー卜強度を使い分けて、柱

に設計基準強度が600kgf /cm' までの

高強度コンクリ ー卜 と、柱梁の主筋に

S0490 (責見絡最小聞大点σy= 5000kgf /

c m') の高強度鉄筋を使用した。

この結果、短体の約85%をプレキャス

ト化した合王里化工法が実現できた。

・耐震設計

(1) 耐震設計方針

而構詰十方針として、立体非線形解析

モデルを用いて、明快な崩1衷形 ( 梁の

曲11下街犬先行型) を保証することを目

一次設計では、レベル |応答層せん断

力を包絡する設計用層せん断力に対し、

すべての部材か商犬しないように許容

応力度設計する。二次設計では、降伏

機構保証変形時( 静的非線形骨平析にお

ける最大層間変形角が 1/ 75の時) に、 高槻土室中高層住宅 B H棟

梁の曲け降伏先行を保証するために、 より、柱断面を 85cmX 85cm、大梁断面

寄贈率を設定し、直交執力を考慮した を50c mX 80cmに統一し、ブレキャス

柱の終局幽111宣言十、柱 ・梁 ・壁の終局 卜化工法上も施工が容易な配筋に設計

せん断設計を行う 。さらに、建物全体 することが出来た。

から音附レベルに至るまでの地震時に (3) 動的解析と耐震安全性の検討

おける挙動を詳細に把握するために、 まず、静的解析の層せん断力一層間変

質点系モデルと立体骨申且モデルの双方 位関係を Tri - Li near 型にモデル化し、

を用いて、弾製Ｇ出也腐ｾ答解析を行い、 レベル| 、レベル 2 のせん断裂多質点

建物の而曜安全性を確認する。 系弾費出制震応答解析を行った後に、

(2) 静的解析と断面算定 静的解析と同じ立体骨粗モデルを用い

応力関爪こは、当社開発の立体酎鵬 て、レベル 2の 立 体 骨 組 組'1百出嚢応、

析プログラム f OREAM- 30j を用いて、 答解析を行った。 レベル 2応答時にお

立体非線形解析を行った。なお、各部 いて、最大層問変形角は 1/ 106.. 層の最

材のモデル化については、+ 報室実験と 大聖性率は 1. 38、部材の最大塑性率は

応力解析モデルによる解相直を比較し 1. 58であり、静的開斤における断犬機

た結果、開斤モデルは実験とよく対応 構保証変形時の応力以下であり、十分

していることから、部材モデ川ヒの妥 な而榎安全性を有すると判断した。

当性を硲認している。 このような立体弾塑性解析による検討

は、 偏心 ・直交効果等をすべて含んだ

詳細な検討カ〈行えるため、計算機の処

理能力の発達とともに、今後も広く使

用されてい くと考える。

. 3階以上大梁

ハ 7 プレキャスト鉄筋コンクリ 卜部材

一一スラプ下唱力、り猿下端までプレキャス卜ft .

ただし. ，.  2階大梁は現均 ITちR C遍::-r，竺

・1 階小梁 ｟ ｾ＠ L. J  

ハーフプレキャスト ｾ｜＠

鉄筋コンクリート部材 ｜ ｾ＠ ¥ 

ーースラプ下端から提下端 ¥九¥

までプレキャスH ヒ ¥司}
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梶山 毅
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ｻ必 ｾＧ￯ＡＧｾ ，ｾ II!Ul158' 1'- LI 本大学J ' l 1!.X' 下部建築

7.:f' f卒業

対 掛 川 II!HlI58<i'{WiJ1Ji断l仏社、耐え側f

究 ｊｾ 柏町必中村 ｬ 研究 Ｒ 主

日 ｦＧＱ 浅手ｾｾ

i " r . f >T! コンクリートの基礎およびJ必

川研究に ｬ［ｾ Ｇｉ ＾ するととむに、Ｇￆ ｉ

・ Ｑ＾ における品開伊峰崎に ｪｪｾ わる

Ｎ ｊ 也卜述 ｍｩＢ ， ｾ li1，( こITIl' るコンクリートの町f

ft 

ソイル占tyrlLll 1I め"，tの，じ; 材';1 き肱き l干去の

研究

場所才l 叶'/CO)f/r:Ji(i:l!!:J1ll l 法の!神He研究

・11113強度コンクリートの，'nW'i C施 l 牲に| 則す

る Ｇｫ Ｚｊ＾ｾ 日 ｦ 究

.  All.:'，'jl ，刊RCi i l における r':.'jl).卸!t. コンクリート

の 品ＧｩＧｴＧｩｾｊＱ ｉ ＡＮｴこｼ則する由 ｦＧｪ￪

.  CF T I. Y/iil に適111するコンクリートの研究

Ｎ お ｉＱＷｊｦ 創立コンクリートのＺＮｫＱｔｬ化 の ＩＮ［Ｎｾ牧師 ｦ 先

.  ，ＧＺＺｾｦＮｬＡｉＧ ｉｊ コンクリートの つ ｌ 験研究

. すいせんのことぱ/ 松谷輝雄

建物捗見模の増大傾向に併せ、材仰〉

高強度イヒが顕著である。鋼材と異な

り、コンクリー卜は過酷に変化する

環境のもとで製造打設する。高強度

コンクリー卜の品質管理の難しさ

が、そこにある。

梶山君は、実績を重ねるごとに創意

工夫し、事業所との連携を強め、超

高層 R Cの官里手法の向上を図って

きた。

- 青年技符f者のことば

コンクリートは、セメント、水、帝国

骨材およひ祖骨材からなる複合材料

であり、その品質は名ｾｾＧ皆で多くの

変動要因に左右される。 これらの変

動を最小限に押さえるために、それ

ぞれのｾｾ皆で自動化や ｏａ 化が進み

つつある。 しかし、コンクリー卜は、

他の建設材料に比べ、人的要因によ

る変動を受ける確率が最も高〈、コ

ンクリー卜の品質はこの業務に携わ

る人身の技術と努力に左右されるこ

とが多い。 コンクリー卜工学力常 識

工学であるといわれる所以である。

コンクリート技祢諸にとって最も大

切なことは、コンクリ ー卜 への愛着

と、常に自ら触れ、その| 生能を確認

すること、すなわちE監命と実践の積

み重ねて' あると考えている。

高昂質・高強度コンクリートの開発と実用化

コンクリー卜の高強度化は、 1980年代 「コンクリ ー卜 の品質の良否は製造時

初頭からブームとなった超高層 R C造 にほぼ決まってしまう J というもので

建物の建設を契機として始まり、設計 あり、特にコンクリート製造時に細骨

基準強度480kgf/cm' までの現場打ち 材の表面水率を| パッチこ・とに赤外線

高強度コンクリ ー卜 が実用化された。 水分言十を用いて自動計測し、品質の安

その後、良質な高性能 A E 減水剤やシ 定化を図った。

リカフューム、高炉スラク微粉末など 3棟自の札幌市首穂中央第 3 東地区第

の超微粉末混和材の適用技術の開発に 一種市街地再開発事業超高層棟の寒冷

より、コンクリ ート をより高強度化す

ることが可能になってきた。

また、高性能 A E 減水剤などの化学; 昆

和剤と超微粉末混和材を併用した高流

動コンクリー 卜は、材料分青白磁創生を

確保しつつ流動全を向よさせたもので

あり、近年の建設労使帽の高齢化と不

足に対応する施工の省力化や、高密度

配筋に対して締め固めを行わずに豆板

やジャンカの発生を低i成するなど、高

品質化が図られている。

- 超高層円C 造

鴻; 也組では、超高層 R C造として高見

フローラルタウン七番街 15号練( 竣工

1989年)、 )11 口駅西口第一種市街士也再開

発事業 A 棟( 竣工 1991年) 、そして現

在、 3棟自の札幌市首穂中央第 3 東地

区第一種市街地再開発事業超高層棟

期の高強度コンクリートでは、「構造

体コンクリ ート の強度聞里システム」

という新しい強度笥里手i去を適用した。

これは、実際の構造体コンクリー卜と

同ーの温度条件て養生する、いわゆる

温度追従養生強度て管理を行うもので

あり、部里的かつ経済的な管理手法て'

あふ現在までのところ、機宣体コン

クリートの強度( この場合は、コア強

度) と本シ ステムにおける混度追従養

生強度はよく 一致しており、信頼性の

高い強度宮里手法であること力瀧智、さ

れている。

- 高流動コンクリート

CFT橋室は、鋼管とコンクリー卜の相

互拘束効果により強度と靭性が増大す

る鋼管コンクリ ー ト構造であり、超高

層建物や大空間建物の柱部材へと適用

コンクリー卜は、通常強度レベルに加

え、言語十基準強度630kgf / cm' までの高

強度コンクリー卜を対象として、ブリ

ーデイング、沈下、流動性、材料分離

抵抗性、強度第見特全などの基本的物

性を把握し、実大打設実験によりその

施工性を確認した。 また、低関口率の

内部ダイアフラムを有する鋼管に対し

ては、高炉セメン卜 B種と石灰石微粉

末の 2成分形の高流動コンクリ ー卜 を

適用し、ポンプアップ方式により打設

を行い、良好な知異性を確保すること

ができた。

- 超高強度コンクリート

設計基準強度480kgf / cm' クラスの高

強度コンクリートをさらに高強度イヒし、

設計基準強度 1200kgf / c m'クラスの超

高強度コンクリー卜の実用化に関して、

一連の実験研究を実施した。

建設省では、平成元年から 5 カ年計画

で圧縮強度 1200kgf /cm' までの超高強

度コンクリートを文操として、これに

見合う降伏強度の鉄筋の開発、構造 ・

施工技術の開発などを目的とした総プ

ロ「ニュー R CJ が実施された。本研

究は、このプロジェク卜と呼応し、超

( 竣工予定 1995年) を建設中である。 される。CFT 概宣でl諮問管とコンクリ 高強度コンクリー卜の基本的糊全押月

ここでは、まず高強度コンクリー 卜の ー卜の一体化が必与朝、可欠であるが、 のための基礎データの蓄積、+ 鉛筆体コ

使用材礼調合およひ1畠度第見特全や 鋼管内への コンクリ ー卜の確実な部員 ンクリ ー卜 としての品質、その施工性

凍結融開' s : 捌全などの基本物性を把握 技術が未開発て' あったため、普及率は などを検討することを目的として実施

し、実大部材実験を繰り返し行い、実 低〈、その開発が望まれていた。本研 したものでるあり、実大4鶏疑部材ではあ

臨周合を決定した。 究では、流動| 全および分離尉加企lこ優 るが十分に施工可能であることか弔底意

超高層 R C造建物に適用した高強度コ れた充績コンクリー卜を開発し、さら されている。

ンク リー卜における品質宮里の概念は、 にその用量工法の開発を行った。想自主

⑧雇ｾ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ＮＮ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ，ＧＮ， ，'，，- ζ 画む

Fc420kgf! cm'  W /  C  =43% Fc，120kgf! cm'  W /  C  =36%  

A E減水剤+ 高性能減水剤 高性能A E減水剤

ベース 12cm一流動化後18cm 1苛卸し時スランプl&m

高見フローラルタウン15号棟 )11 口駅西口再開発 A 棟

日 450kgf /cl11' W /  C  =37%  

，ll; tHigA  E減水押l

向朗JLI 昨スランプ21cI11

苗穂中央再開発超高層棟

事陣造体コンクリートの強度

管理システム

新横浜伊藤ビJ レ

|  

低関口率のダイアフラム

下部の充填状況

鋼管下部からのポンフヲ

ッフ

スランプアロー65cn

高流動コンクリート

圧縮強度 1200kgf/cm' New R C 構造実験用試験

般のレディーミクストコンクリ一 体の打設

トI:lMで製造

シリカフューム+ 向性能AE減水剤

( 水量12合材比20%) / ' 一一一一一一一ー¥

( 箇箇由自 )
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198411敬術研究，; f !
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ｩ ＧＮ な Ｑｨ Ｇ ｮ
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.  ｟［Ｚ ｾ ｾｴＱ ｊＴￇ ｲ，ｾホテル

・ライオンスプラザ仲畑l

' Il、1.: ，インテス

.)ム1.:，本J曲アーケード

.  ＱＱ Ｔ＼相公会本 ｦ 、 ｊ ，ｾＧｦ Ｇｈ 士会

. エピデンピル

ＧＱＱＱ 防止 ＺＧＨｪ 叶ＩＧ￬Ｇ ｆｾ ＮＱ車

・比if nJ I大 河h山総併.n哨lJ! 官

古文，fri.<

• I  ｾ＠ :1附ill 物の 'jl)tri.lt 'l J l ! ! ; . ( i ) が符刊状の研究

l  トh，f，f! diwlll こアクテ ィ7"j l;I刷機怖をイIす

る3i XJ t : 紛糾、システム

- すいせんのニとぱ/ 寺井信夫

清水君は豊力、な創造性と確かな技術

力を基盤として、神長室技術者として

の枠にとらわれない幅広い活動を行

い、実績をあげている。特に「構造

技術によるデザインの高度化j を意

識した作品の創出により、新しい建

築空間の実現をめぎしている。

- 青年技術者のことぱ

昨年、機会があってハンカ' リーの首

都ブダペストを訪問することができ

た。そのブダベストのj苛を流れるド

ナウ河に、観光名所としても名高い

くさり橋という鉄骨造の吊り橋が架

かっている。この橋は、 ゆ世紀半ば

にイギリスのエンジニアによって設:

計されたものである。吊り材として、

名前のごとく鉄骨プレートで綴られ

た鎖が用いられている。そこにはす

ばらしい造形力やディテエールカが

感じられ、現在のエンジニアが忘れ

かけているエンジニアの一面を見る

思いがした。

近年は構造材料の高強度化やコンビ

ュータ ーの普及による解析技術の高

度化が進み、エンジニアは専門化し、

それぞれの妓術に対する実既設の深度

を深めている。 しかし、高度化 ・専

門化するがために、造形やディテエ

ールに対する感性が弱まるようであ

ってはならない。幸丸ような造形やデ

イテエールへのこだわりが新たな技

術を生むと、私は考えている。

上下方向振動にアクティブ制御機構を有する 3次元免震床システム

広島インテスは、地方中核都市におけ 用空釣てネによって支ｾｾされており、 Gal相支とした。図 3 に示すように、ア

る中規模インテリジヱン卜ヒ・ルのプロ 建物本体床と上下免震床には振動セン クティブ制御によって共振振動数にお

トタイプとして、高度な情報化社会に サーが設置されている。システムは、 ける伝達率を 1/ 2程度に抑えるスカイ

対応できるアメニティーあるオフィス 地中に埋設された地震計のトリガーレ フックタ・ンノ Tー効果( 減衰定数 10 0 %

をめ5 して建設された。 ベルを基準に起動し、上下振動センサ 租支) が得られ、 1 Hz 比ι上の振動量城

そのー要素として、 14階建の全階に 22 ーからの振動情報をもとに、免震床の 分に対して増幅しない免震性能が得ら

mスパンを採用し、開放的な空間の創

造を行っている。反面、地震時におけ

る22mスパン梁上の上下振動は大き

く増幅される。そのため、 9 階の 22m

スパン中央に設けられたコンビュータ

一室の機器への地崩辰動低減を目的と

して、 3次元免震床の開発を行った。

写真 1に 3次元免震床設置状況を示す。

. 3 次元免震床システムの概要

図 1 に示すように、この免震床は水平

2 方向の振動をパッシプに免震する部

分と、その上部に設けた上下方向の振

動をアクティブに免震する部分からな

る 3 次元免寝床システムである。

水平免震床は、ポールベアリングを主

体とした移動支承と、水平免震装置作

動時の復元性能を与えるコイルパネ、

減衰機構を与える粉| 全体ダンノ f ーによ

って構成されている。

上下免震床は、図 2 に示すように、ア

振動を打ち消すアクティブ制御を行う 。

アクチュエーター用空気パネはスカイ

フックタe ンパー効果を、タ' ンパー用空

気パネは疑似的にスカ イフ ックタ' ンパ

ー効果を生みだし、空釣てネの附尉全

能を維持しながら、固有1辰動をダイレ

クトに制御する。 タ' ンパ一周空気パネ

はアクチユエータ一周空気パネの制御

力の低減を目的としており、予備実験

結果をもとに 1 3 %程度の減衰効果を

発縛するように設定した。 このほか、

上下免震床には、水平レベルを 0 . 5mm

以内に高樹寺するセルフレペリング機能、

ローリ ングを拘束するガイドローラー、

ス トッパ一等を設けている。

- 上下免震装置の性能確認試験

と結果

上下免震装置の性能確認を目的とした

ｏｾｉｏｈｺ ノてンド幅のホワイ卜ノイズ加

振試験を実施した。力的辰は上下方向の

れている。

- 今後の展開

21世紀を目前にした情報社会では、コ

ンヒ.ユーターへの依存度がより増大し、

防災時におけるそれらの機能市街寺への

対応が要求されている。特に鮒主化・

長スパン化が進む建物て・は、上下振動

への自E慮、は諒十における重要な要素と

なっている。今回開発した 3次元免震

床はそれらに非常に有用であり、適用

を推進していきたいと考えている。

- おわりに

免震 ・時IJ i 辰装置、開閉屋根等の動く建

築への要求が高まり、建築に機械的要

素が取り込まれている。これらは安全

性や機能からの要求であるが、建築と

してそれらを成立さすためには、高度

な技術の開発と同時に、それによって

建築の質を高める意識を持たなければ

クチユエータ一周空気パネとダンノ Tー みを対象にし、加振レベルは最大値50 ならないと考えている。

支承部 フレーム
支承部

平面図

図 1 3 次元 免震床システム( 単位 111m)

写真 1 3 次元免震床設置状 況

④ ⑤  

巴ヱ

@ ⑤  

φ  f 上下免震床面 ? φ 川

県 明 開時 思J L蜘 酬 明:iH

ゐ ｾ 品図 |③ | ゐ

①アタチュエータ一周笠宮い才、

②ダンパ一周空気パネ

図 2 上下免震装置

時

唱2

MC 

10 

もミ 4  

(1j1位 111m)

③ダンパ一周補助タンク

⑥水平レベルセンサー

⑤ガイドローラー&ストッパー

一一一 無制卸

一一一・ タンパーシステム

ダンパーシステム

+  

アクチュエ ター

システム

振動数 (Hz)

図 3 加速度の伝達 関数( 免震床 上/ 振動台上)
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今回の大屋根の設計では、菱形断面を

した一般鉄骨によるキール梁の鋭 c<と、

ノf イフとポールジョイントとからなる

システムトラスによる屋根部分の柔ら

かさを組み合わせることによって、開

放的な空間をつくることが出来たと思

つ。

その反面、キール梁と立体卜ラスの製

作および施工精度の違いを、両者の取

り合いのテf イテールでどう加里し阪収

するかという課題カ注まれた。 しかし、

本工事て・はキール梁の施工精度が良か

ったため、建方においてはキール梁と

トラスの取り合いには大きな問題は生

じなかったが、課題が解決されたわけ

ではない。今後より良いディテールお

よび施工方法を考えていきたい。

広島広域公園陸上競技場メインスタンド大屋根の構造設計

論に基づく座屈解析プログラムによっ

て座屈荷重倍率と座屈モードを求め、

座屈に対しても安全であることを確認

した。

キール梁は 19ブロックに分割し、各ブ

ロックごとにI也組みし、両側の足元か

ら順ニ対Eみ立てを行い、全体のアーチ

を形成した。立体卜ラスは、キール梁

の施工完了後、全面にステージを組み、

中央から両側に順次組み立てた。

- 結び

- 大屋根の施工

てＧｾ呈することができた 。 図 Ｓ にキー

ル梁の使用材料と断面詳細を示す。

屋根面は立体卜ラスと膜とで構成する

骨粗葉概宣とした。立体卜ラスは、成

2. 2m、グリッド 3. 6X3 .6 mで、弦材に

パイフ、節点にポールジョイントを用

いたシステムトラスとした。

キール梁の両端は直接基礎で支持し、

風圧時においても基礎に浮き上がりを

生じないようにした。 また、アーチ構

造によるスラストは、両端の基礎を R

C 造のテンションノてーにて従医里した。

屋根函の立体トラスは、 図 4 に示す通

り水上部介はキーJ レ梁で支持し、水下

部分は卜ラスから組み降ろした支承部

( 20力所) をメインスタンドで支持す

る架構とした。

広島広域公園陸上競技場は、平成 6 年

10月に広島で開かれる第 12回アジア

競技大会のメイン会場として建設され

た建物である。

この競技場は直径237mの真円の平面

育長をもち、メインスタンドとノてックス

タンドから構成され、収容人員は約 5

万人である。 メインスタンドは地上 5

階建の鉄骨鉄筋コンクリー卜造で、ス

タンドの上部に「未来のかけ僑J を象

徴したビッグアーチ( キール梁) が架

かっているのが、この施設の大きな特

{数て・ある。 このヒ.ツグアーチとスタン

ドの外周の問には、立体 卜ラスと透明

感あふれる膜材料を使った大屋根がス

タンドを覆っている。(図 1、写真 1)  

- 大屋根の設計

大屋根の情豊解析は、キール梁と立体

卜ラスからなる全体モデルを作成し、

立体応力開庁を行った。

屋根菌を構成する立体卜ラスがスタン

ド躯体で支持されているため、支点の

境界条件として各方向に強制変形を与

え、各部材の言宣言十を行った。 また、風

荷重に対しては風洞実験を行い、実験

の結果を参考にして風力係数を定めた。

風力係数の最大は、吹き上げ時に 1. 3..

吹き下げ時に 1.0であり、各部材の最

大応力も風荷重時て・あった。

キ- ) レ梁の角平析にあたっては、弾性玉里

- 大屋根の僑造計画

メインスタンドを覆う大屋根は、キー

ル梁と呼ばれる鉄骨アーチと、システ

ム トラスを用いた立体トラスからなる

鉄骨構造とした。図 2 に大屋根の骨粗

を示す。

キール梁の規模は、スノ f ンが約 185m、

半径が中弦材で 142. 7m、最高高さ G

L  +44. 6mで、底辺2.5 m、高さ 2. 0m

の三角形を上下に組み合わせた菱形断

面をした一般鉄骨によるトラス形式の

アーチ構造とした。上 ・下弦材にはピ

ルドア ップH鋼、中弦材にはロール H

S問、斜材には，誇形童闘をif うことにより、

各自3材の接合はすべて高力ポ)v ト接合

' I，.ii 三Jl II 1抑制13411' .9丹1311

1，抗争' 下肢 II({キ1157. i i ド熊本大ψJ :学部品l ! 築学

料小泉-

;r，:務 l併1 I 11-f1l 57. i 1' { 附延期制奥'1場所入手1

11拍 明 院 ・jぶ! . : ) 広域公険性胤技場

・f) I勢崩ul 総 合 幽JI公i油114>-"'1寺町1

. ぬ惚flh総合体育I! i ' :
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((I i(制イオングルーア材 tヒノレ

)，1;.4>二設;iI

・みな t みらい 21 mじんセンター

.官明I ) ;! I);'I' 央公民自立

- すいせんのことば/ 小林直紀

構造設計者として、計画から施工完

了まて守参画し、その能力を+ 分に発

揮し、実績を重ねている。

その代表作には、広島競技場( 愛称

ヒ' ツグアーチ) がある。阿蘇品君は

大胆さと徹密さを兼ね備え、その能

力を遺憾なく発揮し、うまくまとめ

上げている。

- 青年技祢渚のこと(i

大スパン構造や大空間建築の設計お

よび施工は、建築技術とデザインへ

の挑戦ではないだろうか。

建築技術の進歩により、大空間建築

として空気膜精進、テンション膜構

造、開閉ドームなど、独自性のある

楠き表現か可能になった。 しかし、

大空間建築とはただひたすら大きい

というものではなく、建築と概宣が

一体に融合した空間デザインでなけ

ればならないと考える。 それだけに、

構造設読計十博者の州f御賜捌l凶も楓宣解開4斤による

安全|性企の確認はもちろんのことじ、

組をとど.んな音部E材てで.どう特惰e成し、 ジョ

イン卜するのか" 、そういった概室的

なテ・ィテールの発想も、より 一層大

事になってくると思う 。

これからも、構造という枠にとどま

ることなく、広い視野をもって建築

に取り組んでいけるよう努力したい

と考える。
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吉川 }写

' loiJ'. 月IJ II{{ 有J3Si f7 J' 12611  

最終［ｾｩｦＮＡｩ Ｑｉｩｻ ｾｾＱＵ Ｘｩ Ｑ Ｇ 神 ｦ ・ 大・下 ｃｲＢ 剖 ｬ 嶋＾Ｏｬｉｌ Ｑ →

"f桝卒業

.:/z I然 II{{ 布15811司附'[11' j j 青山人社

Ir{{f1161
1
1' ノエヒ 7 t<I'r' キヰI ヒVレ

作お苛

平成 1i f'-' t 除去人カオ、ディアン ・

アカデミィ iド泊所

平成 211半初v 、ーパーランドセン

ターヒワν作業所

Ｎ｛ＧＮ｜見 ｉ 也胞 ｵＺＺ 般の悩成 ｊｾｉ 下町、 ｊ 制主

.  rill.l Jノド11でテスト装i山」をl持m、7

ィーノレドテストを実施

-'1'/.1< 4年4距路リパーシティショ ッ

ピングセンタ寸業， i，庁

. [ 設備r . 'I >I こおりるr ; 人イじ先行

ftJ ｾ ｬｬ ｩｬￎｬ＠ 111脳ι

.  ｛ｾｽｊ［ｊ，｝ｔＮテスト装位 ｊ を完成、ＺｊＮｩ

施テストに人る

. すいせんのことば/ 大喫元徳

吉川君は当社中堅技術渚として、現

在、神戸地区の大プロジェク卜に従

事し、各課題に対して、高い熱意と

技術力を持って当たり、その成果に

大きく貢献している。

今後、彼が設備分野の発展のため、

大いに活躍することを期待している 。

- 青年技術者のことば

建設業界は厳しい環境におかれ、短

工期、口ーコストが要求されている。

竹中工務庖としては品質第一主義で

あるが、われわれ技術諸には、与え

られた条件で「いい作品を残す」こ

とが課せられている。

神戸ノ、ーノ てーラ ンド、姫路 リノ Tーシ

ティの二つのフロ ジェク 卜は まさに

その厳しい条件下の仕事であった。

建築、設備の複創じ省人イじ先行

化をプロ ジェクトに携わる全員で計

画実施することにより 、厳 しい条件

をクリアー し、かつ「いい作品を残

すj こと ができた。

しかしながら→舜にして、その作品、

全員の努力を無にするものに「設備

配管からの漏水事故j がある。漏水

事故防止のため、計画、期中旬里を

強化し、水圧テス卜を 100%実施し

ている。 しかし現状は静水圧テス卜

のため竣工後の変動圧力に対するテ

ス トはできていない。今回その変動

圧力に近い動水圧テス ト装置を開発

したが、今後も設備品質のレベルア

ップに貢献していく所存である。

動水圧テスト装置の開発と実施

m 11 内
出子手

自E

ill )J/j( I1: テスト ｩｾ ＭＭ Ｇ￭ｴ ノ ド ｵ てに Ｓ kg/ c耐以卜の振幅がとれる 。周期は 11ii 1/ 2 sec 以下

i¥T. ノド11: テスト 20kg/ cm' まで与/ - 圧可能

テスト符i lt 1500 e  ｦ ＺＧｆＮ ｬｩ の配作 ｼ 人｝ノド Ｑ 止までテスト而 ｲｬｩｾ

11I 同e1'i' 1111企 設備配管全般( 給水、給湯、冷温水、消火{ 也) に使J l J できる

J主
テスト );i 法 出，)]水任、 静ノドIY . 、空気圧、負圧 m空引き) テストがて、きる

そ 装ili の大きさ ロングスバン E V、本設 E V で迩摘院できる重量、寸法でポ平移動が谷易なこと

の ;11: ?目! 1  fJI Hi であるこ1 : (l<t 100V または 1<t 200V)

{血 j じ H が )J をデジタノレ表示し、テスト記録できる

主主i丘全体 耐久性が日〈、故障の少ない機構であること

- 動水圧テスト装置の開発の

経緯

竣工後の設備配管からの漏水事故は、

漏水階はもちろん下階にも被害を及

ぼし、コンヒ・ユータ一関連機器の多

い近代ビルにおいては、その被害営

業補償は甚大なものになる。

。

配管接続部のうち、静水圧では漏水

が発見できない接合箇所に、配管内

の実圧力、つまり水栓、弁の急誹i時、

ポンプ矧亭時等に発生するウォータ

ーハンマー( 図 1) を含んだ変動圧が

配管に加わることにより、漏水が発

生することが想定8 れる。

。

一般的に、工事中の水圧テストは、

一 定 圧 ( 青争圧) て守すっている。そこ

で、上記の唆工後の実動圧力に近い

動水圧でテストが実施できれば、設

備配管の信頼性向上につながると考

え、動水圧テスト装置の開発を行っ

た。

水栓 ・弁を閉じる

10T ＭＭＭＭＭＭ ｾ＠

"
に
』

υ
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h

d

 

国

三

出

リ

A

R

時間

図 1 ウォーターハンマー波形

表 1 動水圧テス ト装 置 の 設 定 仕 様

- 動水圧テスト装置の開発および ・動水圧テスト装置の成果および

実施結果 水平展開

Ｍ試作 Ｑ 号 機 Ｈ ＹＰ 年 Ｓ 月 ｾＷ 月 Ｉ ① 当初設定の仕機をほ町商足する動水

表 1 に示すテスト装置の仕様を設定し、 圧テスト装置を開発できた。 3 号機は

試作| 号機を製作した。 コンプレッサ 17台製作し、竹中工務庖本支広および

ーを動力源としたため、変動庄は得ら 管工事主要13社において 93年 7 月 か

れたが、周期が50秒と長〈、スピード ら本格的に動水圧テストを実施してい

に欠ける結果となった。

・試作 Ｒ 号機 ＨＹ Ｐ 年 Ｘ 月 ｾＱＲ 月Ｉ

る。

②動yω 主テストを実施することにより、

試 作 l 号機の動力; 原を油圧ポンプに変 静水圧テス卜で発見できない漏水、管

更し、試作 2 号機を製作した。そのシ 支持、振れ止めの必要箇所、ウォータ

ステム概要を図 2 に示す。 ーハンマーによる発生音、配管と内装

2号機を作業所に搬入し、フィールド 材等の接触箇所を発見できる。

テストを行った結果、図 3 に示すとお ③動水圧、静水圧、空気圧、負圧( 真

り、振幅、周期とも当初設定の動水圧 空引き) テス トができる。

が得られた。

・普及型 Ｓ 号機 Ｈ ＹＲ 年 Ｗ 月 ｾｉｉ 月 Ｉ

・小型テスト機 Ｈ ＹＳ 年 Ｕ 月 ｾＹ 月 Ｉ

2 号機で良好な結果が得られたため、

中小規模建物用に普及型 3号機、小型

テス卜機を開発した。

@潜吉里者および作業員とも、モラルの

向上がはかれる。

*  

今後、建物の規模 . f鼓買に応じ、 500eタイプ、 100eタイプを使い介け、動水圧テ

ストが全作業所で実施できるよう、動水圧テスト機の普及をはかつていきたい。

口 記録計

口説lレ

試 作 2 号機システム概要

10 

5  

水

圧

(kg/cm' )  

0  

件....，..."時間

5 秒

図 3 動 水圧テスト波形

4 普 及 型 3 号 機

配管保有水量/ 500 e  

寸法 ・総重量/ 800
L

X500"' X 1130" ，150同

電源/ 3 φ200V X  1  .5"¥'  

ー形状. 重量から運織に小型トラックが必婆

ー操作盤と記録計が分離

小型テスト機惨

配管保有水量/ 100 e  

寸法総重量/ 710"X 450"' x  920" '  90kg 

電源/ 1φ100VXO.4
K

II'

.  4 分割にして、乗用車で運搬できる

j量作怨と記録計がー
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宮 野 理 文

生年月日 195911'- 4月24日

最終全長'llI1' JL1刊工業大学工学部屯気T 判 i十

19831ト卒業

来 歴 198伊! 欄地時十に入社大阪本

社設品糊11こ;;Jil I瓜し、屯気設備の設

計仁徳I(

主な設i l I 1監物経歴

Ｍ同 志制大半ｾＱｉ辺校舎

. 自Ilf 町一位会京都

.  filM智治会白浜

Ｎｦｩｬｬ 府 井剣畑 ｲｩ ｬｉｬ ｾ ￨ 念 Ｒ 粧

. 自1M附半金五造

. j J 来信託筑i!k研究所

・松下興/)(i IM P ヒツν ( OBP)

. 三IlI ili 却主1' 1' 館

・ダイヤそンドリ 〆ートハワイ( ハワイ)

. 1証LI 欽送本社ピノレ悦工時、現場常駐; g : J I j J )

- すいせんのことば/ 今井宏郎

宮野君は、電気情報通信、コンビ

ュー夕、省エネルギについての知識

が豊富で、かつ、人とのコミュニケ

ーションのとり方がうまい。放送局

を新しいスタイルで建設したいとい

う施主の熱意に、非常な創造力を持

って答えてくれた。

これからの成長に期待が大きい。

- 青年技術者のことば

衛星を利用したグローノてルな規模の

メディアとして、放送の役割が大き

く飛躍しようとする“ 星の時代" を

背景に、開局40周年を迎える毎日放

送の、耕土機能と星の属新' t l二対応す

る最新の放送設備を兼ね備えた「城」

の建築に携わり、基本 ・実施設計段

階においては、絶えずこの「城J を

念頭に置き、建築主との綿密な打ち

合わせにより、そのニーズに合った

設備機能を具5見イヒしていきました。

施工段階においては、模型実験や工

場検査により、性能の確認や施工面

の技術的な詰めを行い、竣工後の運

転実績からは、当初の電気壬宣備計画

の意図がほぼ満足されていることが

わかり、大きなトラブルもなく今日

に至っています。

このように、建築の計画か託宣言十、

監理そして竣工後の診断に至るまで

一貫して携われたことは非常に貴重

な結実であり、今後の設計に役立て

たいと考えています。

毎日放送本社ビルの電気設備

大阪 ・梅田は、西日本最大のターミナ 特高電気室より、 A 系 ・B 系の平行 2 発電機は、出力 400kVA ( 320kW) て1

1レJ R 大阪駅、阪急梅田駅、地下鉄梅 田線を供給している。これによる高圧 4謝鯨宇を含めて 5 のフィーダ負荷の切

田駅が位置し、ビジネス・文化 ・情報 受変電機器およひ高圧幹線のメンテナ り替えにより、必要に応じた発電量を

の集構也として大阪の中心と位置付け ンスを腕滋断売時でも可能な計画とし、 制御している。発電電力は、各階空調

られている。 この梅田にあって、かつ 信頼性の向上をはカ、っている。 機 ・ファン、駐車1易換気ファン等へ供

ての街草口てeあった茶屋町は、残され また、自家発電様生備より、 C 系の無 給している。

た、新しい展開の待たれる地織て' あっ 瞬断予備電源を供給している。 これに 封隙} 利用システムとしては、ガスエン

た。

毎日放送は、この梅田 ・茶屋町におけ

る新しい街づくりの先カ〈けとして、ス

タジオとオフィスを高層- 1 本イヒした、

“都市型放送局" を実現した。

・ノンダウン計画

[計画の目的]

秘丞局は、 24時間 ・365日運用の施設で

あることから、停電や師章による機能

停止は許されない状況にある。「設備

のデユアｽｾイｴｊによる無停止運転を実

現する。

[計画の内容]

デュアル電源システム

24時間秘差時代への対応として、テ'ユ

アル電源システムを採用した。地下 3

階に A ' B系電源を供給する特高受変

より、特高受変電設備のメンテナンス

を、秘丞鮒子持ても可能にするととも

に、商用停電時でも電; 原供給か可能な

計f函としている。

- エネルギーの有効活用と

省エネルギー

[計画の目的]

毎日放送耕土ピルのエネルギー計画に

あたっては、次のことを基本として計

画した。

1. エネルギー多消費型ヒソレて'あり、

かつ昼間冷房負荷が大きいことを配慮

し、電力使用量の平準化をはかるため、

コージェネレーシヨンと氷蓄熱システ

ムを導入する。

2.  24時開家動ビルであり、かつ踊差

用重要負荷もあるため、エネルギー源

ジンから、 440Mcal / h・9ぴCの; 副くを取

り出し、夏はj割く吸収式冷凍機入冬は

暖湧用スノ Tイラル熱交換器にて主熱源

として利用している。

コージェネレーションの有効利用封際L

は、総熱; 原容量の約 10% に相当し、

年間を通してベース電力、ベース熱源

として利用しており、システム効率は

およそ ＶＲｾＶＳＥ を確保している 。

氷蓄熱システム

氷熱; 原システムは、屋上設置の空; 令ス

クリュー製水チラー ( 150RTX 2) と地

下 2 階床下の氷蓄熱槽 ( 140m' X 2) に

て構成されている。

システムの蓄熱容量は、 1，1OORThx 2  

系統で、合計2，200RTh とした。

氷蓄熱システムの冷房能力は、 100RT

X  10時間の取り出しが標準であるが、

電設備を、 5 階に C 系電源を供給する の二元化をはかり、イ掛創雲額，'1全を高め 熱交換器本体の熱交換能力は、 180RT

自家発電様宣備を設け、テ'ュアル電源

システムを構成している。(図 1)  

発電機は放送業務およびオフィス業務

が支障なく継続できる容量( 2基2000

kVA) を備えている。

商用電源と自家発電源との並予l庖葬五

商用電源、の計画停篭時 ・停電が予測さ

れる時・メンテナンス時およひ商用電

源刺亭電した後の復電時に瞬時停電を

なくするために、商用電源と自家発電

源との並列運転を行える計画とした。

それにより、放送機器や一般欄苦への

影響もなくメンテナンス等ができるよ

うになった。

平行 2回線高圧配電+ 無1舜断予備電源

図 1 電源系統図

低圧常用 ( D)

予備 (E) 線系統

D.Eの並列運用

or 無瞬断切替

予備! i t源 (C) 系統

C.Aの並911運用

町無続断切管

る。

[言十画の内容]

電力平準化

一般的な電力 ・ガス併用システムにお

いて、電力デマンドは昼に大きなピー

クが発生する。 このピークをコージエ

ネによるピークカ ッ 卜と氷蓄熱システ

ムにより夜間に移行させることにより、

電力平準化を実現した。(図 2 、 3)  

コージェネレーションは ピークカット

を目的として昼間運転とし、デマンド

の約 15%平君支に設定した。

氷蓄熱システムは、ピーク熱負荷に対

して約 15%程度とした。

コージェネレーション

日負荷曲線

単 位 千 (コージエエネ電力加算}

回商用電力 図コージェネ電力

と余裕を持たせてあるので、スタジオ

σ河吏用状況等に応じ、集中的に蓄熱を

取り出すことも可能な計画とした。

- おわりに

124時間 ・365日運用の公共性を持っ

た施設であるため、働きやすく、かっ

非常事態にも十分対応できる安全企の

高い建築とするよ「建築が地球レベル

での環境に及ぽす影響は! 必ずしも大き

なものではないが、長期展望に立ち“地

球にやさしい" 建築とするよというこ

つのプロジェクトテーマに対し、当初

の計画がほぼ満足されていることがわ

力、る。

日負荷曲線

( 氷蓄界各電力換軍・コージヱオ・電力加算)

時間

島商用電力 図コジエネ電力 図氷寄然の電力換算

図 2 夏 季 ( 8 月29 日) の電力ピークシフト

日負荷曲線 自負荷曲線

(コージエネ電力加算) (氷蓄熱電力換算・ コージエネ電力加算)

時間

図商用勉力 図J ージエヰ電力 図商用電力 図コージエネ電力 回氷蓄熱の憶力換算

図 3 冬 季 ( 1 月24 日) の電力ピークシフト
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. すいせんのことば/ 回j矧尊昭

建築現場では今、高度な施工技術が

要求されています。福井君は、超高

層 R C造について、高強度 CON、合

理化・省力化をキーつードに、生産

性向上を主眼に企画し、現場の技術

指導を行っています。

彼はどんな仕事に対しても、意欲的

に取り組仁不屈の精神力の持ち主で

あり、今後の，舌躍が期待されます。

- 青年技術者のことば

桜宮リバーシティでは、当初の構造

諒十から品質管理、そして最前線の

現場管理まで、多くの立場から取り

組む機会に恵まれました。幾度とな

く難問に直面しながらも無事竣工 ・

引き渡しができ、大きな希望と若干

の不安を持って入居してこられる

方4 の姿にふれ、改めてわれわれ建

築に携わる者の喜びと責任を痛感し

ました。

現在は施工計画を担当していますが、

橋信信十の知識、現場における舗貴

等を活かして、さまさ?まな建築に対

する施工計画 ・現場支援を中心に、

新工法の企画・工法の改良等にも力

を発揮できればと考えています。

望んでたと.っ たこれまでの芦田被 ・経

験を伸ばし、大きなものにするべく、

何事にも前向きに取り組んでいくこ

とが、私の本意です。

超高層R C造集合住宅の合理化工法および超高強度コンクリートの企画と施工

大林組では桜宮リノてーシティウォータ

ープラザ ( R C造、 I也上41階、地下|

階、延床面積49，580. 75m') を平成元年

Ｓ 月 ｾＴ 年 Ｓ 月に建設した 。 構造設計

においてはわが国初の40階建クラス

の R C造への挑戦て'あったが、施工に

おいても Fc420の高強度 コンクリー

卜、システム型枠、 X 型配筋を組み込

桜宮リバーシティウォーターフ.ラザ

んた事車工鉄筋など数々の新技術の開発

を行い、実施した。特に Fc420の高強

度コンクリー卜は、当時関西では実績

がほとんどなく、超高層ビルの主要構

造という重安全もあって入念な計画を

行い、また現場においても厳格な品質

管壬里を行って、高品質の高強度コンク

リー卜を実現した。

桜宮リ" ーシティウォータープラサ'

工法概念図

| 小梁・床組み立て |

その後、いくつかの物件があり、構造

的 ・施工的に新しい試みを行いながら

建設を進めてきたが、現在施工中の高

槻土室中高層住宅 B H棟 ( R C造、地

上20階、地下| 階、延床面 積 10，572. 55

m') では、 一段と省力化を進めるとと

もに、関西では初めての Fc600の超高

強度コンクリートに取り組んだ。

高槻土室中高層住宅 B H棟工法概念図

七］土Ｍと Ｓ ＵＮ ＰＰＰ ｾ

高槻土室中高層住宅 B H棟断面図

ｾ］ｾ ｲ＠ 標準水中 ( 封かん) J T  

ii [542f111二ご!?:i L 主 孔臼
i叫 / 湖 水 中 宮ふ

材齢 ( 日) 材齢 ( 日)

柱部材内部温度向調強度( 冬期) 柱部材内部温度向調強度 ( 夏期)

桜宮リバーシティウォータープラザ高強度コンクリート現場品質管理

- 調合制支

ｆ ミ ｾｆ｣ Ｋ ｓ Ｋ Ｒ ＮＰ σ

ｾ ＰＮＹ＠ (Fc+ SH 3.0σ 

S 材齢91日におけるコア強度と材歯令

28日における綴準水中養生強j支の

差 (Kgf /cm' )

・判思来事

てx (標準水中養生28日)i?，Fc+ S

- x (温度履歴追従養生91日)i?，Fc

高槻土室中高層住宅 B H棟 の

超高強度コンクリー卜 Fc600
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ＧＱ Ｇ ｾ ｉＧ Ｎ ｮ＠ 11 ＱＹ ＵＹｾｲＮＲ 月 Ｙ ｌＱ

J，!d，!-"l; 熊 198::>I I'J nl l 大. 井大"1:，主 r.下研究

平地事を7.:J.
1

j:J:文修了

ｾ＠ I務 1983i1'{働t' f' I'1 務1占入社

198H. 人桜井、! 占技術開甘え術諜

19881ドクリスタノレタワー作業所

1990i1' - N- 6柏市i作約苛

ＨＧＱＧ之 ｉＮｾ インテス、 ι ｬＧ 之 ＯＮＰ プラザ Ｉ

199211'第一J I命術111ヒツレ{伝染所

- すいせんのことば/ 松井 攻

高度情報化社会のニーズを先取りす

るインテリジ工ントピル建設のため

の新生産技術開発は、建設業の抱え

る諸問題を解決する最も重要な方向

性のひとつである。

私は、施工野里を通してこの実現に

向けて大きく貢献した有望な技祢渚

の一人として、彼を推薦します。

- 青年技術者のことば

生物は、遺伝引育報に従って形をな

し、生を営む。この生命の設計図と

もいうべき遺伝子を、人類は思うが

ままに操り、クロ ーン生物を創造し、

自らの運命すら変えられるようにな

りつつある。

このような科学の賄t にあって、わ

カ簿操の世界はどうであろう 。建物

の設計図の書き込まれた種子を蒔き、

水を与えれば、意図した建物ができ

あがる、…・ーバイオテクノロジーと

建築工学の合体。「いつカ、は ・・・ 」

と、そんな夢のようなことを考えた

りもする私の職場は、建築作業所で

ある。

周囲のピル群から見下ろせるその一

隅に、人工芝をはったピーチパラソ

ルとチェアのコーナーがあって、作

業の合間や終了後には多くの人がそ

こに憩う 。こんな 「ゆとり J だとか

『遊びj の心を作業所の運営や環境

整備の随所に活かし、思わず楽しく

なる、笑ってしまう、そしてホッと

する時間や空間を少しずつでも提供

してゆきたい。いわゆる 3 K を自己

反省し、イメージチェンジに余念の

ない建設業界て働く、私のポリシー

のひとつである。

現場施工の省人化をめざして

建築労働者の不足や高齢化への文様と タクトに合わせて 24時間サイクルで、 立て作業に変え、従事する聯重を減ら

して、現場施工の生産効率を向上させ、 ｼ日 ＵｾＷ 枚製作する 。 一晩 蒸気養生 し、また設備工事も含めた現場での作

作業員の省人化を図る新生産技術の開 し、脱型後仮置ヤードにストックして、 業量を低減し、省人化につなげること

発が行われている。その方向は、ロポ 鉄骨建方と同時に | フロア 24枚ずつ、 ができた。

ツ 卜化による機械化自動施工と、剖1材 各節72枚を取り付けてゆく 。クリスタ 一方、 PCa工場では、建築 ・設備とも

のプレファブ化 ・ユニ ッ 卜化による現 ルタワーでは、版の形状や生産設備を 毎日の作業をルーチンワーク化し、一

場作業での資材量低減と労務の平準化 改良するとともに、スラフ下に取り付 定した、かつ少ない作業員で行うこと

を狙ったものである。ここに紹介する く設備配管 ・ダク卜 ・空調機器類を仮 から、省人化と同時に、安定した品質

現場サイトでの PCa フロアパネルは、 置ヤードて咲ゴ寸けした。 また取り付け の作り込みを図ることができた。

後者に属する。 たフロアパネル上に、間仕切りの AL C 施工効率の指標として、われわれは建

PCa フロアパネルは、大阪の梅田セン 等仕上材の先行揚霊も行った。 さらに 物床 1 m'当たりの施工人員数( 人/ m')

タービルで初めて開発され実施された、 N - 6 では、設備先付け後仮置ヤード を用いる。超高層在来工法の事務所ピ

コンクリート床版と 2本の鉄骨梁をー にて、フロアパネルの鉄骨梁に耐火被 ルの場合 ＲＮＷｾＳＮＱ であるが、梅田セン

体化したものである。PCa 工場を作業 覆を先行吹き付けした。 ターピル以降、 PCa フロアパネル工法

所内に作るのて大型化でき、幅3. 6mX このように、スラブをプレファブ化し、 をはじめとした新生産技術を積極的に

長さ 14m、厚さ l5cm、重量 13t 強の PCa 各種割併オを集約して完成度を高めたユ 採用したプロジェクトでは、施工効率

フロアパネルを、地上鉄骨工事の 14日 ニッ トを作ることで、 躯体工事を組み 1. 49人/ 併を達成することカ〈できた。

- 開発段階

梅田センターピル (UCB) (80，088m'32階)

フロアパネルの開発と実用化

デッキプレート

鋼製フロアパネル

ｾ孟ヨヂ
PCa 床 板

サイト PCa 工 場

保 有 技 術 新開発技術

設備配管( ダクト) 耐火被積先付工法

- 新生産技術の段階

C タワー (85 ，994m'37階)

設備部品先イ寸フロアパネルの開発

フロア，{ ネJ レ取付状況

設備 Pca版 I  SMT 版

フロアパネル コアスパンクリート外周スパンクリート便所 Pca版 大

Pca 版

N - 6  ( 中之島インテス) 基準階平面計画

各工事ごとの施工効率比較

部

品

U CB  クV スタノレタワ ー N - 6  

80，007m'  85 ，994m'  35 ，770m'  

施工効率 延人数 施工効率 延人数 施工効率 延人数

(人/耐) ( 人) (人/耐) ( 人) (人/耐) ( 人)

躯| 地ー1- 0. 21  16，400 0.15  13，100 0. 22  8，000 

体| 地下 0.34 27 ，400 0. 26 22 ，100 0. 16 5，800 

l LI. げ 0. 63 50 ，700 0. 60 50 ，400  0. 57 20，200 

設 備 0. 58 46，600 0.51 44 ，300 0. 47 16 ，600 

仮設i也 0. 14  10，900 0.11 19 ，900 0. 07 2，600 

全 体 1. 90 152 ，000 1. 63  139，800 1. 49 53，200 

重

量

(

t

N - 6 における先付け設備部品重量
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. すいせんのことば/ 伊藤哲也

小笠原君は、コンクリ ー 卜に関する

化学的知識と建築材料についての知

識が畳富であり、タイルの剥離問題

の解決に大きな力を発揮している。

本研究 ・開発についても、 MCR工法

を実用化に結びつけ、工法的な確立

をした。今後も確かな仕事を期待し

ている。

- 青年技術者のニとぱ

外装タイルの剥落事故は、発生すれ

ば人命にかかわる大きな問題となる

可能性があります。私がこの仕事に

携わるようになったのは、九州でタ

イルの下地として作られたモルタル

層が剥離して死亡事故が発生し、外

壁仕上げ材の最IJ 落事故が社会問題化

していた時期です。

これ以来、約 4 年、タイル張り壁面

の最IJ 離防止央様に取 り組んでいます

が、その中で MCR工法の開発、実用

化に結びつける過程は、建築現場で

の娼体工事全体を把握する心要があ

り、これは私にとって未知の部分が

多く、施工に対して幅広い見識を持

つ上で良い主主験でし た。

MCR工法は、コンクリート躯体と モ

ルタル層の界面の剥離防止効果に優

れた工法です。今後、タイル張り壁

面の施工全体においても、より安全

性の高い工法を提案できるように取

り組んでいきたいと思います。

外壁剥離防止工法“ M C R 工法" の開発

近年の外装タイル張り壁面の剥離事故 3. タイル張リ 壁面モデルの挙動の測

は、コンク リー 卜躯体とモルタル下地 定

との界面で発生する割合が多くなって タイル張り壁画の剥離および量IJ 離防止

きている。そこで、この界面での剥離 の機構を明らかにすることを目的に、

事故を防止することを目的に開発した モイスチャームーブメン卜が作用した

工法が MCR工法である。

MCR工法とは、コンクリー卜型枠にあ

らかじめ中空の凹凸付与シー卜を取り

付けておき、コンクリー卜短体表面に

あり足状の多数の凹凸を設け、コンク

リー卜とその上に塗り継ぐモルタルを

物E里的に噛み合わせることにより、剥

離を防止する工法である。

私は工法の開発にあたって、様々なア

イディアに基づき、剥離防止効果の評

価から工法の確立までに携わってきた。

- 開発経過

コンクリー卜鑓体とその上に塗り継ぐ

モルタルとの最IJ 離を防止するには、大

別して以下の二つの方法が考えられる。

①テ'イファレンシャルムーブメントを

吸収できる界面構隼とする。

②発生する応力に十分耐えられる接合

力を確保する。

この中で、( g ) o ) 考え方により、コンク

リー卜鑓体に適切な凹凸を設ければ、

モルタルの剥離防止に著しい効果があ

ることが実験により確認できた。そし

て、凹凸付与方法( 写真 1、 2 ) とそ

の施工要領を施工実験により確立する

ことで、 MCR工法という画期的な工法

を開発した。

- 剥離防止効果の評価

線々な方法の剥離防止効果を評価する

ために、以下に示す実験を行った。

1. ｾ ｊ 樹忌抗性

コンクリート躯体の表面状態が、モル

タルの剥醐底抗性に与える影響につい

て調べた。実験は、様々な表面形状を

持つコンクリー卜の上にモルタルを塗

り付けて試験体とし、これを乾燥させ

てモイスチャームーブメントを作用さ

せた場合のモルタルの浮きを;!!I] 定した。

実験では、促進試験とするために、モ

ルタルを一度に厚〈 塗 り付け、モルタ

ルの乾燥収縮によりコンクリートとモ

ルタルの界面に発生する応力を大きく

するという手法を用いた。その結果、

様荷な表面形状の中でも MCR工法に

よりあり足状の凹凸を多数設けた場合

は、 ｾｉｊ 荷量に対する抵抗性が極めて大き

いという結果を得た。(図 1)  

Ｒ Ｎ 引張りＮｾ断強度

コンクリー卜躯体の表面1大態がモルタ

ルとの接普性に与える影響を調べるた

めに引張りおよひ明断号式験を行った。

引張り ・勢断強度ともに、 MCR工法に

よる場合は平滑面に比較して強いとい

う結果を得た。

実際の建物への MC R工法採用の前に、

施工手順( 図 3 ) 、施工方法、安全性、

現場レベルで想定される問鼠有、等の検 MC R 工法函合板型枠面

討を行った。 図 2 実大モデルでの暴露試験結果

様槻目を以下に記す。 I 事前打ち合わせ

①凹凸付与シートの火気に対する安全

性

②凹凸付与シー卜のコンクリー卜恨| 旺

に対する抵抗性 ・シート強度の検討

母日凸付与シートの型枠への取り付け

方法

④ コンクリー卜凹部へのモルタルの充

I轟' 性

⑤タイル直張りの場合の施工性

⑥コンク リートの凹凸が欠損した場合

の効果

これらの問題の検討 ・解決により、 MCR

工法の施工要領を確立するに至った。

場合のコンクリー卜、モルタルの歪み

を測定した。その結果、平滑なコンク

リー卜表面の場合には、コ ンクリー卜

とモルタルは接着している限りほぼ同

じ挙動を示し、この界函での応力緩和

は期待できない。これに対し MCR工

法の場合には、車ｾ票持刀期にコンクリ ー

トとモルタルの収縮量に差が見られ、

凹凸部で多少の応力分散あるいは応力

緩和効果が期待できる。これに加え、

MCR工法は、平滑なコンクリー卜表面

の場合に比較して高い接着力を有する

ことから、高い剥離防止効果があるも

のと考えられる。

4. 実大モデルでの暴露試験

MCR工法の剣鱗防止効果を、より現実

性のあるモデルで確認するために、 図 ｾ 60 

2 に示す実大寸法の試験壁を作製して、 4日

長期間暴露し、その効果を臨した。 540 

試験は、 2 日間でモルタルを 3伽m塗り 骨

継ぐという厳しい条件で行った。現在、

施工後約 3 年を結晶しているが、この

ような昔ぱ事な施工を行っても MCR工

法は剥離が全〈見られず、従来工法に

比較して剥離に対する安全性がはるか

に高いことが確認された。

以上の実験により、 MCR工法は剥離防

止効果が極めて高いと判断した。

- 施工方法の検討

- おわりに

MCR工法は、 1991年に発表し、最近 1

年間で約30万げの採用実績がある。

近年、建築仕上げの車餅寺保全に対する

童委性の認識が強くなってきており、

今後、本工法の採用が増えるものと確

信している。

写真 1 MC R 工法で作られたコンク

リート薗

.  

. ・

腰覗号う摂守智 内主主F

-l I l I 守、警で L

写真 2 表面にモルタルを塗付したと

きの断面

100 

7  14 21 28 5  49 

材齢( 日)

図1 モルタルの浮きの進行状況

ロ

ロ

ロ

-

円

MC R工法府シートの準備

外型枠の建て込み

MC R 工法問シートの取り付け

M 

C  

自己筋 J  IR  

エ

法

内型枠の迎て込み

コンクリート打段

ι  

型枠の解体

MC R 工法問シートの取り外し

4  

不陸補修 ・下地モルタル塗リ

ι  

タイル張リ

4  

検

図 3 作 業 工 程 フ ロ ー
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- すいせんのことはソ 山原一晃

彼は、当社に入社以来、作業所での

施工技術、さらに技術開究所での土

質工学を軸と した研究業務を習得

し、現在、施工計画 ・技術開発の中

心的存在として活践している。

日常の業務に対する姿勢は、前向き、

かつ好奇心旺盛であり、文字通り、

第一線の青年技術商に相応しい人材

である。

- 青年技術者のこと( ; 1 :

今回のプロジェク卜では、企画 ・設

計のm皆から施工 ・竣工後のフォ ロ

ーに至るまで、主に施工計画 ・技術

開発の側面から携わる機会を与えら

れた。このなかで、新しい構造シス

テムを実現すべく、立案 ・計画 ・実

験 ・実施工への展開 ・フォ ローとい

う、新しい技術の開発に一貫して没

頭することができたのは、建築の施

工に従事して初めてのことであっ

た。この開発を通して、人脈のネッ

トワークとゆめを具王見イヒする手法を

得たこと は、建築に携わる技術渚と

して非常に幸運でーあった。

また、集成材の製品検査のためド イ

ツへ行く機会を得て、建築と いう共

通の言語を通して海タ同技術渚とデ

イスカッションでき、ものづく りの

ブ加 とし て認犠の甘さを思い知らさ

れたことは貴重な儲貴て・あった。

今後も弛むことなく、幅広い知識 ・

技術の把握に努め、建築技術渚とし

ての誇りを持ちながら、新しい空間

の創造に挑戦したいと考えている。

集成材ケーブル膜構造の開発と実施

広島県大和町による「膜機造における

設計指名コンペ」 が実施され、竹中工

務庖の案である「白竜ド ー ムj が採

用さ れた。その概宣として、大断面構

造用集成材 ・ケーブルネット ・膜を組

み合わせた新しい構造システム「集成

材ケーブル膜構宣」を開発、実施した。

- 建物概要

本建物「白竜ドームj の断面を図 1 に、

外観と室内を写真 1、 2 に示す。

集成材ケーブル膜構造を構成する 3 つ

の要素ごとに、開発内容と施工のポイ

ントを述べる。

- 大断面構造用集成材

2 本の集成材アーチ梁は、約 10mの集

成材 5 本をビッグフィンガージョイン

卜(BFJ) の形状に加工し、援着接合す

る継手としている。集成材アーチ軸組

図と B FJ を図 2 、写真 3 に示す。

B  FJ の接着接合を現場で施工するに

際して、評定取得時に策定した「集成

材継手部の現場接着施工智里罰則に

基づき、より詳細な施工計画を立案し

た。

さらに、最も重要な旬里項目である、

作業環境温度と接着函の材星 ・含水率

およびアーチ形状の精度を宙望するた

め、各種の施工治具を開発した。現場

接着接合の施工状況を写真 4 に示す。

- ケープ白ルネット

ケーブルネ ッ 卜の構造モデルを図 3 に

示す。吊りケーブルには押さえケーブ

ルを介して張力が導入される架構の特

徴から、ケーブルネッ 卜全体の張力バ

ランスと形状を制御できているか判断

図 1 断面図

; じ昌主吋ン了一

図 2 集成材アーチ軸組図

写真 1 白竜ドーム外観

写真 3 ビッグフィンガージョイント

できないことが問題とな った。その対

策として、押さえ ・吊りケーブルの両

端部の張力と全体の時手状を計測しなが

ら緊張工事を行う観測施工を実施した。

緊張工事の施工状況を写真 5 に示す。

- 膜屋根

ｾｾ主十 コ ンセプ ト である白竜のイメ ー ジ

を出すため、膜面の下にケーブルを配

置し、屋根表面に膜ジョイントが出な

い概宣とした。膜材接合部の比較を図

4 に示す。 この構造は圏内初であるこ

とから、原寸大模型による施工実験を

行い、 図 5 に示す文様を検討した。

膜屋根の施工状況を写真 6 に示す。

*  

最後に、広島県大和田Tの関係者の方を

はじめ関係各位に深〈感謝いたします。

写真 2 室内

写真 4 現場接着接合状況

図 3 構造モデル

ビッグ7 ィンガージョイント ( BFJ ) 部分

8 1>所

Cコ テフロン膜 ( A櫨 FGT- 印 0)

約50mX25mx 2 枚

- 従来接合ディテール

200 

- 採用接合ディテール

フラップ

膜面

図 4 膜材接合部の比較

ー屋根間犬にマッチした親網設置とそ

れを利用した工具用ゴンドラの開発

→墜落 ・飛来落下創功止

. 鼠直なj容着の温度と時間の開某を把

握するため施工実験の実施

溶着品質の向上

・片側( 水上保D を工場溶岩

→現場作業量のis:5威

. 索時庄がスライドできるレール付き支

持; 台具の開発

作業能率の向上

図 5 膜屋根施工の対策

写真 5 緊張工事施工状況

写真 B 膜屋根の施工状況
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口防音・防振・爺IJ 娠

快適環境を構築する最近の防音・防振技術

松本敏郎 附 仲 工 務 庖 技 術 研 究 所 主 任 研 究 員

はじめに 最近の防音技術から

品丘では、 fお長のいやな音をなくすと 言 う考え方から、人間の感

性に訴える音の演出を行い↑記直な音環境づくりをめざすサウ ンドス

ケープデザイン、サウン ドアメ ニテ ィと いった概念が注目されてい

る。'1対直環境づくりにおいての必要条件は、人間に不快感を与える

状態を取り除くことであり、最近の多機化した生活環境のなかで、

音環境 ・振動環境づくりのベースを構築する防音 ・防振技術はわれ

われの日常生活、社会生活のなかて官、要欠くべから 5 る技術となり、

これらの必要条件を満足させるために多岐に渡る技術が必要になっ

てきている 。

ここ では、断片的ではあるが最近言問題になって いる防音 ・防仮投

術を紹介させていただく ことにする 。

軽量屋機材の

雨音

上階に体育館

フ ィッ トネス

スタジオ等が

ある場合

G  L 工法によ

る遮音欠損

多目的体育館

の仕上げ

航空機騒音が

屋根から入る

換気レ ジスタ

ーの遮音対策

PCa 版、

ALC版の透 、

過損失

断期型枠パネ‘

ルの遮音欠損

ホテルの間仕

切り壁

側路伝鎗音に

対する配慮

E  V 機械室、

ンヤ 7 卜に隣

接する居室、

事務所ピル内

の立体駐車場

の国体音

ー 浮 床 構 造 的 壁

との取合い

宴会喝の可動

間仕切り壁の

音洩れ

天井裏チャン

パーか ら の ?

ロストーク

避難用外部階

段の音

ヵ・ラス σ〉コイ

ンシデンス効

果 ( ガラス面

積が大きい場

合は要注意)

コンセン トボ

ックスからの

膏 溺 れ

図 1 最近の建物における騒音問題の例

46 建築と社会 ・1叩 12

生活様式、価値観の多機化に伴い建物を計画するにあた っては、

多岐にわたる防音技術が盛り込まれることになる 。図 1 に動 丘の建

秒尉ー画において対応を余儀なくされる騒音問題の例を示す。

特に住宅においては、 家族の団媛、 くつろぎの場と しての音環境

づくりが最も 必要とされるが、問題となる音源の種知は極めて多く、

生活に伴って生じるすべての音が騒音源となる可能性がある 。

一方で、建物の複合機能化、多用途化に より種々の騒音源が建物

内に混在し、強い街樹辰動による騒音発生を伴うエアロピクス、 大

音量を発生 し、かつ静けさを要求される劇場施設、また振却バ云f般に

よる団体音を伴う設侃械総等 これらの施設問の個々の音環境を守る

ためには施設聞に高度の騒音防止技術が要求される 。
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木質フローリング床

一郎羽マンションの床は、カ ーペットで仕上げられるケースが多

かったが、ゼンソクの原閃となるダニの発生の防止、生活感党の個

性化、メンテナンス性のJ込さにより、カーペットにイ't わり木質フロ

ー リング志向がみられる 。しか し、カ ーペッ トイ土上け、に比べ床表面

が硬くなることから、それまでに発生しなかった軽量床衝撃育問題

を新たに解決することが必要となり、各メーカーが競って木質フロ

ー リング床の欠点である軽量床衝撃遮laJrカの改善に力を注いでいる 。

拓自立、 ｩｬｾｩ￯ｬ 床街撃遮断対策用フローリングが数多く製品化され

ている。カタログf直てやは L- 45の製品もl : l 'dllJ ってきているが、いまだ

カーペットの性能まで及ばない状況にある。

高性骨随音概豊

複合施設の施設問の音環境を確保するためには、大背立を発生す

る施設、静けさを要求させる施設が隣桜して計|百|することは魅力的

かつ快適な商業施設をつくる上ててi制Z必要欠くべからざるものとな

ってきている。今後もますます従来では考えられなかった新しい組

み合わせカrl:l' l現するものと考えられる。これらの高性能遮音構造に

は、発生源からの音響加振により、振動伝搬による遮背劣化が発生

するため、一般の遮音杭造に防振機能訓寸))11 した構造が要求され、

図 2 の例にみられるようにかなり重装備な遮音構造が必要とされる。

これらを向新夫する技術としては、防音技術といえども、防振技予FI と

の組み合わせなくして解決がはかれないｆ， ｾｈｩｬｬ が多 ｌ 、。

最近の防振・制振技術

より高層化、長スパン化する現代の建築構造物は、地震や台風に

対する安全性は確保されているものの、常時発生する外力( 中小地

長や季節風など) に対して揺れやすい、または一度揺れだすとなか

なか止まらないなど、居住性や快適性の確保が問題となってちてい

る。このような現象を未然に防ぐために、地艮や風による建物の揺

れをできるだけ小さくする建築構造技術として、 jl¥l肱構造が注目さ

れてし、る。建物の構造物に何らかの装置 ・機構を取り付けて、建物

に入ってきた地長やJ! i Rのエオ、ノレギーをH及収してしまう制振構造は、

より安全で胤車な空間を実現するための最先端技術として注目をあ

つめている。

パッシブ制振とアクティブ制振技術

制振構造は、地長や風による建物の振動を樹滅的な方法て浦IJ 御し

ようとするもので｜ノ ｦ ＧＢｙシブＨ受動的Ｉ制振 ｴ アクティブＨ能到 ｊＨ ｉ ｾｊＩ

制振に大別される 。パッ シフーl Ii lJ 娠は、雄物カr : t i語れると、取り付けら

れた制振装置がtL't性力によって到Jl 、たり、変形したりして振動エオ、

ノレギーを|吸収する方式である。 J! i R などのあるヰ盟主規則的な揺れに対

して大きな効果があり、代表的な例としては、揺れを i吸収するダン

ノf 一類や、揺れに同調する振り子を JTJ いるチューンドマスダンパー

( TMD) がある 。アクティフ"j JiIJJ支は、時々刻々 の雄物の揺れを感知

し、コンピュータて1込適な抑止)J を計X' ，t して 、iEJIぼなどを利用した

織て ¥造¥ト船¥ 外a糊乱a揖m ¥ 

パッシブ制領 ア? ァィブ蜘IJjIi<

T M D  ダンパー

マ スリキッド粘ダンJ 性 鉛

A M D  テンドンモード

ダンJ ぐーダンパー ぐー ダンパー

シ ス テ ム 制 御

超高層
風

。 。 。一¥

ビ ル
地 震

。 。

展望塔 風
。 。

鉄 塔 地 震
。 。

大径造問

地 震
。 。 。 。

構 物
交通撮動

。 。

風
。 。 。 。

橋 梁 地 震
。 。

交通振動
。 。 。 。

モード制御

図 3 制緩精進システムの適用例
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外部動力て建物の揺れを制御する方式である 。地震のような不規則

な揺れにも対応でき、代表的な装置としては 「重り」を能動的に動

かすアクティブマスタやンバー ( A MD) がある 。

これらの制振構造システムの適用例とノ f ッシブmlJ 振とアクティブ

制娠の概説を図 3 、図 4 に示す。

あとがき

快適な音 ・振動環境をつ くるための最近の技術を断片的に紹介さ

せていただし、た。最近のように非常に多くの騒音源、振動i原がわれ

われが生活をする場にはし、り込み、また人の ｊ 剖生も多ｾ常化するなか

て潟? しく技術的に克服する課題はますます増加している 。 また、個

別技術だけでなく人間の主観による号刊而カ苛詰引I" J な問題に なる この

パッシブ制振

• T MD  ( Tuned Ma s s  Da mper) の原理

-ーーー・ー・

-・・・唱砂

ー・+

. T MDによる制娠効果

ある超高層建物の適用例

では，建初の揺れを効果

的に吸収できるように T MD

の性能を設定し， 5 年に

| 度程度の強風 (地上平

均風速 16m/s) に対する建

物最上階の応答加速度を

10ガルから 5 ガルに低;減J

しています.

48 

凪による

: 0; >括れ 振子の揺れの周期を，建物

の揺れと同じに設定します.

建物が揺れると ，振子が共

振現象を起こし，その括れ

が制振力を発生 5 せ，建物

の揺れを低減します.

後腹による強風時の振動感覚曲線
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種の技術にお いては、光、警!k 強度、デザ、インなどの他の要因につ

いての解決法も含めた技術に昇華されることが望まれる 。 ここでは、

不快でないと 言 う静的な e快適状態を確保するための技術の紹介に終

始したが、さらにより心地 よい言わば動的な|火越川犬1患を確保するた

めの技術には、サウンドスケープをはじめとした音環境デザ、インに

対する{ 融Zの動きに期待すると共に、人間の時性の複合効果に| 期す

る研究も更に発展し、快i臨策境づくりのためにバランスの良い技術

の発展を期待した L、。

参考文献

1)  ＧＮＦＺＱ 刊正人 ＱＱ ， ｉ［ｩｊ ｾ ｲＺ｜ｪ の音環境 ｊ ?V令官3技 術 No. 80， 1992  

2  ) 拘l木孝引JI 江Ll lli りフローリングの床liii 幣71-巡断七l:fmJ 音響技術 No，66. 1989 

3  ) 荒木邦彦、 松本敏!!llf 也「劇場飛犬、ドラマシティ TT特設計 j 音 響 論 ＱＹＹ ＳＤ Ｑ ｾ ＱＰＱＱ＠

アクティブ制振

• A MD  ( Act i ve Ma s s  Damper ) の原理
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①センサー

? t也 震

. A MDによる制娠効果

竹中 A MD地震観測棟の場合，最大加速度 100ガル相当によ る入力地震

に対して，建物の揺れを 2 介の| 以下に低減させます

最上階相対変位の制振効果Ｈ入力地 震波 エルセントロ ＱＹＴＰｾ 手 Ｉ

・変位の波形
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図 4 パッシブ制緩・アクティブ制娠の原理と効果



口防音・防振・伽l振

自
窓と防音

佐藤嘉宏 日本板硝子側大阪支庖課長

カ。ラス ｉｾｾｉ 口部Ｈ窓Ｉの遮制全能は、カ。ラスとサ

ッシを後合 した日r. 1日音防IYtJil 記材の総合性能と云えま

す。

このとき、 |卦! 日吉1Iの遮音性能力守、ガラス 11l.f:本の

遮音性能より f尽くなる傾向があり、その婆因とし

て考えられるものとして、

①サッシを椛成している各部材聞の附IJJ

障子と枠の隙1m並びに、 l坊音タイプサッシと

いえども、クレセント調整不良の場合等。

②透過: tH失のi1，i: l 、サッシ昔1I材

③ サッシによるガラス周辺の拘束

等があります。

これらとは反対に、サッシ剖刷の透過tn失が大

きし、とき、或は、その見付寸? 去が大きいとき等に

は、ガラス本体のｾ音性能より、高くなることも

あります。

ガラス窓の遮音等級

(1)周波数特性

窓の遮音効果は、これを構成するカヲスの周波

紋待性と騒音の周波制寺性の差で求めることがで

きますが、方、ラスの在聞により、また、騒音の種

類によ っても、各々周波紋|寺院が巣なるため、辺;

音対努ζ ヒより効巣のあるガラスの平野Ji は騒? 干潟! に

毎の音圧レベノレ言十主主力也裂なため、 日常的には迎

しませんので、 一般 に 遮??f 等級による方法が採ら

れています。

この方法では、透過損失を縦lliil lに、周波数を横

車曲にとったグラフの上で、盟ましい特性曲線 の 形

を等級別 に規定し、笑iltll fi1立の曲線をこれと対比 し

て、等級イ寸そします。 (図 1 )  

(2遮 音 等 級

遮音 等級のI呼び方に関しては、従米は、サッシ

独 自の五回主であったので、 111に、 25等級などと l呼

ばれていましたが、 ]I S - A1419 ( 雄築物の遮音等

級) が、音圧レベソレ差 ( Sound Pressure Di ffer-

ence) のD を等級数値の頭に付けているのに倣っ

て、 JI S - A4708 ( 防音サ ッシ) の等級では、音単r .

透過損失 ( Sound Tr ans mission  Loss) のT に

加 え 、 サ ッ シ ( Sash) の S を添え、 Ts25 となっ

ています。

(3)防音性能

窓会体の|坊音性能を考 λ る場令、 ーづ般に百: ，音域

て、は、サッシの隙1111がl' ; c 大の弱点となり、ヌゲラス

本来の|坊音性能が、発担! l [ きれないことになります。

fえって、 ヌゲラス本来の性能を発抑させ、窓会体

の| 坊音性能を向上させるには、 11βf f サ ッシをmい

るなど、まずサッシの選択に注訟を払うことです。

よって変わることになります。 尚、低音域て‘ は、サッ シの隙 1111よりも、カヲス

しかし、このような方法て‘ の対処は、個別物f牛 の防音イ全能が重要ですので五 ｾｩｧ［ 5  mm) 写ι Uニのガラ
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図 1 -.J IS A  4706 ( アルミニウム合金製及び銅製サッシ)

の遮音等級
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図 2 単板ガラスの遮音性能 Ｈ ｆ ｌＳ ｾｐｗ Ｖ Ｎ Ｘ Ｉ

スが必要です。( 図 2 )  

また、ｾ音上ＮｭＺ要な中音域に羽生板ガラスでは、

コインシテ、、ンス効果が生 じるので、 二重方、ラスが

有効で. すが、サッシ費用増となります。

そして、開発されたのが防音合わせガラス「ソ

ノクe ラス」で‘ す。

ソノグラス

「ソノグラス」は、コインシテc ンス効果による

落ち込みを解il 'j し、音域全体にわたる正月七、遮制全

Fr E を有倒呆しました。

住宅やオフィスヒツνて、現法使われて いる一昔止

のがヲスに比べ℃優れた防背負燥を発揮します。

3  mm+  3  mmて Ts30を、 6mm+  6  mmで Ts35をク

リアしました。 (図 3 ) (図 4 )  

遮音等級適合ガラス ( 参考)

遮音等級に対応する方、ラス( 単体の1.fあ L 、) は

次の通りです。ご参考・に供します。

斗tI反 復l晋 ソノク守ラス

1) Ts20等級 FL3 FL3+  A6+FL3 

2) Ts25等級 FL5  FL3+  A6+  FL5 

3) Ts30等級 - FL5 +  A6 +FL6  FL3+ FL3 

4) Ts40等級 FL6+ FL6 

- 遮音性能( 図 3 )  

5日

40 

透

過 30

;買

失

( dB)  20 

10 

ソ ノ グ ラ ス

0 50 100 2  3  5  IK 2  3 4 5  10K 

中心周波数 ( Hz)

事ソノグラス( フロ- ｾ＠ 2  mm+型ti 4 ｭｭＩ む ＱＱ 日間障のＮＶｾ損失告示しぷす

- 遮音性能( 図 4 )  

50 

40 

透

過 3日

t買

ソノグラス

失

(dB)  

20 

10 

0  

50 100 2  3  5  IK 2  3 4 5  10K 

中心周渡数 ( Hz)

治ソノグラス{ フロート S mm+園入6.8mm) .，1'1間憾のo! 過損失告示l - l す.
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口 防 音 ・ 防 振 ・ 制 振

自
超軽量高性能耐火遮音戸境壁

木村浩三 ニチアス側大阪建材営業部設計開発課長

はじめに

ｾＧＺ［，汗Ｚ｜Ｑ 主 令住宅 ｉ ［［ｴＮ、お裂が現在ｩＪ込んだとは ｌ 、ぇ

今後は拡大; 法制へ、転換するものと考えられる 。

引 札 IIH! i J 削写Iln1P 作業が、各戸斤でJ 阻 lされ、 そ

の 殆んどが、住毛・ぞ併 設して いる 。

従来、マンション、社毛等の、戸境壁は、殆ん

どが、 R C*iVt造であ ったが、 近年高層化にi ' JfL 、経

弘化が要求され、乾式工法力す1 I J 1 . 入れられる様にな

った。

本.fr' .:1で" 1 立、ニチアス N S ウオーノレ 120の 開 発 経

ｴ 訟をｾｦｲＮめ、集介住宅 ｦｲｪ Ｎ �ＮｚＺ式 戸 境壁ＨこＺｩＧ ｶｴ ｌ 、て、 ｩｬｩ べ

てみる 。

住戸用戸境壁としての性能要求

1) 、建 築主およびユーザーのニーズ

堅固さ Ｈ ｒｃ 壁、 ｐｃ｡ 壁に近いものＩ、 ｾ Ｇ Ｚｬｬ 、 遮汗

性、メンテナンスが作易。

と結よRを示す。 (表 1)  

二チアスNSウオール120の特長

tJu洋な遮音性能 D - 55f 1:1当

他 築基 託 ｬ 結抗 ｬ 壁ｾ Ｍｲ 刊行 定 ｄＭＴＰＩ

ノンアスベスト構造 組猟討昆入ケイカノレ板

イ干' 11ボードノ叶、ノレ

軽s : 53 .  5 k g/ m2  

( R C壁 360k g/ m
2
)  

保 令|主、 而悩"i f当些|主 催 段、同而鉄板抑入

物 の11)(1、j け可 能

ｊｾ ｎ ｈ 変 ｻ 立 に追 Ｑￆ 1 / 200 [ / ¥は犬なし

f土t .げ li ll l ク ロスｬｉ ｾｩ 特 Ｂ ｊ

胞工ス ピード 1 0 m
2
/ 人 ・n

コスト R C俊 . P C壁より 1i: い

市販乾式戸境壁

i U子スタッドレスノ f オ、ノレ而;t火 120

石灯・ボード系l:iJ 仕切はあるが、耐火、iWl?'干は ク リ

ア一 山 米ても、戸勾， ｾＱ 立としての総千子会ｼ引 ｬｩ を行った

場 令、強 度等 て1:月題点がある 。

今後の課題

草む に 戸境 ， ｾの一 番 の 問題点 ｬ 阜、胞 工後 ｩ ｕｬ ｉ 定の巡

Tパi l i . とカタロク吉田改詰t験 デー ター と が主主なる (遮

T「性能が、カ タ ロクマiITに届かな L う こ と で あ る 。

こ の主たるｾ肉は戸 境壁と の取令い処理 ー であり、

暗J l q問 がR C桃泣の場合は他の 要閃( 外控昔11サッ

シ、 ドア一、室の大きさ等) に起閃する場介もあ

る。

1侠令い膏11でT: i J 組となる併l所 は

Jぷ泌而( フ エ ローデッキ等 凹 凸のあるもの)

S 造の染、住との取令い( 1 次付耐火被援)

鉄什1殺との( 1' ( 交官11分

鉄 ｬ ＧｬＢ Ａ 殺のすくゆ ｩ にｾきがくる ［ 場合

2) 、設 計者 の ニ ー ズ ( 越紙i尉l-L人イir r; -スラ グ 板) 浅野スレート (的

以上に|刻する 胞 工 ) j 法 I; ; t . 完全にMrQLされてお らず、

IJ'!; I犬て は胞工作型的1ていかに シーノレが完全に、は

どこされているかに、かかっている 。アスク耐 火 巡行日¥J 1tυ 爪 T- 1 2 0耐火性 、ｾ＿ Ｇ子性 、強度、経 ｩ ｅ イ ｩ 二府 Ｑ ｭ 変位、物 の

l[ )( 1. 1け、イU 二↑生。 ( ヰヲロボード + 繊止I f ; j 見入イi f ' i・板) c側アスク それ故、終郁逃背試 験 デー ターを集fl' (の t 、 設

日I'Ji 虻Eマニュアノレの砕: 立が必要て、ある 。
3) 、施工者のニーズ たきのうウォ - j V S ( T Nウォーノレ)

施 工スピード、防i TI、加l工性、コスト ( スレート パオJ ν +石' /")-ボ‘ー ド) c仰ノザワ X 、弘! 行狭山さ は強度的には守判 刊 l題 点 を 伐す が

符礼次、36001 ηmが限界であり、 それ以 上の lfJj さ

へのあJ] 必も必要となってくるであろう 。

ι .L.I 二カi".y:z:式戸JJl' :;t' ( ニ要求される性能てあり、 下

記にニチアス N S ウォーノレ 120の1.)目先日棋の設定

ニチ アス N S ウ オーノレ 120を合め 4 相 の戸J:-Jl 壁 に

は一 長 一 却があり、今後改良の和也がある、 f也に

表 1 基本性能 目標 値の設定と 結果

乾式 ｩｦ｣ｾｬｴｬＺ ，ｾ
ニチアス

Ｋ主式事 Ａｻ￭ｴｾ ， ｾ JJ，! J，品打ち R ｃＢＮｾ＠
NS ウオール 120IOCIιPCa PCa  

8  

120 

ち〆O P 20 1 L ノ3 0 / メ。
T 有百軒 25 

?  

Il 6  凶陣 50

f.I ・4官
150 J J  ム 25

8  

WI OOO :  W1. 800-

( ; え" ンクリ ート}

。開市t..-. .( 。100kg/m
2
U ド xi f(い (210kg/m

2
) x ，f( い (240kg/m2) x ifi ぃ (360kg/ m

2
) 。53. 5kg/ m

2

耐火 Ｑｴ ｦ ｩｾ 0 2時1111認定品 O t =120以 | O l  =100以 1'， O t =IOO以 1 OW-2217:; 

巡 ￬ｾ ， 刊Ｇｦ ｩｾ 。0 -50以 i 6 0 -45 . 0 -40 6 0 -45 。 Ｐ ＭＵＵ ｾ Ｑｉ吋第 Ｑ ＵＷ り

1011:1変f U;院Ii 1/200で! 島常なし 0 1/200で災常なし Ｐ ＱＯ ＲＰＰ で Ａ￞ ｾＧＺＮｾ［ なし ×  

1/200でt州事、

。11: 1:材1: b  ｾｬＱＨ［ なし

1m外1111げ剛性

0 80kgf bJ l /Ei 圭)

。 。 。

。α∞kg 加10ま}政官1;r.;，.

A 伐日IT. み 亘1-1/200 1.4
m m

=  11/ 1950 

(30kg'm の砂袋で)

画- t1: 荷幣性 Ｖ ｴｾ わみ ＳＰｭｭ 以ド 。 。 。 。18.2mm< 30mm

かつ、 刊でf本に1>l ;:j'; なL

物の ｊｻｾｪ ・ ＱＧＱＱ
Ｖ ＢＮ ｾ 材料や施Ｑｊ Ｑ ＢＺ OJI見付け "1能だが、 ｏ ｊｉｻｪ ・ Ｑ け吋 ｦｩｾｴＺ が、 OJ{(j.1 け吋 ｦｩｾｴＺ が、 ピス リIjJ.< きJ J k

ｾ検討 主人 [:'1きでない ぷ人，i.'1 きでない 主人 lill きでない 。(ボードのWI に鉄阪挿入)

6 /，ニii 11: 1'. lf 企/，:i: "1. 1汁 '. If

6 J.: iijl :  1げ

fl :  1'. lf 0 乾式 j.l: l げ IlJi1! 処Fll 必要申 1. 001) 7 7 スナーの処J l lll '.

GL r，f.止は遮汗 1'，ィ、 "1

。乾式 jl : U f  

GL  1: 11; は遮汗 l 不"1 2 市(. RJI 必要

1:  ￆｾｉｾ＠ 。1011/ フロア"1能 ×  ×  ×  。I Om
2
/ 人 11

施ｊＺｦ Ｑ Ｇｾ 性 。- 0 ，&i市〈ハンドリング :11:円、 企i T( ( ハンドリング必い ×  。ハンドリングn

( 注) ・優 O 良 ム 可もし くは検討要 . : 問題あ り ×  不可
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口 防 音 ・ 防 振 ・ 伽l振

自
防 音 木 質 直 貼 床 材一集合住宅の上下階床衝撃音対策

古川 勉 松下電工側内装システム事業部

はじめに

五芯丘、マンション等の中高層住宅の床は、

①カーペットの長期使用による汚れや、メンテナ

ンス函

②ダニやカピに起因する目指息の発生とし、う健康 ・

t!ij 生 面

等の迎自により、カ ーペットから木質応材へ急、詩文

にかわりつつある。ただ、カ ーペットから木質床

材への需要の変換は、 '84年の N H K 放映のダニ

による衛生問題に端を発したにせよ、基本的には

居住者の木質床材に対する天抑l勧子の周期的変化

力対比j底に横たわっている こ とを見逃すわけにはい

かない。

しかし、木質床材はカ ーペッ トと上じ岐し遮音性

能がよ忠〈、従来問題にならなかったスリッバ歩行

によるパタパタ昔、物の落下音や引きずり音、子

供の飛びはね音等の床衝撃音に関するトラブノレが

発生するようになった。特に、カーペットから木

如来オ4へのリフォーム需要が物日するにつれ 「フ

ローリング疏音公害J 1: ｾ 、う新言告ができるほどの

社 会問題にまで発展した。

そのような背景のもと、当社では、住宅におけ

る快適な音空間の創造を目指し、防音性能 (J IS

A1419の L - 55レベル) を付与した木質床材の| 刑

事Eに着手し、 H召平[161年 12月に 「ウッデ、ィ 55J とし

て発売した。 それ以降、市場の防音ニーズに対応

させながら、王ル伏ではカ ーペット並み (L - 40) の

防音木質冴ミ材「ワッテ" . - ( 40J を販売するに到って

L、る 。
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図 1 床衝撃音レベルに関する遮音等

級の基準周波数特性 とその呼び方

(j IS  A l 419による )

商昂の概略説明

1  ) 接着剤による直鮎工法

木質床材は木造戸主主住宅を中心 lこ普から大引根

太の上から釘打ちするのがー鳴量的であり、初期の

マンションのほとんどの木質床材の取りイ寸けは、

それに類似 する工法を採用していた。 しかし、カ

ーペッ ト敷きに比べて階高 l幻百〈、各部屋の取り

合い音11やドア等の1m口部へのおさまりを考えると、

カーペッ ト敷きと同程度の階誌を保持して木質床

材を施工する必要があり、スラフ清からの床材の

許 容 厚 さ は 15mm程度( 悪くても 2Omm) までであ

る。又、防音性能の面 から考えても、 半島! cj 庖工に

比べ接着剤による直J! 占工法の方が有利であり、 コ

ンクリ ー卜 と木質床材とのII占り合せ品質を刊倒呆で

きる接着剤の開発とあいまって、スラフヱに扱者

斉IJ で現芝材をlt占り付ける施工方千去がとられている。

2  ) 防音性能に対する考え方

マンション等の集合住宅における上下附1mの床

術懲音は、 ]I S により重量;床街道事背と経i山末衝撃

音に大月IJ される 。 丞由来衝撃音とは、子イ共の走り

回りや飛びはね音に代表され、その改善にはスラ

ブの構造そのものが大きく寄与し、その lやでも特

に、スラプ瓜スラブ面積、スラブ密度、スパン

比系 梁 の 状態等でおおむねその改善也のt! t l 定が

できる 。又、軽f o 'ff;.jCt白書室音とは、 物の落下背や精

子 ・掃除機等の引きづり音 l二代乏をされ、 その改善

はスラブ上に施工される床イ土I二材の租改良によると

ころが大きく、 同一椛成でも各々の組み合せに使

用される材料の程瀕により、改普iEに与える効果

は千差万別 となる 。

材を施工し、建物の界床全体の防音性能を考える

場合、表面イ土上材としてメーカ ーが供給する防音

木質床材に期待される効果は、経企床術ｾｾ音にた

いするものと考えるのが自然である。

、一般に床衝撃音レベノレを表わす尺度として

は、 ]I S A1419による等級が用いられており、 図

1 に示す等級曲線を各周波' 数帯域において下回る

とき、 その L 官立を探用する。 そして、 その Lf i立を

用いて 日本建築学会て1立、集合住宅の居室に|刻し

て表 1 のような基準を定めている 。

3  ) 商品の品揃え状況

当社商品の. ; = ' t OJ 前えは前記で述ペた軽量床fIDi ' 撃音

に対する各防音レベソレ月IJ の品揃えがなされており、

商品名に付記して いる数字もそれに対する L 値 を

表示したものである。又、それι汐トに、フロアー

のJt占り上り外観iン リ エーションをもたせるため、

ウッディタイプ( フローリング形状) と、エース

タイプ( 階段雁行形状) の 2 タイプを品揃えして

L、る 。

表 2 に、商品の主なものを一覧表として示した。

あとがき

防音木質j紛れま、その性能の主眼を |妨音性能に

置いているのは 言 うまでもないが、そのｔｬ ￎｊ 従粂 ｩｾ 二

として床材としての基本機能を満足させる必要が

ある 。当社では、戸建f主主と・用木質床;j<;He約 20年 以

上 tこわたり生産し市場にt . ! ! 非合しているが、それに

対する言刊面もおL けられてし、る 。表 2 に列記した商

品については、各商品ごとに技j I f i で資料カt整古市され

項目ごとの試験結果がまとめられて L 、る 。参考ま

でに、その許可田i項目のみを列記すると 表 3 のよう

実際のマンションに厚きが20mm以 下 の 木 質 床 になって い る。

表 1 建物別設計 目標 値 ( 日本建築学会基準)

表 2 防音レベルと形状別品揃え一覧表

lX 

ウ y ディ タイプ エースタイプ

フロー リング形状 階段版行形状

L- 40 ウッディ 40

L- 45 

ウッディハイカラスーパー45 ウッディスーパー45

ウッディ 45 - ウッディ 45エース

L- 50 

ウッディハイカラスーパー50 - ウッディスーパー50

- ウ ッディタイ/ レ50 - ウ ッディ 50エース

L- 55 

- ウッディスーパー55

- ウッディ55エース

表 3 技術資料掲載の主な試験項目

現場における床f画祭Tf レ ベル彼定イili:

球術E控? ? 遮音性能| 生活背に対する床術務Tf レベル

振動低減効果:

硬さ適性と転倒j時の安全性

耐荷量性能

積載荷量試験

Et淡はく 縦試験

;尽熱繰り返し試験

温熱試験

引っかき破] 皮試験

耐摩耗試験

汚染試験

一般項目

建築と社会 ・1993.12 51  



口 調光・遮光

調光・遮光技術、商晶の概要

高橋章夫
旭硝子側大阪支l苫硝子建材技術部長

はじめに

カ、、ラスは光を透過する 11佐ーの無機透明材料として、鉄、 セメン卜

と共に建築にはなくてはならない主要材料である 。

建築におけるガラスの基本的な役割以開口部材料として光、葬礼

昔、水、空 金!i;のIljljf iEPとL、う機能面にあったが、カヲスヵマ!If . 色透明

のものから熱線l吸収カヲス の誕生てもを持ち、 またカ万、、ララス表而への

反射! 膜l院英?形膨成技術ててで、吋{空まれた葬製! 百昨干泉反射カ万、、ラス ( ミラ 一カガやラス) のIJ

により札、テデ守ザ、イン而てで許も大きな関わりを持つに至つた。

近年の建築はますます高層化、高機能化あるいはインテリジェン

卜化の傾向を示し 、それにともな ってガラスに対する要求も、機能

面でも、またテ可、イン而でも これまで以上に多株化、高度化 してい

る。特に調光、遮熱い、うカヲスにとって最も大きな機能分野てやは

これまでの熱線蜘|初、、ラスあるし、は熱線反射カ、ラスによ11交しでもう

歩進んだ性能、機能力主求められている状況にある 。

そのため、 ここでいは万、ラスの機能を調光あるいは遮光い、う而か

ら捉え、現状および今後の技術の概要を説明する事とした。

板ガラスの調光・遮光技術、商品の現状

板yゲラスに調光 ・遮光性能をもたせた最初の製品 (i カ、、ラスの原料

の ｉ ｾｬ に鉄、コノカレト、セレン等の金属を微 ｩｩｴｬ こ混合して発色させた

熱線i及収方、ラスであり、昭和30年代にフツレ一色、H召和40年代にグレ

ー及び、フ。 ロンズ色が製品化された。 この熱線l吸収カヲスは太陽光及

び円身ＭｲＺ熱を ＱＱ 放 Ｑ Ｑ 又によって ｉｬ ｪｬｪｦ ｾｐ する ｊ ゲラスである 。

昭和50年代になる t 、カ、、ラスの表而に反射WJ . I 肢を形成し、光J立び

FI 射をl吸収てはなく、反身打"mljf JII する熱紡仮身、lガラスの技術がHf. J発

表 1 液晶鯛光フィルムの基本特性

項 目

印加m圧

o  V  100V 

平行光線透過率 (室温) 6 % 82% 

全光線透過率 (室温) 83% 89% 

へイズ( 室温) 93%  8 % 

使用混度範囲 Ｍ ＲＰ Ｐ ｃ ｾ ＶＰ Ｎ ｃ＠

された。 この摂瓶詰反射ガラスの反射11英は化学的方法て有機金属! 院を

ガラス表面に形成し、これに熱釧l えてカ械して作られている。

昭和60年代に入るし更に調光 ・遮光性能に優れた高性能熱線反

射方、ラスが商品化された。 これはスバッタリング法と称される一極

の真空技術を用いて、ステンレス、 クロム、チタン等の金屑属3を単単I.}

または複居層『にカ万ガ、守、ララス表而上に? 防戎し fたJ ものてでp二、昭和5印0年代の熱線反

射カ万、、ラスに上比ヒ凶1較3攻交して、 反身射rサl!I英のノパパミf、リ エ一シヨンカがf大 き〈仁、 それにと

もなつて、調光 ・遮光性能あるいは色調而でも格段の向上が実現さ

れた。

これからの調光・遮光技術、商昂の概要

前工頁て述べた前j光 ・遮光商品は、主に性能、色制等の検討から 品

種が選択され、窓に取りやl けられるが、色、透過率などガラスその

ものの性能や料、| 主は取り付-けた後では変える ことが出米なし、。 その

ため、窓としての不? 性を変える必要がある時には、カーテンやブラ

インドなどを? ?針置し調整する こt になる 。

ところが近年、エレクトロニクスや屯気化学的技術あるいは感illl

材料の開発等を利則して、色や光の透過率あるいは透枕| 生など窓と

しての特性を変えることカ ｦ ｬｾｬｬ ｾ とる市機能ガラスカ可 ＱＳＱ 日 Ｑ 化 または 問 先

途上にある 。これ らについて簡単に説明すると次の通りである 。

液晶調光ガラス

ｈｾ 品調光ガラスは ｈ｢ ｬＺ，の特性を利 ｊ ］ｲ］ ｊ し、電気の ｏ - OF F  によ

って透明状態 t 1)1: 1政状態を待るカヲスである 。 その基ーや構造は図 1

に示されているが、 2枚の透明導' ; [ 111則寸のフィノレムのII ¥J に液品と樹

JJ 旨を混合したものを均一な厚みて光嘆し、 そのフイノレムを H文のヵー

ラスの1mに封入したものである 。

液号 、 111 .' 

ｬ Ｚｯｏ｀ｯｾｾ Ｑ＠ ｾ＠。'd@。、J

〆 ， ポリマ一

、 マトリクス

l11 

lF ♂》|?

13W/m'  
図 1 ;夜品調光ガラスの基本構造 スイ ッチ OF F : 散乱 スイ ッチ ON: 透過

消費屯カ( 室ね)
。

( 100V時)

応答速度( 室温)

O N - O  F  F  5/ 100秒、

o  F  F  - 0  N  1/ 100秒

図 2 液品調光ガラスの動作原理
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透明導屯)J 英に挟まれている液品 t 樹脂の聞に電圧←で般には交流

100V) がかかると ( ONの状態) 、液晶の方向性が屯界方向に揃 う

(図 2 )。このとき、液1111 と透明樹脂の聞で屈折率が揃い、光は拡散

せず畝立し、透視性が得られる 。電圧をとり OFF の状態となると液

晶はランダムな方向となり、周囲の樹脂との間て、、屈折率が揃わず光

が界商散乱し、手u;:: ，色となり、透視をさえ ぎる状態となる 。ただし、

この液，ｾｾｩｬｊ ｭ 光方、ラスは光を散乱するだけなので、透過率を変化させ

ることは出来なし、。表 1 に液晶調光ガラスの基本特性のーイ列を示す。

エレクトロクロミ ック詞光ガラス

エレク卜 ロクロミ ック訴j光ガラスは電気を流すことにより材料の

色や光の透過率が変わる材料にれをエレクトロクロミック材料と

言 う) を用いて、調光 ・遮光機能を持たせたガラスてある 。基本構

造は図 3 に示すように、 2枚の透明導電方、ラスの| 制にエレ ク 卜ロ ク

ロミック膜( 酸化タングステン) と電解質カf封入されている。 この

酸化タングステン ( W0
3

) は次式に示される者消色反応をする 。

( + )  ( ー) {t 色

WO.  +  x L  i  + xe 二二 Lix WO.

{ 透明) 消色 ( ，0.<色}

すなわち Li イオンが W0
3
!l英 ):1-'に入る還元反応で着色し、 青色の

タングステンブロンズになり、電圧を反転し、 Li イオ ンカf離れて酸

化反応が起こると iili 色し、透明なもとの状態に戻る 。

表 2 はエレク卜ロクロミックガラスの応答H寺l悶と可制光線透過率

を示したものであるが、 20%ー75%の範囲て自由にコントローノレす

ることが出来る 。 また図 4 は W0
3
系エレク卜ロクロミックガラス

の分光符性を示したものであるが、着色状態ていは赤色から近赤外域

の光が強〈吸収されており、外観の色調は青色となる 。なお このガ

ラス色は屯気を OFF した後でもある 11寺聞は色が保持されるメモリ

一性がある 。 このため、音色を正樹寺するための電力は極僅かである 。

但し、このエレクトロクロミックガラスには明i l . : ( : E のところ、大而柏

化、高速応答性、多色化、 高耐久性化など角刊とすべき謝rnは多く、

建築用途での実用化に はもう少し時聞が必要である 。

その他の調光ガラス

その他の調光 ・遮光方、ラスとしては光によって材料の色や透過率

が変わるフォトクロミックキオ料( ノ、ロゲンイ凶R) を手IJ mしたフォト

クロミック調光方、ラス、あるいはiJA. 1支 ・熱によって材料の色や透過

率が変わるサーモクロミック材料を使ったサーモ クロミック調光ガ

ラスなどカq i ) f究されている 。前者は眼鏡やサングラスなどで実用化

されているが、建築への応用となると、応答性、大而初化、耐久性

等の課題が多〈、まだ実用化には至っていなし、。 また後者について

は実用化は先になると予恕される 。

おわりに

五μ 二、調光 ・遮光ガラスの技術、商品の概要について述べた。 、

れからのインテリジ、エン卜化社会に向い、ガラスの1寺性をコントロ

ーノレし、より快適な居住空間を実現すると 言 うニーズ、はますます高

まるものと予想される 。 それに対応出来る技術のシーズも多〈存在

する 。但し、主l ! ; 築特に窓、 Hf. J 口部への応用となると、大而杭化、耐

久性、多様性、コスト等、解決すべき課題は多〈、これらのガラス

が汎用的に普及するには{ 可らかのブレークスノレーが必要であろう 。

表 2 エレクトロクロミ ックガラスの

応答時間と可視光線透過 率

応答時間

着色

消色

分

一

%

一

%

4

一

O

一

万

(外部使ITJ の場合は 、uv カッ トフィノレターが外四' ) に装れ

きれ ます。 )

図 3 エレクトロクロミ ックガラスの基本精造
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口 調 光 ・ 遮 光

鑓
瞬間調光ガラス

近藤正之 日本板硝子側大阪支広販売促進線

はじめに

今円、 yゲラスと我々人IIIJ のl刻わり は、光のエヰ、

ノレギを1'1' 立ちとして緊密なものとなってきており、

処築においても、カヲスと L 、う透明性、採光性を

持ちながら、内音11 と外吉11を気候的に完全に分間Itで

きる材料を手に入れることが出来た。 Hf I 口部とい

うものは、 ιI ! 築にはなくてはならないものであり、

内部に生活する人々に物理而、精神間の両方から

快 適 性を与える役目をしてきた。 しかしその反面、

その透明性放に、干Tエ オ、ノレギ一、 1' 1射、音、安全

性、秘密性と 古っ た聞からは、建築制持成する 他

の昔11位である壁、! 末、天井、属中艮等に使用される

イ也のキオ料とは、イ史J ll i去( 二おいてま ったく5 ) 11の革lli し

さがあるのも事実である 。熱、昔、光の出入りの

大部分がImu 剖iからであり、そのコントロ ーノレは

故も重 ｉｾ し ｌ 、 。 ｉｬ ｦＮ ｬｮ Ｍ ｦｦｪｬ は、 ｉ ￀ ｉ 音 Ｑ Ｑｾ ｬｩ ｬｊ に快適性伝取り

入れるとともに、冷房負荷の明大や、籾身拶! ¥など

の不快"l!1.¥t; をも取り入れてしまうことになる 。 さら

に外装 ・内装を 川わず、プライパシー ( 秘密性)

の問題も 発生する 。特に、近代においては、 X 線

の発見により人体の'1'; '僚と外皮の|刻係が人びとに

ｾｲ ＮＺ ｉ［ Ｑｬされたがごとく、近イ社主築におし、て人々が透

明性にあこがれ、それ以前の石に代表される重々

しいA立を耳R り払い、主夫'j'l' とガラスのカ ーテ ンウオ

ーノレと t 、う、情造における透明性を有する建築物

の概念を具体化する雄築が出現してきた。樹立の

主主築物J においては多俗化が進んで‘ いるが、 その '-1-'

の一 つの方向て¥ぽ面カ哨III [ 百万ラス張りの傾向も

強ま っ ている 。 人々の ｉ ｾ ｉ 然光や 眺 望に対する欲求

の強さを表しているが、このように欽什とカラス

カーテンウオーノレい、う透明性の概念ぞ具体化す

るｾ築がｴｩＺＧｲ ｬｊ［ＡＧ すると、従来の Ｑ Ｍ Ｑ ト ＱＱＱ 音 Ｑ Ｑ い、う、概念

や定義がil 'i うたし快適な室内空1111の実現のためには、

光と熱の透過を:--i1 と質の両面から司J枇査する必要が

生 じてくる 。 さらに別代の建築は、コンピュータ

などによるマルチメディアを、そのrl' に取り込ん

でいる 。 そんな場面{ こおし、ても :O，'il光カラ スはその

智'j: JNι 性を発nfi している 。

液 品 シート

調光ガラスの構造

制 光三ゲラスは、 1丘i原の入切により I! 舜" 寺に曇ガラ

スが透明ガラスに変化 するものであり、液品シー

トを図 1 のように 2枚のがラスの間に挟み込んで、

製作した合せガラスである 。液品シートは、 2枚

のポリ エ ステノレ! 肢の内fWIに透 明 導f印英を コーテ イ

ングしである 。通屯しな t 、状態ては、 図 2 のよう

にj夜lT14分子の方向は不恕羽IJ て、あり、入射光は液lI14

カフ。セノレの表面や|人j古11で-1&乱 ・l吸収されて散乱光

になり、反主判! リの{創立凡 えな し、。 この泌品は屯界

) I 向に整例する性質があり、 図 3 のように導屯) J 英

に通屯すると 、i政113が方、ラス面に対して直角方向

に型車列し、光は直進し、透明ガラスと同じように

j対抑制にあるものが比える 。

調光ガラスの使用例

1987年に発売以来、外装窓や役員室、 J芯4妾・会

対話ぎの1/¥11士切などで数多く採nlされてきた。 ここ

で、は、 11ぷ丘の例の '1' から建築技紳((I") あるいは効果

の商から而 l'=ll 吐 J"j:iylJ ぞ紹介する 。

( 1 ) スカイライトへの採用

この例は、病院で 2 つの IC Uの中央に配置さ

れ て い る 制11j怠 ヒ古11に制光カヲスが使用された。

淵光ガラスを不透伐にして、室内に散古L光を取り

入れたり。調光ガラスを透明状態にして直射光が

室内に入り 込むように している 。調光カ、ラスは機

械的な却lJ{i三が一 切な くメン テナ ンスフリ ー が実 現

さオ1 る。

( 2)  1吹{象 スクリーンとして

梅出スカイヒツレ展 ｓｬ 古の「ヵ，ＮＮｾパー」と呼ばれ

る ｴ 失型に ￬ｬｾ 出のアイテムとして Ｑ ＡｩＡわれたｦｙ ｬｊ ｯ 凶 ｪ 羽

毛ナ澗光ガラスで|瓜み、ガラスから約 3 m の距再i主に

4 台のプロジ. ェクターを設澄し、映像を投Mする

柿成にな っており、制光カヲス制止1立して ご く短

時I i IJで入t りする 。 人I i IJ の目には尖物の模型! : Jilii. t象

が交錯し不思議な見え方をする 。

( 3) ファサードでの使用例

処築のフアサードに使附された伊IJ 。透明と 不 透

明が プログラムに従って組み合わせてある 。様々

なノ 宇ターンを動かすことにより、ディスプレイの

透明電導腹

効果を 出し て し 、る 。 また西日などがｾＪ＼ 差 し込

む状況で、太陽角度に応じて: 必要な部分の調光ガ

ラスを不透視にして直射光が入り込まないように

することもできる 。 ドア部分にも調光方、ラスを使

い、人が近接してくると透明になるような ffi1J{乍を

させている 。

調光ガラスの今後の方向と建築への応用

制光カラスに|測し、最近では大規説な建築物に

も採用が検討される ) ] 1有l にあ る。各 極コンペなど

で、干鈴鹿的に総集がなされるようにな ってきた。

今後の建築をttg定すると、制光カヲスはより

きな快適性と、平IJ 使性や省エオ、ノνギ一位、新し L 、

外事ｾに よるステータスや新主 ｬ ｉ Ｇ 性などを生み出すこ

とカサりl侍される 。

快適性い、うなl味では、 全面ガラス径一や届線に

よって自然光をふんTごんに取り入れながら、過度

の 円光や有三均一 なグレアを |坊J I : でき、個人の好み

や斜d奇|人l符に令わせて，l ! n J 3 ! のみで. なく、窓や トッ

プラ イトと の透過率の配分で|当然光の方向性 も例

人個人に合わせコントローノレすることも可能にな

ろう 。利便性という点ては、これら調光ガラスの

持つ機能が I' l 酬がJ に変化する) ] が一見優れている

ようであるが、さまざまな条件に対しての自 EI:II.立

がなく、逆に不快となりかねな L 、。

したがって、光センサー . t日d度セ ンターによる

ｉ ｾ ｉ 出 ｊ 澗皇室、照 明 システムや空調システムと連動さ

せる集'1:'flj l)1if Jl I正当然の こと、ピノレのゾー ンやイ1l! 1人

の女子みと 状 態に令わせて償|人で. 設定がで3 るよう

な能力が必要である 。

このように制光ガラス白{ 本の性能の向上Tごけで

なく、それをイ邸、こなすための総令的な、広い意

味での使JTI部岐の桃築が必要で、あるのはいうまで

もない こ とである 。

ｩ 従品方式 ｩｬＱ Ｑｾ 光カヲスは今後さらに透明性の改良

をすべ〈努力があtけられて L 、る。 これらの調光万.

ラスを芋II J' II してガラスタは笠全体をデザイン的 にも

優 れた情総 機能 をも ったり、個々の窓やノ f ーテシ

ョンが表示機 ｦ￬ｾ を持つ こと も可 ｴ ￬ ｾ となろう 。

これら淵光ガラスはまさに 21世 紀 を リ ー ド す

る 処 蜘 版 制; として期待される。

透明電導旗

中間膜

図 1 構造図
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口 問 光 ・ 遮 光

光拡散断熱複層ガラス

長橋健一 旭硝子側大阪支庖建材開発課

はじめに

普から日本人は、強い直身わEより和紙を用いた

障子など、光' a : ' 桜j j- j { させた" やわらかL 、光" を!l 子

み、多用してきた。現イ町二おし、ても“ やわらかい

光" のニーズは大きく、新しし、者11市建築、住宅に

おいて、新い、材料制定いながら、その室内外を

“ やわらかし、光" で演出し た例が増えてきている。

これらのニーズにこたえる製品も幾泡 ｾｎ かある

が、光弘育制J果カホ十分であ っt:. 1) 、光長崎文材料

としての印象力需lJ. l 、のカ草苑状である 。

今回紹介する光むよ制自関与複廊ガラスは、 “やわら

かし、光" . 述践な透過率・遮荷主E挙" 及 び "t#f書作性"

が要求される共有空間のアトリウム、 トップライ

ト等 の用途として、自信 を持っておすすめする 。

構造・特徴

光七よ散凶f努!f複} 百ガラスは、複! 百万ラスの問に、

新紫材“ O K A P ANE " ( アクリノレストローノ叶、ノレ)

または、カヲス繊維不織布を封入し、光拡散性、

陸 ｲｲ 勲性、 ｊｾ 匠性を大きく向上させた新しし、関口昔日

材である 。

図 1 OK AP ANE タイプの断面図

表 1 ソフトペヤの光学性能・熱性能

OK A P A NE タイプ

独 ・O K A L U X社 製 の O K A P A N E を封入した

タイプで、 O K A P A N E のノ司、ノν にな匠性向上の

ために、両面をカ、、ラス結! b t : f主不#初vでサンドイツチ

している 。独特の質感があり、更に凶間性が同一

構成の→没複j宵ガラスに比べて、 1 0 - 2 0 %向上す

る。

O K A P A N E は、而:的夫七主、市t鍔V性に{ 憂れた材不斗

である 。また、複層ガラスの主主安V( i i と同じJ平み ( 12

mm) なので、特に固定せずに安定 する 。 (図 1 )  

ガラス繊維不織布 1枚タイプ・ 2 枚タイプ

カ、、ラス枇キＡ主羽鶴布タイプ ｬ 立方、ラス繊 ￑ ，ｵ ｾ を樹 Ｉ Ｑ 旨 で固

めた弓' * 協布を被用方、ラスに封じたタイプで、有三織

布の枚数で、光羽よ散効果 ・透 過率 ・隠ぺい l支を選

択で、きる 。

方、ラス繊維不4翻慣のj平みは 0 . 4mmで、複層カヲ

スの一方のガラス商に両商テープを 2 短辺に用い

て固定する 。 テープは無色透明のうえ、 j写み 1 mm 

幅 6 mmであるため施工後はほとん E 目立たな L 、。

カヲス経! bt : f主不品卸lil ま辛口紙て言 うところの議官協E

のような表情を持ち、而判事E性 ・而 槻 性 tこ優れた材

料で、テープも、強度 ・透明性を持ち、耐候性 ・

図 2 ガラス繊維不織布タイプの断面図

可視光線( %) 太陽光線( %) 葬品質i荒率

反射率 透過率 反射率 透過率 kcal/ m'hr.C  

OK AP ANE  FL3+ A12+ FL3 30. 2 26. 7 26. 7 22.7  2. 22 

FL5+ A12+ FL5 27. 7 25.4  23. 1 20. 1 2. 19 

FL5+ A12+ PHW6. 8 26. 8 22.0  22.4  16.8  2.18  

ガラス不織布 FL3+ G Ml +A6+ FL3 27. 7 35.6  24. 9 30.7  2.70 

FL5+ G Ml +  A6+  FL5 22. 8 30. 0 19. 3 24. 1 2.66 

FL5+ G Ml +A6+ PHW6. 8 23. 7 23. 3 20. 1 18.1 2. 64 

FL3+ GM2+  A6+  FL3 35. 8 18.4 32. 0 15. 7 2. 56 

FL5+ G M2 +  A6+  FL5 33.0  15. 6 27. 7 12. 3 2. 53 

FL5+ G M2 +A6+ PHW6. 8 33. 1 12. 7 27.7  0. 97 2. 51  

※ 光学デー タは、j l S R3106に準拠した測定値。

*l (ili は、性能を示す一般的数(1立であ り、性能を保証するも のではありません.

市持品性に優れたものを採用している 。 (図 2 )  

性能・耐久性

複層ガラスとしての性能は、→l安即百ガラスと

同様に恒温:1宣ilft. ( 60.C. 9 5 % RH)  120日間l曝露て

露点 - 60.C 以下にな っており、防関牲の耐久性は

問題な t 、。 また、ワェザーメータ一、恒温恒湿H暴

露において、光弘背けオの策変、変色も見られなし、。

また、光学 性能は、 JI S R3106l 北朝し、 表 1

のようにな っている。熱響1] れ牧言将卒に用いる室内

側、室外側IJ 総合自身' i J I 及収率、遮面安係数につ いては、

光拡散効果があるために、 一弛複層ガラスとは同

様のiRl J定 ・計算ができないので、 実i則データによ

く 一 致する葬持 ｉｊ れ検討用の性向 ｾＱ￼ 立を ＵＩｉ ｊ 途 ￬ ｗｉ 定し、

検討手法を求めた。

おわりに

やわらかい光のニーズに答えた光拡閑却「熱被層

ガラスは、アトリウム、 トップライト等だけでは

なく、幅広く開口部に使用できる材料と思われる 。

かたいイメージになりがちな万ラスにあ って、キ目

反するやわらかいイメージ、守兼ねfiffi えているのも、

i西落ていないTごろうか。

写真 ソフトペヤ施工例 (水戸芸術館)
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口防火・耐火

防火・耐火技術の概要

作本好文 新日本製銭側建材開発技術部部長代理( 工1尊)

はじめに

鉄' 局は不燃材料であるが、高温では強度が低下することから建築

基準法により耐火被覆( 以下、被覆) が義務付けられており、被覆

材料は、耐火時間に応じて建設大臣の指定材料から選択することと

なっている 。

我が国における被裂の 9 筈Ij はロックウ ーノレ( 写真 1) ていあるが、

吹付-け材料であり、そのままでは美観に問題があること、アルミカ

バーなどでイ凶正すると見付幅が大きくなることなどから、鉄骨本来

のスレンダーな外おZをデザ、インに生かすことがで3 なカヨった。 また、

被覆工事の作業環境や周辺への飛散などの問題もあり、被覆の無し、

鉄骨造の実現カ望まれていた。

1988年、 「建築物の総合| 坊火設計法J ｬ Ｉ ｴｊｾ提案されたことで、建物の

火5之条件 ・設計条件や使用材料の性能から総合的に防災安全性を評

価す る設計手法が実用化された。 このような研究により、新 しい材

料や工法の開発の道が聞かれ、被覆の無い鉄骨造建物の設計が可能

とな った。

近年、特に注目を集めている新材料 ・新工法は、

⑪ l欣 鋼

②耐火塗料

G浮岡管 コンクリ 一卜 柱

などである。 また、海外では、鋼管柱などの内部に水を循環させて

鉄骨田直の上昇を防寸「水冷鋼管構造j が実用化 されている。

ここでは、 これらの新しい材料、工法の製織と 実施例および今後

写真 1 耐火被覆の外観

の課題について紹介する 。なお、耐火鋼および耐火塗料については、

詳細をそれぞれ各論に述べる 。

新しし1材料・工法の概要

1仁. 耐火鋼

耐火鋼

り札、鋼材そのものの高温強度を高めた新しい建築構造用鋼材ててで、や二、¥、耐

葬努! 叩J直支は60∞O.C と普通鋼( 臼35印O.C) の約 2倍と極めて高い。耐火鋼を

使用すれば、火災時に鉄骨 ￬ｽ ｩＡ ｊ ｊｴヵ ｾＶＰＰ Ｎ ｃ 以下となる建物Ｈ駐車場やア

トリウムなど可燃物の少ない建物) てやは然破覆となり、 600.C を超え

る建物( 事務所や物販など可燃物の多 L、建物) てやは、被覆厚を? 従来

より軽減する ことがで3 る。

写真 2 仁、耐火鋼を現在被覆て使用したアトリウムの骨組を示す。

鋼管を使用して型的主張で極限まで制くした鉄骨が、方、ラスの透明感

をより 一層ヲ |き立たせている 。

耐火鋼は、現在、このような無被覆の用途に使用されているが、

今後、 さらに普及するには、可燃物の多い建物に採用される ことが

必要で¥この場合、例えば、耐火塗料など新しい被覆材料と組み合

わせなど、効果的な工法の開発が課題である 。

2 . 耐火塗料

耐火塗料 3)は、 主成分のポリリン酸アンモニウムなどが発泡して

断勲l主を発揮する新しい被覆材料てや、臥)1、|て。はすでに 20年の使用実

績がある 。

写真 3 は、イギリス製の耐火塗料( 外部用) を使用した事務所ピ

写真 2 日本長期信用銀行本庖

( 設計 日建設計、胞工 ; 竹中工務庖)

写真 3 長谷川ビル

( 設計 . 長谷川紘都市建築研究室、施工 。川田工業)
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ノレで、スレンダーな鉄骨- がユニークなファサードのデザ、インとして

生かされている。なお、この例は耐火鋼に塗布したものであるが、

ららぽー t スキードー ム吋など、普通鋼に塗布した実施例も近年増

えている 。

耐火塗料、特に外部用についてはその耐久性に懸念があることか

ら、今後の研究で、耐久性に閲する号刊日i防 法 やA樹寺 ・管理の手法が

微ヨ; されれば、さらに普及が進u ' ものと 期待される 。

3. 鋼管コンクリート柱

鋼管コンクリ ート柱吋ま、鋼管と充填コンクリ ー卜 の合成効果に

より強度や| 耐性を高めた構造てあるが、火災時に、鋼管カ稲村1を失

った後も内部のコンクリートが荷重 を支持することから、耐火性能

にも優れており、防択で広〈使用されている 。

写真 4 は、我が国で初めて鋼管コンクリート柱が無被覆てい施工さ

れた事務所ヒツレて、ある 。柱の外観を写真 5 ( こ示す。

鋼管コンクリー卜柱は、現在、耐火時 ｉ ｴｾｪ ゃ ｾ￭ｬｨ 力比に 制 限があるな

ど研究調理はあるものの、今後、広〈普及することが予想される 。

4. 水冷鋼管構造

7 } ' < 冷鋼管構造は、鋼管部材の内部に水を循環させ、その蒸発潜熱

てい火災による加熱を防十構造であり、臥沫では2日Fの歴史がある。

写真 6 は、ドイツのハノーパー市に建設された事務所ピノレ 6)で、冷却

用パイプを鋼管に内蔵した新しいタイフ。の水冷鋼管構造( ダフツレチ

ューフー方式) てかある。( 図 1 ) 。

将来、我が国でもこのような構造の勉物が実際に建設されること

も予想される 。

まとめ 図 1 ダブルチューブ水; 令鋼管構造

札上、近年注目されている新しい |坊火 ・耐火材料や工法の概袈を

紹介した。 このような技術開発により、 耐火被裂の現在L、鉄骨造の建

物が次々に実現しており、作業環境などの改善のみならず、鉄骨造

の構造テ可、インそのものに変革を与えてし、る。

しかしながら、これらの材料や工法を使用するには、現庄、建設

大臣の特別認定が必要てあり、今後広〈普及するには、 一般化( 例

えば、碓認申請で扱えるなど) が必須 と考えられる 。

建設省では、今年度より n坊 ・耐火性能の評価技術の開発j に着

手しており 、このような研究を通して一般化が実現されることを期

待する。

参考文献
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2  Ｉ作本ｻ也、主主築構造問耐火鋼材の ｉｾＮｾｩ 副長 ｬ 交特性、日本姥築学会論文相 ｴｦｩｦＱ 品、首 ｾＴＲＷ

号、 1991、 9
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6)  O.  Honi g  f也、“ Was s erkOhl l l ng fOr den  ! :>aul ichen  srandschutz- Forschl l ng  

lI nd Anwedung" ， s auingenieur ， Spri nger..Yer l ag 1984 

写真 4 中之島インテス
写真 5 問、鋼管コンクリ ー ト柱外観 写真 6 N orCon- H aus  ( 水冷鋼管構造)
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口 防 火 ・ 耐 火

耐火鋼

作本好文 新日本製i酬 建 材 開 発 技 術 部 部 長 代 理 (工博) 渡辺 博 問、大阪支庖部長代理

はじめに

耐 火 鋼( F R鋼 : Fi re  R esist ant  St eel ) は、モ

リブデンやクロムなどの合金を添加することで、

通常の主主婦髄用鋼材( 以下、ー制問) と比べて

高温強度を向上させた新しい鋼材である 。

i弱視強度を高めた鋼材としては、従来か らボイ

ラーチューブ事や圧力容器用の鋼材などがあるが、

用途が雄築構造用ではなし 、こと から、 j割安性 ・加

工性に劣る こと、 イ匝耐l斤干格各勧カがヨ唱1高葛い ことし、;常3活判詰釘i沼E

が規待に適合しないことな E の問題がありk 、建築

h椛時造用鋼材としてそのまま f使史用することがてて、3 な

かった。

耐火鋼は、これ らの問題を、建築構 造用として

の用途を前提に、新し L 、成分系と製造法( i 割安I主

主ヶ保持し、常温と高i J i l ，_ の強度をバラ ンスさ せる技

術) の開発て克服した材料で、耐火鋼を使用する

ことで、耐火被夜( 以下、被夜) を! 経i'"え あ る い

は建物の用途によっては無くすことが可能である 。

400 

III 200 

白

」

“  の

ＱＰＰ ｾ＠ YIロYi el d ooint r¥ 

一一- N S FR 490A ( FR 鋼)¥，

一-- S M49日A (一般鋼) ・ 、、ー

T emoerat ure ('C)  

図 1 鋼材の高混強度

写真 1 ベルリボン駐車場

217  

(N/mnl) 

( 設計新福井建築設計迎合、結工. 熊谷紹他)

ト調」
¥マ? F 1

写真 2 問、 室内 風景
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耐火鋼の特徴

而わド鋼の特徴を以下に示す。

( l ) 高混強度がーイ雌岡と 比べて著しく高 t 、。

耐火鋼の高温強度ｾＨ降伏点Ｉを、 ｓｍＴＹ 仮岡を例

にー吻婦問と のよじ校て図 1 ( こ示す。 一品矧司は 350・c

近辺て" ｾ Ａｩ［ｩＱｦｩｴｭｬｦｬｦ ｩ直 ＨＳＲＵｎ / l11m ') の2/3まで低 下

するが、耐火鋼は 600・C まで、この値を保証する 。

［相 ｾ ￬ ｎｬ ｌ 規 十ｂＱ直 の Ｒ Ｏ Ｓ ＱＺは長期許容応力度に相当す

る。 火災と地震は同時に考慮しないことから、建

物の自重を支持できる強度、すなわち 、 副切許容

応力 j支が火災l時に必要な強度である 。

ＨＲＩＧ ，ｾｲ［ ￬ￆ｜ ｊ ｉ 寺の前 言 Ｑ Ｍ ・ 施工は 一 自慰問と同じであり、建

築用鋼材としてそのまま使用て3 る ( 常品目寺性は、

j割安椛造用圧延鋼材の規絡に合致する) 。

また、 ー鳴賂闘と同等の溶般性を有する。

耐火鋼の用途と実施例

耐火鋼の市: 開討加支は 600・C であることか ら、可

燃! t 1 I ) が少ない、あるいは空間の大きい建物、例え

li 降、

(1) 駐車場 (2駅ヒツレ (3)アトリウム

(4) スポー ツ施設 (5漢 停滞官・博物館・展示場

(6 )-ぺン トハ ウス

などでは、火災11寺に鉄骨i1ii J支が600・C を走百えない

ことから一般に然被貌となる 。 また、可燃物の多

い建物Ｈ ＢＱＺ 問先 ｦｾｲ ピノレなのでも、鉄 ＧＱ ｾ Ｑ を外昔 Ｑ Ｑ に露

出した建物( 外音11鉄骨建物) では、鉄' 白力市主核加

熱されないことから、同様にｾＮ待度額力市 ｔ 能である。

以下に、駐三|工場、スポーツ施設および外部欽' 白

星I! 物 の実施例を紹介する。

ＨＱｾ、ノレリボ‘ンヰｄｬ ｉ 場Ｈ 写 真 Ｑ 、 2  )  

写真 3 常滑公園体育館

( 鍛制. 住宅都市盤備公団、環境デザイン研 究 所、

施 工 西 松 迎 鮫 他 )

福井市に建設された l駐車場では、耐火鋼を使間

することでiザi るく清潔な空間が得られた。 このよ

うな自走式駐i車場では、規棋( 床面積 ・階数) に

係わ らず、斜、城主税とすることができる 。

(2 )常i官公園体育館 (写真 3 )  

愛知県知骨市に建設された体育館て、は、立体 卜

ラスによる 100. 8mX  50.4111 の屋根を 4 周 の 大

トラ スで支1寺する桝造で、 この トラス に耐火鋼が

使用されて L 、る 。格子状の鉄骨とガラスが美 しく

調和し、減却されたテ可、インが実現されて t 、る 。

(3)乃オ寸反 N A T S U ME ヒツレ( 写真 4)  

東 京都港区に建設された事務所 ヒツ ν て Ｑ 立、 ｾｉｊｕ 令

官日に設けられたプレース架緋に耐火鋼が使用され、

非常階段用のプラッ トホームとの組合せてil i!{o快な

ファサー ドが待 られている 。

まとめ

以上、耐火鋼の特徴とｾ ＡＧ Ｎ晃被額使用の例ぞ紹介し

?こ。

耐火鋼は、鉄そのものの而: 開v性ぞ改善すること

で、建物の用途によ っては耐火被覆を無くすこと

ができる新しし、建築構造用鋼材である。

耐火被磁を無くすことで、スレンダーな鉄'11' を

建物のデザ、インに生かすことができるとともに、

l明るく清潔なさ出1J :a-指IJ ，':l-!，すること力市I能とな った。

写真 4 乃 木 坂 N A T S U ME ビル

( 設計環境設計綜合建築事務所、施工 ー大木i I ! 般)



口 防 火 ・ 耐 火

発泡性耐火塗料

加藤公属 新日鋭化学側建材本部制部副部長

はじめに

発i包性耐火塗料は、 1  - 2  mn呼担支に塗装された

塗JI莫が、高i艮l侍( 火災時) に到l英が数寸イ音に発泡・

膨日長し、凶得! ' ! 性をナ発揮して鋼材 の昇' 41r. tをt!fHt; IJする

耐火被額材であり、臨J'Hで は 約20年の仮調突がtが

あり、主として耐火要求時間 30分 ・60分用に使用

さオ1ている。

耐 火 塗料 の大きな特徴 l立、 耐火被援材の中で最

も被額厚さカ鳴く、また、→l生塗料と同様に着色

カ可I能なため、室失・13・の外都tをスレンターー に、美し

く表現て3 る点にある 。

我が国でも、J i ，ぶ丘、 ドイツ、イギリスよ り輸 入

された耐火塗料が、建物のデザ、インに生かした鉄

旬の耐火被援材として使用されるようになったの

で、耐火塗料の概漢について紹介する。

耐火塗料の概要

( 1漣 膜の構 成 と施工方法

耐火塗料は、処物の内部に使用される j室内用塗

料と、 Jl l i ¥雨に晒される箇所にf矧 ーj される屋外用 塗

料とがあるが、いずれも、スプレー、刷毛等て塗

装され、 表 1 に示す機能含有する塗JI英j習からなる

システムを手持l求; して し、る。

ベースコー トは、耐火性fiEをMi ' ! 呆するため、要

求 耐 火l侍聞と鉄'Fi の 断 面 形 状 係 数 H p/ A ( m- l) 

(H p: 火炎にさらされる断面周長、 A : 断面積)

により盆JJ 英l平さを変えて塗装される 。

耐 火 塗料ｾ事欣児に Ｑ 泡工する場合は、①工場で下

地処理とプライマーを塗装し、現場でベース コー

トと トップシーノレとを塗装する工法/ : ，@王見場施

工作業を少くして工期短縮を図ることが可能な、

工場で鋼材のブロック加工 後 に 塗 装 し て 現 場 に 搬

入する工法の、いずれかの方法で行われる。

(2耐 火塗来初 組 成 と 発 泡 メ カ ニ ズ ム

火炎にさらされ発泡!切を形成するベー ス コート

の正路或は、発泡用原料( ポリ燐若手アンモニウム+

炭イピ主成原料+ メラミン等の発泡剤及び不自燃性方、

表 1 耐火塗料の塗膜構成

塗股1('1

塗膜層形成

塗服用の主要機能

標準重装阿世

鋼材の防食

プライマー 鋼材とベースコート t を強固

に密着

2 - 3  
l，or. i品時に発i包・膨張して炭化

ペースコート ( スプレー塗装 府を形成し、断熱性を発搬す

の場合)
る。

外部環境からベースコートを

トップシール 1 - 2  保護( 耐水性・耐候性を有する)

指定色に仕上げる

独国 DESOWAG社製耐火塗料 PYROTECT の塗装シス テ

ム例

ス発生原料) とl ! J ff-' l. ( セランミックファイノ f ー が

配合される; 場合もある) 及び塗JJ染形l戎ノ f インダー

か ら 成 り 、 約250.C のi1i 1. J 支に達すると 図 1 に示す

ように、

① 塗JJ英表而の軟化 、j編曲

告溌i包斉IJの熱分解により不燃性ガス発生 ・膨 張

: a>. 燐酸刺1!lふの州平

④燐君主により炭イ凶IJの脱水炭化

以 上 の過程 を 経 て 、 発j包・ JI制長し、元の塗JI英の数

寸イ音 ｪ 写のＪｉｾな炭 化 したスポンジ状の凶開婦そ形

成する 。写 真 1 は、耐火認; 験前の耐火塗料の塗JI 英

状態、 写真 2 は、耐火試験後の耐火塗料の塗JI 英の

発 泡 ・JI制長状態 である 。

( 3)耐 火 性 能

欧州‘ |では我が国と呉なり、柱 ・梁の耐火試験方

法において戦荷加熱部殺が笑施されており、また、

力 ｛ｊ 熱 ＵＱ 切れ。代行する［場合も許容量問中Ｇ［ｪ ｩｬ ， ｾｊ 支カ執が匡 Ａ

と比 較して高〈、イギリスて、は耐火塗料が90分 耐

火まで認められている 。

我が国では、 i耐火盗事斗lま建設大臣の特別l認 定 ( 38

粂認定Ｉを待て使用されるが、銅 刷 言 ｾ Ｚ容 ｩ ｬ 出支が平

均 350.C 以下、最高450.C 以下に対して、約25ぴC で

発泡を開始して脳間帽を形成する耐火塗料は、許

容i昆度と陸rr葬! 咽形成もI'i J 支との差が少ないため、 1  

ｈ 寺間 ιｌ との 耐 火性能 ｾ ｔｬ ￯ 凶呆することは難し し 、 。 こ

のため、国内では、耐火塗料は 600"C まで鋼材言午軍事

温度を有する耐火鋼の耐火被覆材として使用し、

耐 火性絡を石'(g保することが迎している 。

加 熱

;認さ ぎ長ドイ :  き

加 熱

ベースコート発泡開始

表 面 温 度 約250・c

ー一一ト ップシール

『ーーーベースコート

細胞状発泡層を形成

議 論3一 回 る

j; 繁之! ?委主

図 1 発泡のメカニズム

(4)耐久性と維持管理

酌 J' 卜|ては、耐火塗料の耐久性能を割引liす る 耐 久

性試験プログラムが親絡で規定されており、促進

試験と実恭露試験が笑施されて L 、る 。 ドイツでは

公的機関力市「久性の許認可を行っており、定期的

な暴露試験結果に合絡することにより認可が更新

される方法て耐久性の永縦性を認めてし、る 。

また、而干火塗*-' 1のメンテナ ンスは、 トップシー

ノレの塗JI如犬1m. の劣イヒj支を制査し、必婆に応じてト

ッフ。シーノレの塗り替えが行われており、その トッ

プシーノレの塗り替えサイクノレは、屡外用塗事|の 場

合 で 5 - 1昨 閣 支 で あ る 。

我が固では、現在、 38粂認定制持て耐火塗料が

使 用 さ れ る が 、 恭 露語t耳主体の耐火試験を 5年 毎 に

実施して性能をｲＮＧｾ日忍することが要求されている。

まとめ

国内て‘ も t両立使用されるようになった耐火塗料

についてその概裂を紹介した。今 後 、 耐火塗 料 の

耐 久 性 の 矧田i苅 法 ・基準や止l備 管 理 のhi法力宝石1在立

されれば、耐火被忍 ｕ ｬＧｩ ヵ鳴く 、美 ＮｾｬＺｉ＿性に優れる特

徴を生かして、耐火塗料 ｉ ，ｴＧ ￦Ｚ に ｽ ｾｦ 及するものと期

待される。

く参 考 文 献〉

1  ) 河 凶 f也 発i包性耐火塗料に ついて， GB R C， No. 68， 

1992.  10 

2  ) 作本{ 也. 耐火塗車;1で被放した耐火鍬住の耐火性能，

GBRC.  No.68.  1992.  10 

• 

-写 真 1 耐火塗料で塗装 した 梁 ( 耐 火 試 験前)

写真 2 耐火塗料で塗装した梁( 耐火試験後)
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口防蟻・防虫・防1敵

防蟻・防虫・防徽技術の概要

大羽伸和 積水ハウス附技術本部材料研究室

t相直な居住環境営考える時に忘れてならないことのひとつに、虫

などの 「生き物J により↑ が直性カサ員なわれてしまうのをどう防くやか

い、うことがある 。蝿や蚊がブンカ、ブンカと五月蝿いのはもって

のほかであるし、食事中にゴキブリが目の前を横切るなんてとんで

もない話である 。 また、蜘献の巣が顔に張り付くような空間はとて

も' 快適とは言 えなし、。 もちろん、このようなことのないように清潔

に保つのはハウスキーピンク、、の基本であり、日常生活において注意

すれば防げる話なので、本論のテー? とは切り離して考えるべきこ

とである 。注目しなければならないのは建築胞工時に行なわなけれ

ばならない「生き物対策J である 。 それが、標記の防蟻 ・防虫 ・防

徽 (iiJO丘は防藻も重要なテーマのひとつにな っている) てある 。

防蟻 ・|坊虫 ・防徽の詳し L、ことは各論にお任せするとして、ここ

では「建築時生き物対策J の概要と考え方について簡単に説明した

L、。

防蟻

まずシロアリてあるが、世界中には 2000種に上る種類のシロアリ

が生息していると いう 。 その中で日本に生息するのが10種程、 f回受

的なものは「イエシロアリ J t  rヤマトシロアリ」である 。イエシ

ロアリとヤマト シロアリの1轍 及 び生息分布については( 表 1 ) ・

(図 1) を参照されたい。 シロアリは、| 暖かく湿気の多いところを

好む。木や土の中で生活しており、家の土台や庭の杭、床下の木の

筈IJ れ目;等に多く発生する 。イエシロアリなら 6 - 7 丹、ヤマトシロ

アリなら 4 月中旬ー 5月中旬、 wi の降った後の蒸 し暑a い日に無数の

羽のlまえたシロアリが巣か ら飛び出すが、これをim飛または巣立ち

としづ 。巣立 ちによ ってシロアリ の被害がわかることが多い。

表 1 イエシロアりとヤマト シロアリの見分け方

イエ シロア リ

また余談ながら、鉄筋コンクリー卜造やブロック造でも、内部や

訓れ目に蟻道を作って食い荒らすこともあるから、安心はできな L、。

円頃から、通風 ・採光に気を配り、いつも乾燥状態にしておくこと

である 。建物のまわりの木片、廃材、切り株等 も片づけておきたい。

さて、新築時のシロアリ防除策としては土壌処理が代表的なもの

である 。かつて土壌処理l J f J のシロアリ防除剤に主流となっていたの

はクロノレデンていあ ったが、殺虫効果や経済性の点てやは仮・れた4学識 を

持ちながらも肝臓やネI1経系統に対するダメージが大きく、安全性の

点て著しい問題があるとの指摘が研究者や市民団体などから強く日1

された。 そのため、 198伺三9月「化学物質の審査及び製造等の規制

に関する法律J に基づ き 同寺定化竿物質J として政令指定され、使

用禁止になった。クロ ノレデン( 有槻亙素系) に代わる新しし、薬剤と

しては、ピリダフェ ンチオン、ホキ シム、 クロノレピリホス等の有機

リン系の薬剤を使用することにな ったが、施工に 当つ ては次のよう

な細 心 の画｛ｬｾが必要である 。

①外部流出による環境汚染への面白抵のため、基礎の外部には土壌

処理を行わなし、。

②有機リンは生コ ンクリー卜 t 接触すると分解が早 まるため、 中

壌処理後に生コンクリー卜を打設する際には注意を要する 。

③ クロノレホリピスは急性若手| 主がクロノレデンより強〈、 1 %五L 七の

濃度では劇物指定にな っているので、 1 %以下の濃度て使用し

なければならなし、。 さらに、施工l二の安全を期すために| 坊機工

r 中は他の工事を1:1-1止し、立ち入らないようにする必要がある 。

このようなことか らi記丘て1ま薬斉Imx布の他に、薬剤をしみ込ませ

たシー卜による 土壌処理の方法 も行われている 。薬剤をしみ込ませ

たシートを地面にかぶせる方法であるが、そ の仕組みには 2 iill りあ

ヤマ トシロアリ

!.il: 

E主桜説、 床下、 土中、}' f.木 '1'、立木の綴の下、 1111苫木材'1' にコロニー ができ る

壁の ＧＡＧ に木クズなどを ｬ 劃め た よ ｾ を 作る 特 別 なよ ｾ を ｷ らな い

IJII 1 : = 木材 湿った木材 t は阪らな い i aった木材 を好む

IJ n  1 ; . 部分 ｊ 也ｼ ーから ｬＭＮＱ ￯ 、 ｬ 蚕根ｾまで I也_ I - . から近い部分のみ

1111 
7口F宅

4京 辺材、心材、食べたあ とがきれい 主とし て辺材、食べたあ t カスでき たない。

体 長、 f本 色 6. 5- 8. 5111111、i真下品色 4. 5 - 7 .5111111、i真打1色

ノ、

7  飛 び 立 つ i時期1 6 月- 7 月 4 月，!，，，，} _ 5 月'!'旬

飛 び立つ i時五1I 夕方から 夜II lJ 、灯火にliII 司王 間後む し暑い畳Jli l

{本 長 4. 5 - 6. 5111111 3. 5- 6.0111111 

，打、.  

ア ｾ Ｎ￭ｬ 形、 ｾ ｮ 色 卵形、 I主主t色 作i円形、i斑]'(色

特 長 白色の粘液 を出す 粘ii'!iは :Jlj きない
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る。ひとつのブア法は「シートで覆うことによりシロアリが建物に入

り込むのを l坊寸方法J である 。ただし、この場合は隙間のないよう

に施工しなければならなし、。何しろ、少しの隙聞でもシロアリの通

り道になってしまう 。 もうひとつのブT法は、シー トにしみ込ませた

薬剤lカf地r. 11の水分により 11寺聞の経過とともに溶け出して、土壌処理

を行うか法である。建物の各部位に対応して必要な薬剤の分布が、

得られるようにすることが大亭である 。

防腐・防虫

次に、防腐 ・防虫について簡単に説明する 。木を腐朽させる環境

は、酸素 ・水分 ・温度 ・労養素の 4 つの要素で構成される。 これ ら

の要素がそろった時に、キノコや菌が付着して繁殖し木を腐らせて

しまうことになんしたカすって、シロアリの項でも設明したように

「水分= 混 釦 を 遮 断 し て11似した状態にしておくことが望まい、。

床下等は、 |坊湿のためのシー トないしは土問コンクリ ー 卜で覆うや

り方が効果がある 。

しかし、水まわり 等 E うしても湿気を遮断できない部分もある。

また、雨水や結露水等により温気を JIlt- びやすい部分もある 。 そのよ

うな部住で使用されるオqオには|即席処珪守施す必要がある。防腐剤

J  

. 1 

'  
。

ｾヤマトシロアリ

ヤマトシロアリ

イエシロアリ

図 1 日本におけるイエシロアリとヤマトシロアりの分布

( 1 = 1 本しろあり対策協会資料より)

の仕組みと しては、木材への菌類の進入を阻止したり 、オ寸オを菌類

の成育に不適当な環境にしたり 、菌類に直接作用して殺菌する 等の

やり方がある 。昔から行われいた紅方、ラや漆等も防腐剤の一種とい

える 。

防腐剤の中で Ｑｴｾ 邸内なもの ｴ しては、クレオソート ｩｬ 担がある 。 コ

ーノレターノレを蒸留 して作られるもので、成分的にもいろいろなもの

を含んでいて、優・れた防腐効果を示す。浸活性 ・耐候性も良〈、 比

較的安価であり、良〈使われている。 しかし、悪臭や汚れが気に な

り、オ寸オの塗装や接着が悪くなる等の欠点がある 。 また、防蟻効果

はあまりないので注意したい。

きて、近年よく行われている防腐処理は、加圧式処理である 。木

材内の圧力と周囲の薬液の圧力との聞に高い圧力差を作り出し、薬

i夜を圧入する処理法である。オサ4を密閉容ー掠 (i 主薬缶) の中に入れ、

1m圧や減圧の操作を行って薬HH" 注入するブ刀去で、処理刻J巣が優れ

てL、る 。塗布等 による表而処理と違い、木材表面から 10m111 程度 jJ.

薬剤jが浸透 しているので、オqオの割れ等でも効果がなくなるもので

はなし、。使用される薬剤は水溶性の防腐剤であり、銅 ( Cu)、クロム

化官物 (Cr) 、ひ素化官物 ( Au) などを含む。代表tl{Jな薬剤を使用

したものを C C A処理とも 言 う。また、薬剤の浸透効果を上げるため

に、木材の四商にのみ刃て深さ 10111111 程度の傷をつけることがある

が、これをインサイジング加工という 。 インサイジング加工をして

もオサ4の強度に影響はなし、。

防徽

最後にカビ対策であるが、住宅が高気密になるにつれ重要になっ

ている 。特に、日; 常生活で発生する水蒸気によるカピの発生をどの

ように防ぐかということになるが、新築時に換気方法を考慮した設

計をしておくことが重要である 。間取りを考える| 昨に刻1) *的な自然

換気を取り込むほか、換気扇等換気装置等も有効でである 。 また、

床下に|坊i昆シー トを敷〈 等のi昆気を遮断する ことも効果がある 。 た

だ、カビについてやはり円; 常生活におけるこまめなハウスキーピン

グが品市の対策となる 。
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口防蟻 ・防虫・防徹

発泡防蟻施工法

志津寿保 三 共 倒 特 品 開 発 部

はじめに

米国で多〈生存している車針寸シロアリと異なり、

日本に生存するシロアリは、地中シロアリ ( 水分

を必ず必要とする) であるので、日本での従来の

|坊 樹泡工は、人海l炊事町、長住物域の木昔日及び土壌

を処理して来た。その処理加法l阜、 表 L 及び表 2

の通りであり、( 初日本しろあり，t策協会の仕様告:

で定められている。

しかし、樹立、効率性、安全性、攻防汚染等を

考慮して種々のブア法( 土壌悶イり去、土嬢表面被膜

形成工法、土嬢表面シート敷設工程噂) が考案さ

れ、現実に到ｾＱＡｩされて ｌ 、る 。 今回は、その内の Ｑ

つである発I印庖工法をここに紹介したし、。

発泡施工の原理

発泡用防鳥鴎剤と7 ) < と発泡斉IJ とによって希釈し

て発泡作梨夜とし、これを適量の原国師、旺の電l l i 1J

ファンぞ有する発iむ機により発泡させ、床下空間

等に移動、充， ｾ�￬ Ｚｊさせることである 。

発i包f本が目的とする空間 に充分送り込まれ飽汗[J

状態にな ったところで発i包機の作動を止 めると、

発泡体は、その後、一定時間持続し i肖i包し、処理

空間のすべての周辺の秒バ本( 土;様、木昔11 ) にほぼ

均一 に薬剤 ｬ が干 ｬ 活Ｚする 。 すなわち、手 ｾｩ 包 Ｑ 庖工法の

特徴は、次の通りである 。

・! 木下処理:相 'U-J に作業員が人る必要がな L 、。

したが っ て、 ｦｩ 胡との施工より三台ァ ｉ ｾ Ｚ がおい Ｐ

.  11喋 11寺II¥Jが大ltr.. ;( こ鰍討される 。

・| 坊蛾、| 坊虫、| 幼腐、 |坊カピ処理が同時に行

える 。

Ｎ Ｑ刊 ｦ↑Ｍ喋喋弐 宇 の ｦだ均 Ｕ勾 ｊ 一ｾ 凶性 う 力がず

近による l吹次阿f宇付τサl けLム、ラもな〈仁、 Iは孟 lほ;j:':t:す勾一 (にこZ楽終

剤剤j防力可咋‘ lげ可守する 。J )  

薬剤と発泡機( 装置)

(1) 発泡周防蟻 薬剤

発泡月一! として開発した薬剤て発泡剤の添加によ

って、所定の発泡倍率に発泡する 。本斉IJは、7) <と

発泡剤とよくおt I 村昆合して使用する 。

毛l i ' i 在、制日本しろあり対策協会で認定されてい

る薬剤は、次の 3製剤lであり、その有効成分は、

いずれも 化等法( 昭和48'年法伴第117号の「化学物

特殊な手Mヒ訓( 界面活性斉1]) である 。

(3)発泡機( 装置)

発泡機は、迂灘液タンク、告漣液ポンフ七④発

泡ヘァドと これらをつなぐ、③ホー スからできてい

るが、これら①ー④に加え実際の発泡施工を行う

場合は、発泡ヘッドアダプタ 一、換気孔閉塞用パ

ッ ト、隙間I!!HlA用ノf ッキング類等の備 l弘も 必要で

ある 。

尚、発泡ヘッドの使用は、原J ! i J として、床上よ

り垂直下向きに設置して使用する 。即ち、ファン

の部分を上にして設置する 。 (図 1、 2 )  

性 能

(初 日本しろあ り対策協会及び( 初日水木材保存協

会の委託を受けて、オミオオf尉字斉IJ の務査を笑施し て

いる日木*' 1' ; 1保存剤務査機関の推紫する¥l i ¥J . l oJ i ; 機|鶏

又は、 学: 育協豆島究者による研究会で、 |坊蛾、| 坊j甥性

能は勿論のこと、発泡施工薬剤の場合には、特殊

な伯 Ｇ ｴ￬ ｩＡ カ ｴｾ ， ［ 伏されるので旬、具体的には、性能郡城

も ｾｉ ｩｬＡＡされ、利 ｼ せ許 制 を受けている 。 Ｈ 表 Ｓ )  

発泡施工手順

(1 ) 事前調査及び施工計画

発泡施工を開始すれば作業員は、床下に入るこ

とが出来ないので、施工に先立ち、事前開資を行

ない、その結果にもとづいて純工計闘をたてる 必

要がある 。

① 事 前 調 査

司王l' iii 調査は、下記の項目について行う 。

・建築物の周囲、罪対也内の状況。

- 建築物の構造種}! IJ と構造方式。

.  Ｑ 階の Ｑｾ｜Ｑ 取り 。

- 床 i13。

- 布基礎の配i T I と換気口の位置と大きさ 。

Ｍ 床 下 の状況一一 寸 坊 ｩ 毘措也、主 ι ｬ 二 り ＱｾＧ［ 、木片

ｾｊｩ、 ｴｊ ｉ 水 Ｂ ・ 井戸の有無 。

② 施工計画

施工計画は、下記の項目について行う 。

. 発泡ヘッドの樹寸位置と箇f'fr数。

・薬 j夜の漏洩する恐れある筒J i Jrの位置と漏洩

|坊止ブア法。

・ 施工完了を脱税するための床穿 孔 筒 ｦ ｾ ｦ ，。

. イ特定; 夜容五1: の干1'm 。

'[1の審査及び製造等の規jl) IJに閲する i法 体J) に基づ ・発泡体の流入状況有償忍の箇所。

〈蹴平手化学物質であり、その安全性については、 ( 2) 施工開始前の作業 と養生

7刑 ITij i湾みである 。 前記のZIj : 前調査と施工計画にもとづき、次の作

①クロノレピリホス 20%手同l 業及び養生を行う。

② ホキシム 12%・S- 421 8 %手凶1I ・床下にi師 ししている木片類を除去するとと

③プロペタンホス 20%・S- 421 20%手凶 IJ もに、床下土壌面を平消にならすこと 。

(2)発泡淘l ・薬液が床上に侵入 しないよう措澄を高:1; ずる

指定ii民度に希釈した発泡用|坊蛾薬剤に添加して、 こと 。

発泡機を用いる こ とにより発泡させる薬剤で通常、 ・床下に排水孔などあるときは、 t 捕 1する こ
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と。

- 発泡ヘッ ド附寸けのための開床作業。

・床下を区画する布基礎に対する薬斉国荒入口

の設置。

(3)  発泡施工及び佐立里後の確認と作業

発泡ヘッドの設経位置空を定め、布基礎換気口か

らの泡の流出を 阻止する措置をほど こし た後、

作動夜の調主主及び発泡施工に入るが、発泡作業

液の使用量は、床下空間 (即 ち、床高の如何J)

により定まる 。発泡作動夜調合後l阜、前記の発

泡機により、発泡させれば良い。

発泡処理後のE儲忽と作業は、次の通りである 。

- 充填状況並びに j知} i j ; "完了のR街忽

・換気口がな い箇戸斤で、のi包の流出の有住吉忍( あ

れば、その箇所をスポンジ等で|羽饗する)

- 充填完了の抗的忽

.  i肖iω 時間のF的忍

・ 換気口 ｼ 芽 ｬｾ 問反の除去Ｈ発泡体の充填が完了

し30分ι w主過後)

注意事項

発i包施工する場合のj主窓司" i J : 頁は、次の通りであ

り、本胞工を成功させる為にも、留怠又は遵守し

てほし L 、。

①処理にあたっての注意司戸貰

- 床-f( こ水がW11っている場合、 もしくは、そ

の恐れがある H寺は施工 しなし、。

- 床 下収 納庫に薬液が侵入 しなし、ようにする 。

. 居住室内に薬液が侵入しないようにする 。

・ 床下内配管、その他の材事同汗ｾむことのな

いようにする 。

・床下、批t也、周辺の排水管に薬液が侵入し

ないようにする 。

② 施 工 の 刷 切 等

発i包1泡工の刷切と j17去は、っき、、そ標準とする。

・ 床下の土製が露 ｉ ｾ ｉ しているときは、床板張

りの後』必博行ってよい。

. 1崩昆シート数き及びコンクリー トたたきの

場合は、府; 込剣士桜. :;- ! :: ，こよる土壌処理方法によ

り行う 。



表 1 処理作業

忌日竺!
新築木造立l ! 築物 l斑{ f . 木造建築物

属'1毛( 師約10cm、I占:11草2- 3cm) でき佐平' J i

塗 布 法 同一簡所を3- 41司繰り返し処理 問 左

illi 剤 : 300me/ m'、手L!i 11400me/m'

吹 付 り 法

， ｻｴ 務機で、ｾＱｊＱｊを ｵ ｊ｜付りる。
問 左

illi !i ll :  300me/m' 、手L剤400me/m'

木部処理

薬液梢中で、木材を i受m

t受 理i 法 瞬間、短時間又は、長時nn良治 (illl !i 1124時 1m、 同 左

手L剤48時! 日J )

穿 孔 法

後 13mm以下のドリルで、木材の1/2以上のi菜

さに! 1 孔、 il ll J'i11を述iit 注入

基礎の l人l側、求不の j南側、配管等の立上り

，ji?状散布法 部分の上襲。 fi!l l誌でから、 41?状に20cmの何で、 同 主王

礼J' i11を希釈液1m当り I e  (m' 当り 5 0散 布

土捜処理 而状散布法

上猿の全表部に、手LJ'i11紛釈液を 1m' 当り3 e

同 ti. 
散布

よ 1mコンクリ ー トを穿孔し、注入機で薬1匝

穿孔注入法 を加圧注入。 l 孔当り、 3- 5e ｾ標準

穿孔する 11: 1隔は、 1mを標準

表 2 地域別、建物別の処理適用区分

ニプ高

九州、四凶、 i'i'l lll '1" 到、近畿、中部l tT森を除〈東北地方

北海道、官森

伊豆諸向、小笠原 ｾｮ ｲＮ ｩｪ l則京地万 北陸地方

新 築 i既 存 新 築 w正 イF 新 築 既 存 新 築 既 存

本
「防剤による処置

。 。 。 。

剖i
f 防剤、 f防駆除剤 。 。 。 。

駆除剤仁よる処理

Jぷ*11の床下が露

ｾ＠ G I? C i?  G I? 。ざ〉 ｾ ぎ 〉 4込 4込地の場合

.1: 
床下が土JBI コン

ｾ参 4込 c l ?  4込 Gi ?  ぷ込 4込 4込クリートの場合

浴室、便所の: I : J l i Iコ

位/勤 ｇｾ＠ ｾｾＯｦＧＡ＠ ぷ込 Gゆ M 斗 4込 4込
壌

ンク y- トの場合

玄関、勝手nの上IIn

ｾＯゆ (E' It) Gi ?  4込 G⑪ M 斗 4込 4込コンクリートの場合

①処理上峻仁コンクリートを打設する場合O. lmmのポリエチレンアイノレムを敷( .  

新 築
②③④床5開m下放以式tこ内水の{  がfttl っている場合、 1乾燥する迄、 l号機処聞を兄合せる 。

( 予防) 床下収納J o l ¥に、薬剤がかからないよう処PI[ する。

i主主¥<lltri

こ:11戸がある場合、点、河! の剤型及び処Fl l ) ，法を選定する 。 (乳J' i11処理は、避 1I る)

l議蜘肌: eZ理 … … 空F1孔気423がすドF室3る震8酬内場観1比あ合f る 入 又 場 … 酬本はら合保n  M 、 一 村

ょう適切な- t-:Hli を講ずる。

既 イF がかからないよう処J 11[する 。

( 防除) の強度を低下させない。

存対策上必要な筒/ ' 庁には、佼をする 。

薬剤lの剤則及び処坦II 方法を選定する。{ 手LJ'i11処理は避ける)

(註)0 印は、必ず処理することを: 1 : 1 : 昧 L. d. 印は. 必要に応じて処PI[ することを意味する.

表 3 防媛・防禽性能を除〈、発泡周防蛾薬剤の性能実験

試 験 l J t 日 試 軍最 1， 法

発t包11寺&l 特定平 ｈｬｾ の容捺の ｭ Ｚｲ ｩ を測定し、ニの符慌の ＧＭＱ Ｇに、 ｾ￪ｩ 包 ｦ Ｎｦ＾Ｚを充嘆い 再度、発泡i本を充

嘆した容器の重量を測定し、発I包f.f>:の ifli ikを求時、次式により発泡倍率を測定する。

1ei' 包f古ヰ1

容誌のffi:! ll: ( g )

発泡{ 本の霊: ! I l : ( g ) ・

( 註) Ｊ 発泡 ｦ ＼Ｑ＼の ｬｬｩｬ￮ｴ 一発 ｩ 包体光成後の容器 ［ｭＺ ＺＡｉｬＺ ＨｧＩＭｾ の谷器重量 ＨｧＩ

①タンク ②ポンプ
③へッド

ｾｩｉ Ｇｪｩ｀ ｉｉ ，ｾｊｩｩｊ＠ 床下モデノレを作り、発 ｩ 包ヘッドを ｗｬ 付け、 ｾ￪ｩ 位体を充填させ、 ｩ 包の体積がｾになる迄の

時 HH( 分) を測定する。

図 1 発泡装置

本部へのｾｪＨ ｕｕＦ Ｎ ｬｩ Ｚｍ 床下モテ、ノレを作成し、薬液 ｐ ＩｫＮ｣ￍＢＺｬ Ｎ ｫ 測定 ｭ 試験木 ｪ ・ 「を床下モテツレのｈｩｉＱ ｊＺ 切り上部、 ｈｾ 太崎、

線太、床束、大引、 l-f; にJI，り HI I 、又同級に よ喫茶i斑処.l!ll:!Il:捌11定カップ( ステン v ス製)

1) 誕への: l t illi 処fllU.t
を所定の位; 置に置いて後、発地施1 を行う 。2411キIIIJ 放出後、試験木片及び土壌を取り出

し、各々、付者した又は ｐＦ［ｻｦ した ｾｩｬｫ を測定する Ｎ

隊InJ モテツレへの1t f d_，t 床下モテツレを作成し、各組の隙HlJ (f01ぇぱ、 0.5、l 、2. 3. 4及び5cmの試験本g を所定の

位置に取り付けて発泡純｟｛を行い、 ＲＴＱ 時 ｉｉｈ 般世後、試験木片を ｊｻｾ り ｈｾ し、各々に吸着Ｈ付

者) した薬誌を測定する 。更に、薬剤lの隊Il l J i 人lへの到達状汎を他挫する 。

ｾ＠
ＧＩＰ 也［ｨｾ耳主 般の家尽を使用して、床上及び換気 nからの発 i@胞工を実施し、発i包wの移動又は、

( 1 ) 床上施工 到達状況を本部吸 ｬ ￍＢＺｦｩ ｴ 及び Ｑ ・喫へのＺ車両 ＧＱ 処Ｎｦｬ ｕＱ ￭ ｴ より把 ｦｾＡ する 。
(2) 換気円胞工

その他の参考項目 床下モデル l人lの控而に、各種主l ! 材 (j 日l え ば 、 パ テ ィ ク ル ポ ド 、 フ ァ イ パ ポ ド、発

(1)谷磁生l ! 材への影響 I包スチロ ール等) を所定のおき( 位置) に取り付け、発泡施工し、その72時間後の寸法変化

( 膨澗、収縮率) を測定する.

(2)床下配管材料等への層簿 特に定められた方法はない。 しかし、通常、鋼、銅及ぴアルミ級を用いて、ヨE液希釈液

@ 金属腐蝕 中への法泌を〈り返して後のl剥蝕度合で判定する。コントロール I.t.、 3 %食猛ホ。

ファン ファン ・モーター ノズル
@ プラスチックへの影響 配管材料 t して使用されるポリエチレン、ポリプテン、硬質嵐化ピニノレ及び軟質泡化ピ

ニ ノレ等の試験 ｪ Ｇ ｦ を用時濃度に希釈した薬液 ＧＱＧ に鼠 ｩｬＧｬ し経時ごとに外観及ぴ量五 ｴｾ 化を訓 ＱＱ

図 2 発泡ヘッドの構造 A する。
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観
住宅における力ビ被害の現状と対策について

紙中修二 積水ハウス側役術本部

はじめに

日本のJ IU:._上、住宅とカビは好ましくないが“ 深

い紳" で結ばれているようである 。又、 iiぷ丘の傾

向として住宅の気後干性向上や生活の多級化 による

生i丙水蒸気の哨加等 によ ってカビの被守 は以前よ

り精力 日 していると思われる 。 そこで、創ｬｊ ｾｴ 住宅推

進のなl床からも、カピの尖態を淵べる為に全国税

棋 でのアン ケー卜 調査を行い、現状把授と九路定に

ついて杉t i PJ ぞ行った。

調査方法

調査は全国を 5 つの地域〈刊に分け、各地域に対

象家屋が遍在しないようにアンケー 卜を配分した。

アンケート 川紙は B 5 版 8 頁で、質問領目は大項

目で19、手十工頁目は 2 - 5 のノl、項目から成 っ てい

る。 総有効同収数は 3741午て宵l収率は 53%であっ

t:: 。

( *  Ｑ Ｉ 第 一 地 域Ｚ相脱、 ｔ 子線 、秋 則、 ＦＧＪＱ 市 Ａ、 ｩｊ ｉ ｊｆｾ

第 二 地域Ｚ 宇 都向 、 ｾｲ 下 ｊ 号、松本

第三!lT)或 : ) . ! 1-木、ぞor片屋、大阪

011[j j 也J或: 合敷、初i J l、広J勾，松山

第五I 也I或: ｾ Ｇ Ｚｪｾ Ｑｉ、Ｇ山崎 、 熊本 、 鹿児向

調査結果

カピ発生t のI也械老に つ いては南下するにつれて

発生率は概ね2.5 くなり、又、入居経年によっても

全体

第一地域

第二地j車

第三地域

第四地域

第五地域

20 

87. 0% 

82. 0%  

87. 0%  

86.0%  

90. 0% 

91. 0% 

40 60 

発生率は高くなっている( 図 1 及び図 2 )。全国平

均で対象住宅の87%で カ ど が 発生 しており、第

四 ・五地峡ては 90%以上の高率となっている 。

又、入居後 4年好品す ると 、95%の家庭でカピの

発 生力守報告 されて L 、る。次に住宅の どの部位にカ

ヒーが発生 しているのかを示したのが図 3 である 。

総数の8 5 %に当たる 317 i 粁の浴室でカピの発生が

報告された。 J欠いてm台所が27%、洗面所が20%、

トイレが 7 %と水廻りが多くな って いる。居室て

は属 filJ のカピ発生率が 4 %、主寝室が 3 %、子供

室 が 2 %とな って いる。押 入のカ ピ発生率(:t. 5 %

であった( 住宅の部屋別カピ発生率は複数問答で

ある) 。

住宅に発生する力ビの種類と発生条件

これら の結果から浴室 . / 光面所、台所にカピが

多く発生 している が、ど んな草間lのカピが発生し

ているのかを調査した。 その為、道弘主を訪II: J しカ

ヒーをサンプ リング した後、培養させて閃の問主主を

行った( 写真) 。浴室 には圧倒的にクラドスポリワ

ムが多く検出され( コロニー数で100ι . LI : J 、台所

ではペニシリウム( 同、 67) アス ペ ル ギ ウ ス

(1司、 16) 、クラドスポリウム ([司、 4) とあい、て

いる 。住宅に発生する代表的なカピとしてはこ の

訂蹴! J iが考えられる 。 これ らのカ ピの生育条件に

ついてはまず第一 に栄唆源、第二 にiluV.豆、第三 に

ｩ Ｚｊｾ 度、そして ｾ Ｑ Ｑ ｛ｪに宅気が挙げられるが、このＧＱ Ｇ

80 

113. 0%  

1  18. 0%  

1  13. 0%  

J  14. 0% 

110. 0% 

19.0%  

ロ カピ尭生

ロ ヵピ未発生

100 

全体

入居一年輩

入居二年桂

入居三年輩

入居四年憧

20 

で1凶変(1同月比々がj J ) IJjif J l て与る のがもIIIV! t と世話J立である。

そこでT七表的なカピの一つであるクラドスポリウ

ムについて、温度を 25・C 一 定、 15- 3 5・C 及 び

20- 30・C の変動と温度 76%、85%、90%、100%

と会々条件を変えた場合のカヒeの成長速度につい

て災験を行った。湿度76%ではどのililJ .支仰に除い

てもカピの成長は認められなかったが、 85%に上

げると 25" C一定て一 円当たり 0. 2mm、15- 35・c

で 0.0 6 mm、20- 30・C では 0.1 5 mm、i:i lJ . 支を 90%

に 上 げ る と 25・C 一 定 で0. 99mm、 15- 35・C で

0. 26 mm、20- 30・C では 0. 47mm、 100%に引き

上げると 25・C 一定で2. 51mm、15- 35・C て 1. 37 

m m、20 - 30・C て、は 2.14m mとな った。このよう

に制度を ＱＰＰＥ にすればどの ｩｬｬｾｴ 皮， ｬｬ ＿ でも ｚｊ 、速に成

長することが分かった。特に シャワ ーを使用する

と、この ｩｊｾ Ｇｊ 交 ・ ｩ ｾｴ ｊＺ 支域に 近 づき、その上アカやフ

ケ等のついた洗剤が ａ 控にや ｊＧ 析したりＨ栄獲 ￬ｊｪｾ にな

る) するので1.:1:ニなを安する。

力ビ対策

1  カピ発生防止と住まい方

次にカピのよく発生する部位に ついて if主まい

)YJ との関係を調べた。 (表 1 ) 設 II rJ 1  1: . 設問 2 の

「fY1守がちか」と「共働きかJ について、どちら

も家を|羽める時! 日lが長 L 、ので特に友場、脅Il 屈がお

ilu' t ( こなり、空気が淀むので [YesJ の ) j がカ ピ発生

が多いと考えたが、 [N oJ の )J 力対:j < 表れた。 こ

87. 0% 

79. 0% 

87. 0% 

88 .0 %  

95. 0% 

40 60 

1 13. 0%  

I  21. 0%  

1
13

.0%  

1
12

.
0
%  

ロ カピ尭生

ロ ヵビ未完生

%  

80 100 

図 1 住宅のカピ発生率 ( 地域別) 図 2 住宅のカピ発生率( 入居年別)

... 

K 邸浴室 K 邸浴室 壁、タイル目地 k 邸 浴 室 排 水 口の蓋の裏
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れは:家を聞けている時間 よりも家族数の多少や在 アンヒータ等) を使用する時は換気扇と↑ Jt.J:rJする

筆H寺1mの長短の方がカピ発生により強〈関係して か、 i JM支・混度をある程度制1，'f 1l出来る会熱交換型

いると推 ｩ 則される 。 尚、共 ｻｾｽｊ き家庭は ＴＰ Ｅ 強の Ｑ ＵＰ 1灸安窃3の使用がよいと思う 。

粁であった。 設問J 3 ｲ 入 ｩ 谷後五ｾの開閉」と設問 Ｔ 2  発生したカピの退治方法

「残り湯J については、カピ( J 1 包子) を拡散させ このように「住まい方」によ っ てある事担支はカ

たり、富良を上げる要因になるので. [ YesJ の方を ヒ冷 |幼JC出来るが、根気よく続けるには非常な努

予想していたが、概ね この傾向にあ った。設問 5 カが必要である 。つ いilI ll 析ぞするとカピが発生 し、

の 11崩毘シートの施工」については iii .ft r住まい アンケー卜の結果をみても、殆どの家庭でカピが

方」には関係しないが、| 坊蛾対策も合めて、! 坊温 発生しているのカ翠刷犬である。 その為、発生した

シートは土壌からのiR気の流人を |坊( ":tJ J栄 があり、 カピ珍いかに処理するかを考えた方カ翠兄夫 Ｈ ｉ ｾＩ かも

l I } . 近ではこ の施工が多くなされている為、現状を しれな t 、。現底、手軽で市販されている薬剤! とし

把握する為間査を行った。 これによると胞工した では「カヒヨ収り斉 ｉｊｊ があり、主成分の ｊ 火 ｾ ｉｆ ｊｪＺ［｟ ｪ 夜間交

プ7がカビの発生率を有[J える効果があった。 防iJUシ ナ トリ ウムの ｧ｜ＧＺ ｉ ｾ Ｑ ・ 殺 ｉ 京 ｉ 作用を利用している 。 カ

ー卜の施工状況は第 I 地域で 71% 、第 2 地峡て 43 ピの発生筒所にスプレー して、約一時間後に水洗

% . 第 3!也!EJi:て'3 8 %、ti l 4 J也!EJi: 1ま3 9 %、第 5 地 域 いを行う 。 しかし壁等に発生したカピは、噴霧し

では 5 0 %の割合で胞工されていた。以上の結果か てもすぐ、法下するので1時間を必L 、でもあまり効果

らカヒ・・主将誌について浴室では伐り場をしないこと がな L 、。2任字4 はIlt符! J f 後すくやブラシで採り、その後

と、入浴中も合めて入浴後も充分換気を行うこと 。 水i紅、して t 、る 。 天井についてはブラシに械をか

シャワーを使った後は洗いJ泌をノドi光いし、室討4を け撚っているが、液が目や顔等にかかるので、ゴ

下げ、換気を行う。壁などもノドij¥: L 、した後、拭き ーグノレをかけて L 、る 。 vl 論手にはコ〉手袋をはめ

取るのがベターと考ーえる 。 J.!:i 主については、生前 ている 。 しかし、スプレ一方式は壁や天弁の作業

水蒸気の発生と住宅の気街性とにより室内の絶対 には苦労がイ帆、一ー般 :是正庭の主婦では困担任である為、

i: ，日皮が上井していると推定されるね、宅|人lに洗ifa 浴室長ーのイ特集には家族のr h I ，力が必要である 。 向、カ

物ぞ干すことは避け、動肋料理をするＢキは窓を ｉ ｊｾｉ ビ取り剤を使用する l時は必ず、完去を聞け、換タ偏

けたり、換気扇を込i絞 述'伝させたりして換気を充 を廻し換気に j主立する必要がある 。ーづ般に術室1;;1:.

分とることが必要である 。又、冬の紡銃発生がカ 袋小路になっている場合が多〈、この為空気がi定

ピを誘発する可能性ヵワμ 、ので、|封l欣担暖房総( フ んで( 日誌11 ・日iEが重なってカビの宝庫となる)

表 1 r住まい方」とカピ発生率の関係

200 

177 . 8 

il eまい) j i?i 宅 fi J好 t先1(II li ，庁

No  条件 (Jl l.f，'!:: %) Ys  No  Ys  No  Ys  No  

150 

l  仔r-，' f カずちか 80 86 24 28 14 22 

2  I  )1，働きか 85 85 29 27 17 23 

100 

3  人{ 谷f主婦1持IliX 87 79 28 25 21  16 

4  伐リル; がある 86 83 29 25 23 15  

50 

5  ド Ｚｽｪ ＿ ｾｴＮ シート胞仁 83 89 25 26 13  24 

全体 第一地域 第二地域

l行 辛 口 84 .8  80. 5 88. 9 

台 所 旧 27.3  18.3  37. 0 

洗両所図 20.3  12. 2 27. 8 

トイレロ 7.0  2.4 11. 1  

J;'ill lJ 圏 4.8  6.1 7.4 

UH: 図 3.2  
。。

5. 6 

いるので、行 喋Ｚは数分毎に 休息をとる 等 倣 ｲｲｾｾ 上の

ｪ Ｎ ｾ 花も必裂と考える 。又 、和室については長雨が

あt き、 fE守がちになると仕にカピが発生し易くな

る 。 特に、今年 ＧＱｾ Ｎ ＺＨ に発坐したカピについての附

い合わせが多かった。f J:にカピが発生すると先ず

削除機で1限ろうとするが、大部分のM除機はl吸っ

た空気を後ろから 出し ている為、カビのJI 包子を部

局'i
1 にばらまく可能性が市くなる 。 この為、先ず、

カピ取り )'f IJ を4例開立に薄めて吠き、後でノド拭きを

する 。 しかしカビの抹i糸は:11・のrl' に入ってしまっ

ていることが多〈、表聞だけでは総本的に処理し

たことにはならない。むIす; はーで向止に市l仮されて L 、

る' 永庭用のil' n::J;1'i IJ のエタノーノν { dll:! Jl J している。

しかし主回Fひとが直に触れる箇所については、充

分なノドt光、ノド拭きそれに天気の良い、 j盈風のある

n を選んで行うことが盈裂と考える 。 なんと 言っ

ても、カピi凶 fI の基本は勾 円の掃除にあると考え

られるので、而倒ても換気に気を円己りなが b 消仰

を行って欲し いも のである。
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口 防蛾・防虫・防徹

木材の防虫処理について

須貝与志明 側ザイエンス開発部

はじめに 防虫処理材

木質系の姶築材料に被害を及ぼす害虫としては、 玖班、防虫処理材について日本決林規格( J AS)

代謝列としてシロアリとヒラタキクイムシがあげ に定められているものを表 1 に示す。 これらの材

られる 。 ここでは、ラワン等の広樹i ¥.mを食害す 料 は 、 指 定 さ れ た 防 虫 剤 と 品 質 管 制 州lが整った

るヒラタキクイムシ科の害虫に対する防虫処理材 ] AS 認定工場ですべて製造されている 。 また、製

について紹介する 。 品には ]A S マークの他に防虫処理を施した旨の

ヒラタキクイムシ科の虫は全国的に分布してい 表示が者E務づけられている。

る ｪｾ ｚＺＭｾｾ害虫であり、製材、家具材、合板、フロー 各処理材について述べると、

リングなど、いわゆる乾燥した材を加害 する 。 ま ( 1 ) 製材; 通削まホウ酸ホウ砂のの混合物を圧

入部材などに使用される部材はヒラタキクイムシ

の被害を受¥t 易 L 寸t 材を使用している場合が多〈 、

通常は防虫処理されている 。

防虫剤について

間日本オて材保存tZli 会計性能及び安全性について

務官し、木= 材用防虫として認定してし、る 。上記の

防虫処理材に使用されている薬剤はすべて制日本

:;f;;f_;f1 U手協会の3E定品であり， その性能について

はすべて一 定水準ιλ 上をクリヤーしている 。

た、被害を受けるのは広葉樹の辺材部分であり、 カを加えてオ寸オの辺料内部まで潔剤守合支・させる 。 防虫処迎材を使用した場合に、それに含まれる

薬剤が住んでいる 人に惑罰処耳: を及ぼしてはならな

い。 フェニトロチオン、ホキシム、ピリタe フェン

チオン、クロノレピリホスなどの有機リン剤は良薬

として開発されたものであり、 その若手性面ついて

はかなり詳細に研究されている 。現注まてのとこ

ろ、防虫処理材に起因する鎚 ｬｦｾｾ 被 害 は報告されて

いないが、薬剤処理! 而カ' T 直接皮J前に接触するよう

な使用フア法はi墜けるべきと思われる 。

適切な導管径とテーンフ'ンがあれば産卵される 。 ナ ホウ商査は低意性であり、また抑散しないので安全

ラ、ラワン類などの位符重に被害が多 L 、。 性の商ては優れている。ホウ酸は7 } ( に溶解するた

この虫の被害の過程を図 1 に示す。 先ず成虫が めに，処理材を水がかかる場所に似 ｾｭ するのは迎

デンプンの22日に含まれている部分をきがし、表 切ではない。

商に露出している正明会l内に卯を産む。幼. ! I l カサqオ ( 2 Ｉ合板［桜者剤混入 ｩ 法が ｊ 凪ｾＡ訟である 。 合板製

内部を食害し、成虫になるとやがてまたオ〈材表面 造| 侍に媛芝対4 に有機リン系の1防虫剤( フェニトロ

に脱出する 。 その際に外部に木粉を排出し、被害 チオン/ ホキシム) を浪人して処理する。 これは

が発党する 。 したがっ て、ヒラタキクイムシの被 釧王により薬剤が合板中に浸透させることをねら

ｩ ｧ［ｾ受 ける恐れのあるオ寸 Ｔ を建築材や家共に俗調 Ｓ っている 。 この場合の;E: 板のJ早さはフェース ・パ

する場合は、あらかじめ防虫処理を行った材料て. ツク が 2 mm以下、コアが 4 m叫よi下と規定されてい

施工するのが盟まし t 、。 また、防虫効力の持続は る。 また、使用する薬剤は熱安定住を向上させる

5  ＭＱＰ 年の長期 間 がＮｾ求される。一方、ｼ幼 虫処理 ためにマイクロカプセノレイヒされたものもある 。

材を加工する際は直接に手で触れるので、人体に ( 3 ) 単府フローリ ング ; ナラ材などカす対象にな

対して比般 的f邸手性のl防虫剤が使用されている 。 る。 ピリダフェンチオンなどの有機リン系のj白剤l

現泊:行われている防虫処理の考え方は、 で浪商に防虫加工する 。オ寸オ表面に薬剤を付言すき

① 成虫がオt 材表面に産卵させないように、薬剤 せることにより、ヒラタキクイムシの産卵を 1ill.J .1:

て表面処理を行う( 接触致死又は忌避作用) することが目的である 。

告〉 同 ，ｾ 内宮 ｉｬ に 薬剤を合 ｩ 受させ、幼ＮＡￌｬがオ ｱｾＮｾ 食 ( 4 ) 筏合フローリング; 台板が合板なのでそれ

筈できないようにする( 食事EA作用) と同ー の仕厳になる 。

である。以下に、 | 坊虫処理を行った材料とその規 ( 5 Ｉ単層積 ｊｾ 材［令板と同似てある 。

絡に つ いて紹介する 。 ] AS 製品の他に，住宅内では木質系天井板や引jl

おわりに

過去に、ラワン材などが何の| 坊虫処理もされな

L 、で不実用されて L 、たときは、 ヒラタキクイムシに

よる被害が|百|姐にな ったが、その後の各磁|坊虫処

理の笑胞に より、この虫による被害例はかなり少

なくなった。しかし、被害が発生したときにはそ

のオサ4は交換しなければならない場合が多〈、補

修に多額の費用を要することもある。そのために

も、あらかじめ| 坊虫処理を行 ったオ寸4の使用をお

官UJ めする 。

表 1 .J A S で規定されている防虫処理材料

ニのｉｩ目、 ＱＰ か川 ｾＺｃｉＺＮ Y.J J !JJ.1J' 材の q，で ( 1)くを食い筑らす.

図 1 ヒラタキクイム シの一世代

(附日本木材保存協会嶺 ; r木材保存の知量j よリ)
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キオ 料 防! l l 処洩方法 使用される防虫剤 適 令 基 準

製 材 加IIEi :土入処理 ホ ウ 酸

辺材での薬剤l浸潤l支が9 0 %以上

"且4又iit :  l. 2kg/ I11'以_I -.

普通令板

11). 板処四! 法

ホ ウ 酸

日品収益: l. 2kg/ I11'以」一

m造 ITJ 合板 フェニトロチオ ン

特殊令板

t Ui .剤浪人法

ホキシム
吸収立: 0.1- 0. 5kg/ I11'  

ホ ウ 酸 0. 3%以上

11! .Al フロー 疫がt ・1空耳li

ピリタ' フェンチオン 0. 04%以上

リング l次f・1・処理法

フェニトロチオン 合平I率 : 0. 07%以上

ホキ シム +5- 421 0. 04%以上

クロノレピリホス 0. 04%以上

複合フロー

令板と同一 合板と同一 令板 t 同一

リング

ljl.Al fl' l I宵材 令板と同一 合板と同一 合板と同一

自白考 . 製材以外はヨ!!mの以澗l支の規定 lまない

吸収誌は木材( 合板) 1  111' に合有されている有効成分抵をぷす

合干p ドは木材の表Toi から 0.5111111 削り取った木材の重iii に対する有効成分立を表す



口断熱 ・結露

断熱・結露防止技術の概要

山田雅士 ダウ化工附営業技術部長

建築における断緊嗣の使用は、昭和3併F頃の北海道で結露防止材

として利用されたのが始まりである 。それ以来40年近く経った今で

は、 IV静!f されていない建物は殆んどみられなくなったいづ位普及

している 。 しかし、唯使用すれば効果のあるというだけで、その目

的が明確でない場合も多くみられる 。

まず、凶聞はオの使用目的は次の 4 つに大別て、きる 。

a  省エオ、ノレギー

b  結露防止

c  室内温湿度環境の快適化

d  コンクリ ー 卜躯体の熱応力の防止

建物を断熱すれば、 a から c までは網羅できると考えてよい。 d

のみは、躯体の 外側 町 ｾ ｦ が Ｚ 邸頁の粂件となる 。 ｡ にしても注意しな

ければならないのは、温暖地に建てられるオフィスビノレであり、内

部発熱と 外気の放熱の関係、か ら、問視同J果を高めても、或る値から

上は、冷房負荷が減少しないため、 年間熱負荷があまり変化 しな L、。

従って、東京以西では、オフィス建築の場合には、壁の熱抵抗を

1- 1.5m
2

h

o

C/Kcal、屋根は夏の日射逃蔽のために Z.5m
2

h
o

C/Kcal

位にしておくのが適切と考えられる 。暖房負荷が大きい地域の高断

熱がそのまま省エオ、ノレギーにつながるが、冷房負荷の大きい地域で

は、内部発熱の大小によ って断熱の効果が異なったものになる 。結

露防止の場合は、 主Iiに室内外のL同支差だけで判断するのでなく、 室

内の水蒸 創立と、 室内空気の流れも併せて考える ことが肝要である 。

室内の相戸羽毘度が高い場合は、寒冷地より温暖地の方が余計に断熱

することもあり得る 。

断熱材使用の基本的考え方

町市財ーを使用する こt により、室内側の表面温度は、室温に近く

なり、断熱材の努は正抗値が大きくなるほど、 室温と 室内側の表面温

度と の差が小さなる 。従って、 室内空気の含む水蒸気の露点温度よ

り高くなり、結露 しなくなる 。 また室内の表面温度は、 外気J昆が低

くなればなるだけ、低くなるので、 表面温度を高くするためには、

より繋抵抗を大にしなければな らない。室温が同 じ場合には、外気

温が低くなる地j成ほど葬M底抗を大きくする 必要がある 。各地におけ

る外気温の設定は、理科年表の日最低気温の月平均値の 1 月の値に

夜間隔射を考慮して、 Zoc 住低 くとるのがよいと考えられる 。

表面結露と内部結露

凶抑制を使用すれば、室内の表面iJ¥¥t度は市くなるが、逆に、断熱

材の外気側 は、より外気温に近づ く。従って、町市L材を室内水蒸気

が通過すると、低温であるため忽ち結露してしまう 。日本では、 「断

熱すれば、結露はとまる 」 という 言葉が流布された こともあるが、

同 開Lすれば、表面結露はとまるが、内部結露を発生させる原因と

なる J t 言わなければならない。内部結露は、断熱材のみで発生す

るものではなく、断熱材の倒防関側に水蒸気を堰き止める層がな

い と発生しない。水蒸気を堰き 止 める力は透湿抵抗の大きさ に比例

する 。例えば、アスフ アノレトルーフイ ング、ポリ エチレンフイノレム、

金属板、などがその代表である 。 またコ ンク リー 卜も透湿抵抗が大

きいので、コンクリ ー 卜建造物の内側断熱I.:J: 必 らず大なり 小 なりの

内部結露を伴っていることが多し、。 この内部結露の水量は、断熱材

の透湿係数に上回列するものであり、繊勝、断熱材のように、水蒸気

の透過に殆んど無抵抗の場合には、発生水量は大となり 、発泡プラ

スチックの独立気泡材料は透湿抵抗が大きいため、内部結露の発生

は微少である 。通常の住宅の場合で、冬期 1 シーズンでおよそ 0. 5mm

厚前後であ り、この程度の水分はコンクリ ート 刷本に l吸収拡敬され

る。 そして夏期を中心に乾燥する 。 この呼吸の繰 り返しによ って、

内部結露の被 害 が発 生 しない 。 ｴｬｾｬｬｩ し［ｴ そ リスチ レン フォ ー ムの同 ｈ 寺

打込み工法が既に 30年の施工を経て、今も って内部結露の被害がな

いのは、この|却f熱材の透湿抵抗の大きいこ t と、 コンクリ ー卜 の湿

気容量 によるものである 。 このJf. H混同されやすいのは、 コンクリ

ー トに闘f熱材を団子貼りする工法であり、コンクリ ー 卜と発泡プラ

スチックの聞に空気!習を隔てる形となり 、 この場合は発生した内部

結露水が空気府にそのままあらわれる 。空気は湿気容量が零:に近く、

呼l吸する作用はないので注意を要する 。

躯f本の湿気容量が利用できない場合や、町朝財の透湿抵抗カ叶、さ

い場合は、断熱材の高i則'j !IJ に|坊iill!A を設ける 。通常はポリ エチレン

フィノレムの0.1冊mι U二を使用 して、重ねを l Ocmι L仁とり 、タッカ ーで

止め付 けるものが多し、。 しかし、この防湿! 習に要求される性能は躯

体の透 ￬ ｾ 抵抗が大き ｌ 、 ｉｈ Ｇ 、フィ ノ レム層の透湿抵抗が大きくなる 。

従って、木造住宅の場合にはこの防i毘用は適するが、コンクリ ー ト

造の場合は不適である 。冷蔵冷凍庫のように非常に大き い透m抵抗

が要求される場合は、ココ、 シート などが使用される。

昔話P ド造住宅のIV間ぽオの外気，{j!IJ に外気空気の流通空気層を設げる

ことが流行 してし、る 。 これは、外装材の透湿抵抗によ って繊維系断

熱材の内部結露を防十目 的で使用される 。 しかし、 この外気開放に

は条件があ り、空安U習の上下端が|明日されて いなければならな し、。

また、町市叶オの外気，{Jli Jに防風紙を取りイ寸ける場合は、十分に透湿抵

抗の小さい材料を用いな L' t 、かえ ってそ こで結露が発生する 。防

思ほ 氏 を設ける［場合は、 室 内側 に防 ￬ｾｽ 習を設けておくのが安全である 。

断熱材て表面結露を防止するときは、必らず内部結露防止の検討も

同時に考慮する必要がある 。
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住宅とオフィスピルの違い

住宅とオフィスヒツレの大きい差は、空i' J司をしているかいないかで、

ある 。 また住宅は風呂、炊事など非定常の水蒸気発生がある 。 しか

も冬期の非暖房室、非暖房部分の数が圧倒的に住宅が多い。このた

め住宅では、低温て市い相声t温度になっている部屋があり、結露が

発生しやすくなる 。

オフィスピノレの場合は空間によって冬は 23

0

C 40%位の室内空気

となっており、夜間の温度低下も温暖地では小さく、 15"C前後まで

である 。従って結露引血上するためには、 9

0

C 以上に室内表而を保

っておけばよく、結露防止が行 L、やすし、。温| 暖地では躯体に 0. 5m
2

hOC  /Kc al 位の断熱をしておけば室内結露は防止できる。普通方、ラ

スの表而が夜半 lこ忠: ってくる有演になる 。オフィスピノレの場合は、

結露防止よりも省エオ、ノレギーの PAL による値て国? 熱性能を決める

方がよいと思われる。オフィスピノレの場合は、倉庫や暫庫に注意が

必要である 。

これに対して、住宅では一散の非暖房室でWC 8 5 %前後になって

いることが多〈、室内表面を 7. oC以上に保つように設計されなけ

ればならない。従って温暖地といえども、躯体の熱抵抗 1.i 0. 9m
2

hOC / Kc al  ｪ［ ｊｊ ーが必要になる 。 押入れは、 ｾ ｉ Ｚ ｉ に物品約 Ｑ ｓｕＺ内され、その

断熱効果と、気JitI堰き止め効果が発生し、収納す似品の外気，{ J [ l Jは結露

に対して非常に悪粂件となる 。絶対に111
1
入れの結露をさせたくない

場合は、外気に而しないような配置にすべきてある 。外気に而して

いるときは、おさまり上、できるだけ厚い断熱材で、 1. 5 m
2

h

o

C  / Kcal  

j;J J 二の授は底抗をもたせ、外気而のみでなく、上下スラフ。及び.MI 壁に

も、外壁より 90cmの断熱を施工する必要がある 。

ヨヲ E

""、.".てZ

家具を壁際に設置すると、その裏にて3 る空気用は、低慌てあり

ながら、* 0 ) 羽目立は室内- fij 姉H 同じい、う非常に結露しやすい条

件になる 。妻壁や北{ J ! IJ 壁に桜して家具を置くときは、謀を 5 cm位向

け、下{ J ! i Jに空気の流通できるスノ コを設けて載せると効果がある 。

スノコは、外立ーに Ｑｻｾ った方向が板の流れ方向となり、足は垂直に設

置する。

熱橋

R Cの場合は、 セパレーターのボルトが壁内を室内表而まで1 ' l 通

している場合や、サッシの周囲の断烈同オが欠損し、モルタルのj令熱

橋ができていることが案外多 L、。セパ穴は、 必 らずボノレ 卜頭をコン

クリ ー卜 表而て" - I J J除し、あとは断熱材の充填を行わなければならな

68 

い。 また、サッシ廻りも欠損部の断熱材充場カf 必要である 。

意外に多いのは、染、柱の冷1詩情てあり、コンクリー卜が厚いか

ら葬併丘抗が大きいだろうと考えてしまうので1まないかと思われる 。

しかし、コンクリ一卜 60cmで、その努甘正抗はo.  43m
2

h

o

C  /Kcal しか

なく、押出しポリスチレンフォーム 3種の 1cmにしか相当しないこ

とに注意を要する 。

鉄骨造では、外気と室内を鉄でつなくや形になっており、そのまま

胴縁やボルトなどが室内表而{Hl Jに顔を出していると、努晴結露を生

じて局部結露を発生させる。とくに事故の多いのは、屋根の母屋で

あり、屋糠葺材とボルトやピスで連結されている部分に集中結露す

る。この場合、断熱材を途中に挟んでも、その ｾｉｬ を鉄が賀市 ｩ してい

ると冷烈日 ＱＵ となりやす ｌ 、 。 こ のような設計の場合は、冷ｲＮｾ 昨 ＱＳ を緩和

する工夫とか、ボ、ノレ卜類を使用しない工法などを考える必要がある 。

室温と除湿

表面結露を! 坊ぐためには、基本的に、まず室温を市くすることで

ある 。 これは、室内表而の温度を市くし、同時に室内空気の相対温

度を低くする 。 町 ｲ ｦＮＮＯｴｦ Ｎオぞ使 ｪ 刊すると、少ない暖房エオ、ノレギーで、 ｾ

ｩ 且を高くすることができ、ｼ百｝Ｑ時に室内表而温度を高くする Ｑｾｊｊ きがあ

る。 それと同時に、室内水蒸気誌の減少を計る必要がある。冬の外

気は、本州l i }ilLII麦地区では、 3
8

/m3前後であり、 この外気を導入すれ

ば、室内の水蒸気が希釈され、結露防止に最適である 。

冬の表面結誌を防止しようとすれば、断熱材の使用と、換気を ｩｾｪＺ

用するのが効果的であり、住宅の場合には、それに合致した住L、方

をして ｬｴ うことカ ｩ ｊｬ ｲｾ である 。

夏の結露

今後増えて行くと忠われるのが互の結採である 。 FI 7. ! 丈の互の外) Ft.，

! . i 蒸暑気候 い、われる市温多i昆空気であり、およそ、 20

0

C位のとこ

ろに露点温度がある 。台風などの湿舌に額れたときは、 25"C位が露

点になることもある 。

この被害を最も受け易 いのは、 地下室と 、冷凍冷蔵室などの外壁

である 。地下室の場令は除湿総て 13g/m
3

位に水蒸気を減らし、冷凍

冷蔵、或は恒温室の場合は、 その ｩ 即支条 ￭ｾ 二に応じて、外気による結

露発生を防止することを考えなければならな L、。



口 断 熱 ・ 結露

内断熱・結露防止複合パネル

川上 博 アキレス側滋賀ウレタン工場

はじめに

鉄筋コンクリー ト造建築の内l割問L工法として、

ー で般に打込み工法、 ｾｬ 鮒工法、吹付け工法、充て

ん工法に分けられる 。

打込み工法は、 :t 1p出発i包ポ リスチレン、 硬 質ポ

リウレタンボードなどの凶南桝が使 われているが、

般の凶問時寸は強度が弱〈、 コンノ旬、と ーづ緒に使

われている 。

しかし、型村崎寸の軽量化、型枠工Zj): の簡紫化が

要求され、また森林 Ｚ Ｑ ＪＱ強 ｼ 問題から型枠斤 ｪ 令板 ｾ Ｑ 史

わない工法力す研究され、型枠兼用凶m州カすil 百品化

されている 。

型事4サ伝用回開耐を使用した工 法は、コ ンク リー

ト型枠の機能を持ち、打誌tq&は、撤去することな

しに凶南酬を純工出来る省力化 工法である。

型村長期断繋刷は、 1986年にアキレスが「カタタ'

ン」を商品化 し、型枠周合板に比べ約% の重立と

峰〈、工期の儲術力清|札 樹4が大l聞に減少 出来

る等の手Ij点があり、 ゼオ、コンに高〈 号iJ' イ日目された。

本析では、アキレスカタダンの型枠兼用住rr熱 工

法について、紹介する。

カ? ダン目地

アキレスカタダンの構成

カタダンは、表哀を?術強百日材ーからな り、; む材に

高密J刃ii l ! .貿ポリウレタンフォームを使用した断熱

キオて- ある 。

補 強面 材l立、 コンクリ ー卜 、 G L ポン ドとの接

着する而材と、強度の高 t 、特殊防ia材の複j日商材

である 。

施工時のポイント

( 1雌ノ f タ材の問jS雨

カタタ守ン方包工11寺l 二、 コンクリー 卜仰Ij J.王4 トン/

m
2

校木寸法30X 6 0 mm の縦パタ材の施工状況

を図 1 に示す。

(2)柱、出入附昔日の納り

柱、 出入即時昔日は、 ーサ般に図 2 のごとくカタダ

ンぞ加工 し、一枚ノ叶、ノレて、の純工を取る 。 この

力正Eにより、断書! 耐の コーナー苦11の形状及び白

地昔11の結露防止に大きな効巣がある。

各地域別断熱基準

平 成 4 年 2 月28臼建設省告示、第451号により

各 地 域 別 住宅噺省 エ オ ｊν ギ Ｍ ｾ副知ヲを表された。

この部介が弱点となる

これから、鉄筋コンクリー卜造の住宅におけるカ

タダンの厚味を表 1 に示す。

表面結露

ーづ般に断裂桝を使用した場合の表面結誌は、 :熱

才fE音H、入隅ー|市rl等 に発生する 。

これを防止する為、寒冷地では、相Il 強する司王に

より表面結露は防止できる 。 (図 3 )  

内部結露

投に透i昆抵抗の大きい面材を生eI勾{J l! jにもうけ

ていな L 制限桝は、内音11結露を発生させやす L 、。

結閥抗ずか、場合、断告 Ｑ 桝の非 Ａ ｾ伝導 ｅ 挙が劉 ヒ し、

さらに結露する結果となる。 この為、カピ等 が 発

生しやすくなり 問題 で あ る 。

アキレスカタダンは、両面に透視抵抗の大きい

面材を使用し、内部結露を|坊止して L 、る。

室 内空気18・C 外気ー 5 ・C における水談気圧分

布闘を図 4 に示す。又、 透ji lt抵抗の大きい面材ぞ

使用しな L 、凶明則の場合、コンクリー卜と凶開制

に結蕗する 。

( 外)

図 1 カタタ. ンパタ材の施工図
図 3 表面結露防止補強例

そ。~

、 ｾ ｲ ー ＮＮ，Ｎ (加11 後)

" ' 永、 / 〆 { 胞 IJI 年)

…  
…  
…  

柱 . ｌｉｾＱ 入問図

図 2 カタダンの加工例

表 1 新省エネ基準におけるカタダンの厚味 (mm)

別 表

地I点の区分 r. 11 道 府 県 宇i

北海道

II lT森J ¥! n手m 秋 f l l m

宮域 l¥! 山形県稲r . :'J¥! 茨域l ¥!
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栃木県ｦ，ｾ馬県新潟県日山県

石川l ¥! 柄引' l¥! 山烈船 長野J¥!

岐 阜 県 滋 賀 県

崎 玉 県 千 葉 県 東 京 都 神 奈 川 県

飾 Ｑ ｾ ＱｊｬＡ 愛知県三 ｉｦ ｏ｜Ａ 京 捌ｬｉ ＨＮｦ

大 阪 府 兵 庫 県 奈 良 県 相 歌 山 m

IV  Ｎｲ Ｎ ［ｊｦｾｭ＠ 向車fl J¥! I前I!.I IJ¥! Iよね J¥!

山 il J¥! 徳ねJ ¥! f守川J ¥! 愛媛県

ｲｾＺｊ 知県悩ｼ泊 Ｇｉ ｬ｜Ａ佐賀県長崎県

熊 本 県 大 分 県

V  宮崎県胞児向J ¥!

VI  沖縄県

外気

( カタダンの水系気圧線似1)

カタダン¥ 中空l  石膏ポート

くコンクリ ート >

， 

，: 

"  

一一一 室内

飽和木蒸気圧

Jl 

¥実在水蒸気圧

( 而材無し断熱材の水系主UI 線図)

15 

10 (  zaE E  =  a  

5 震

。

15 

I 0 (  5  Z  OE O  

宣内 属機

図 4 水蒸気圧線図
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口断熱 ・結露

断熱・結露防止材料の外側施工

山田雅士 ダウ化工附営業筏術部長

外側断熱の目的

外 ｻｊｉｉ ｊ 凶待ｾ ｾ の特長は 、 熱容量の大きいコンクリ ー

ト躯体の外f)!i Jに凶開制 を設け、コンク リート の持

つ非常に大れ、熱容量を、室内イJIIJ の加 支 球岐で手IJ

川 しようとするものである。

1  ) 日射によって コンクリートに生じる熱応力を

防止する。

2) 十分なH麦房が緋られる ときは、室iJitLの変f f i 1Jが

ゆるやかで、 快 適室温 が保ちやす L 、。

3) 冷鮮明初可品烈抑制こなり、室内ill iの局昔日冷却が

緩和される。

4  ) 十分なH友m力主得られるときは、室温のt討釘 ia

が内fJ[i附待相こ比べて百万くなり、結路防止に有

利である 。

友の直逮日射をコンクリー卜躯体が直接受ける

と、内{]!I J凶「熱ては、 図 1 、図 2 のようにコンクリ

ー 卜の外気商と室内面 t の間に大き L 私. u 支差を生

じ、 11lJ げ応力が発生する。 この!芯) J の繰り返 しが、
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図 1 夏の 日射を受け る内側断熱の各層温度変動
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図 2 日射に よる酉壁の温度変化( 夏) (内側断熱)

( 民主千川の逐次 ) ; f E式による)
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クラック発生の 1 つの原因である 。

この形IJ : 先制限Lの場合て、もあらわれ、 コンクリ

ー トカ可平いほど 、大きい応力を発生する。

これ が外イJ!I J凶開 f (こなる と、図 3 、図 4 とな り、

凶 間 酬 の表 面 は、ＱＺ Ｑ 射 を 加 え た外 ｾｬ￬ ＧＺｬｉ ｬ と殆ん ど同

じi沼L度 変化 となる。しかし、コンクリ ート 自身 は、

外Ｎ ｻｊＡｬ ｊ と内 側 での泊 ｬ 度差が ｩｩ Ｇｩｩｾ か となり、熱応力が無

害化 できる 。

室＿ Ｎｮ ｾ ｌ 変動の 例 として、 図 Ｕ 、 図 Ｖ 、が基本 的 な

形 として挙げ るこ とができる。

図 5 は釜- 内fJIIJ の熱容誌が乏し L、ため、 i暖房カ可亭

止すると忽ち室温が低下する 。 これにあI して、外

fJ! IJ 断熱の場合は、室内f![l Jの コンクリ ー トの熱容誌

の帯熱のために、 ｩ ＮＱ ｉ ｾｕ 支 低 下が緩かになり、壁表 面

iMJ 支も 同 じような変動し、-l i11ti: il ，，¥) 3.tが日 〈位置 す

る。

しかし、 この特長は

1  ) 比較的長 時間の間欠暖房の繰り返し、或いは

辿紘暖房である こ と。
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図 3 夏の 日射を受け る外側断熱の各層温度変動
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図 4 日射に よる西壁の温度変化( 夏) ( 外側断熱)

( 長谷川の逐次 ) i f } 式による)

2) タj.{ ]!I JのIlfr現桝は十分な伝製!1' l ! : 抗ぞ有する こ と。

という条例- の上に成り立つものであり、通常の内

地での住宅にみられる貧弱な部分間欠暖房ーでは、

この特長はあらわれな し、。かえって、暖房: の子規4

ＱＱ 寺における ｩ ｊｾｕ え Ｑ ＭＮＴ ｬ の遅れが欠 点 としてあらわれ

ることもある 。

外側 l割問比内側断熱との差は、主l ! 物が大きくな

るほど、外周面. fi'[に対して、室内の床や1m仕切の

1立が大きく、その熱容111が 作月lするため、 小 さく

なり、大き ｌ 、 ｩｬｬ 造物にな る と、 ｴ ｾｴ 度変 ｩｬｬｊ ｊ に ｬ 英 ｬ して

の差はなくなる 。 集合住宅程度の脱税の長l ! 物がi k

も差がつきやすいように思われる。

熱橋

タ ト イ ｊＡリ ｬ 却 ｛ ＱｐＴ と ｼ 人 ｊｦ ｊｬ ｉ ｊ 凶 ￭ ｾ＿ｾｆ て Ｑ 最も梨なるのは、現 ｾｾ の

Ｑｦｾである。

例 えば、 図 7 、 8 のように コンクリートの夕刊!リ と

内f]!l Jにそれぞれl割問4し、内部に金以ポノレトなどの

1'1:通告Hがある場合に、ボ. ノレ トの生ー|人Jf JIIJ 衣而 iJfll 度 が

予期編 予!!o剣 子像a田

定過期

図 5 内側断熱の室温と壁表面温度のサイ クJ レ

予期間 予保期

ー
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図 B 外側断熱の室温と壁表面温度のサイク ル
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図 7 外側断熱の混熱橋
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度変化ヵヲ判;!; に大 きく兵瓦の西 日を受ける と、 16

|時頃には 50・C をi凶す{ 立になり、夜中には 20・C f立

になる 。 また冬は氷点下に降下する 。従って、日

変 動 で30・C、 年変動で 50.C 位の rtJ の変i l l J Jに耐え

る材ヰニドて。外装材は構成きれな " t 、長期にi渉る使

mカ嘆jf，カ・ しし 、。

附図は、外装材にアスロック、| 割問酬としてス

タイ ロフ ォー ムを使用した場合の夕刊lllJ 凶散乱である 。

タトイ]!I JI割問Lの外袋材は、 この位のq強虫飢L

土長毛J却U例T附耐耐町;t川力す讃品i佐t力か. し〈仁、 タイノルレf士二U 二:3けげr、もて きな L 、、。

1 ) 十分は会盟1知芳が行われて いることをi 1 可能と

すれば、壁面泊l度と 三割昆のli !ct凶i I Tが内イJ! IJ断 熱

より高くなり、結露|坊止になり易 L 、。

2) 鍔怖の形が架ったものになり、内fJ l 脳「軌では

冷司書¥.:f' 時となって、室内表iiii に局者日低j}ut ( e 惹起

するが、タ トｦｊｴリ凶 ｛執は滋烈ｴＭｦｦｾとなり、室内 ｦ ｊｬ ｉ ｊ 表

面の局古[1低?ALがなくなる 。

3)  I*HWJ 凶「熱て1立、f M托ごりj や床のコンクリート熱

橋に対し、 室内刊!IJ に60- 90c mの断抑制 のM

り込みが必要となるが、 列イ]!I JI却[哲男児。は この必

要がな し、。

しかし、必 要 ｈ 寺のみ暖房するようなｾ ＡｬＡ身寮 や集

会場などでは、 n2t房|持l始11寺の?1uU支上昇が避すぎて

適合 しな L 、。 また、梅雨11寺になると、コンクリ ー

ト の も ｉｗ､ ，之上井が遅れて、 ｭ ｴｈｾ［ｗ 践を 与を と 佐させるこ

ともある 。

図 7 では、コンクリ ー卜 の需品容誌が室内側て作則

するため、 一清世表面温度と同じになる 。 これに対

して図 B ては. コ ンクリ ート が外気.f! l i J で作用する

ため、金属部分は急激に熱をまヰれて、室内側表面

?l IIU支が- sI宣告11より低くなる。

図 Ｙ は外的「熱で欽林カヴ ｾｩ 盈してし、る実 ｩｦｬｩ ｬ 例であ

るが、鉄棒と コンクリ ート 苦[1の高i則 ![I J表面市J支に

差がつかな L 、。

IS1Jl f廿 11も同様なバタ ー ン となり 、|人l側断熱では

附角 古 ＱＱ の 低ｬＱ ｎ ｌ が ａ 控け ｢ れな し 、が 、 タ 村 ｪ り ｉ ｊｉ 却 ｲ ｲＮｾ，にする

とコンクリ ート の熱容量の ￭ｾ ｊＩ きて 附角 音 Ｑ Ｑ の冷却が

緩和される 。

従って、外相 ｬ 凶ｲｲＮ ｾ ， の場合 ｬ 立、 図 ＱＲ のように 外 装

材事|を金属ボル トで 止めやj けても、室内側の結露

の被害はあら われな L 、。

外装材

図 4て、、わかるように州 H脳同庁、は、外装材のiLI

室内側表面結露の防止

集合住宅の場合に外側断熱で建築すると、結露

|坊止 に対して、次のような特長があ b われる 。
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免 震 構 造- WE S T ビル( 仮称) の実例一

WE S T ピノレ( 仮称) は、王五! 在、| 矧団地区で初め

て主I ! 殺される免民ヒツレとして、 )1瓜測に工事を進め

ている( 写 真 1 )。今回は、すでに免災装債の設置

を 完 了 し た ( 図 1 ) ことか ら、その免i miYf造 の 概

略について紹介するものである 。

建物概要

月l 途 Z]嚇 Nj

緋 造 鉄

士 ｈ也 ｌ 上 Ｖｾ 階 ｴ倍 ｴ 必娃 ｅ て、 W:T-日約29m

延床面積 約 46 ，800m
2

( 免長線)

3. 長 礎 士町民主ま胞を支持病とする刻dua針縫

設計条件

オンラインリアノレタイムで業務ぞ処理する屯子

川田公裕 かわたきみひろ

計算センターとしての機能を備える建物であるこ で性能の設定を行った。

とから、この主I ! 物は、大地反H寺における計切1幾設 具体的には、 初jサコ"' J. ，( RB) は、而圧を 100kg/

世附の! 末商での応答加速度ぞ日十鈴織の正常J樹 肋 が c m
2

、 100%変形時のせん断弾性率G = 4. 5を設計

保証される 200Gal 以下に事11えることを絶対的な 値としている 。 2 次形状係数を 5 としてサイズの

設計条例ーとして いる 。 なお、事務室の居住性は粂 決定を行っており、 φ800mm ( コ。ム総厚16Omm) 、

件が緩いため、小地採に対するトリガーの設定は φl ，OOOmm (同20Omm) 、 φl ，20Omm(同24伽 m) の 3

行っていな t 、。また、免震装置を合めたγ- 倫応答 程を、各位下に l 台ずつ配澄している 。 このうち

角1(4月の結果、上官11:t IYf造の設計J : r j JMせん断力係数は、 φl ，200mmぞ鉛入り干i・(1Mコ( J . ，( LRB) とし、雄 物 外

政下階( l 階) で0. 15、ibt_上階 (61併) て‘0. 30 とし n，J部に配註したノレーフでl犬の銅棒ダンパーとあわせ

ている 。 てi戚哀 J J ; を負担させている。( 図 2 )  

免震装置 解析モデル

免民装置は、必去の笑忠良を検討したうえで、免 ・振il l J J系モデノレ( 図 3 、表 1 )  

民主VJ栄 を極力百五めるため、天然ゴム系でせん断弥 振動モデノレ ｬ 立、質点、数 Ｗ の ｾＡｩｬ ｦｬＡ性または ｾｬｩ 全性の

性率を小さくし、 mHt 月をできるたV 長くする方向 等仰iせ ん 断パオ、を持つ振動系とした。

写真 1 免震装置取付工事中

・免反装置の復元力特性( 図 4 )  

鉛プラグ入り- 1 ' 1'0日ゴ、ム (L RB) の復元ブJ 特 性

は、盃依存型による修正ノ f イリニアーとした。.f l'(

l凶コ"'J.， ( R B) のq，i l f c カ特性は、ハードニ ングを

考慮したパイリニアーとした。 掛体ダンパーは、

i際単型のパイリニアーとした。

・入 力 地 袋 波 ( 表 2 )  

角干::fJiJfJ の入ブJ 地良i皮は、機準的なも のとして附

ｮ 本姥築センタ一民 ｩｾｬＺ の ｛ｅｌ C E NT R O 1940 

S] [T A F T  1952 ｅ ｾ 司 、第 Ｑ 極 地 盤を考慮した

ものとして土木研究所提供の [ KAI H O KUBA-

S HI  1978 T R]、f允t也);'i J辺の断10 と11M! 掛寺凶二を考

慮したも のと し て 日i l OGI J I SHIN ( ARI MA) ]  

の 4 i皮を月jL 、ている 。

入力レベソレ l討期誕地誌t二ついて原i皮を汀JL 、たは

L  J S F  

-</>70 外部圃橿阻叫X1侠

k  

翌I t コム摩 3mm以上

防陶 1200

</>800 

レ/ 鉛プラグ入り積層ゴム概略 (tt 1200)

ｾｒｂ＼Ｏ＾ｉｏｾ＠

戸

; = 

外II! 筒ー

目|

UI ' b  

串 鉛プラグ入り積層ゴム (LRB) tt 1200 54台

⑥ 積層ゴム( R  B)  tt 1000 46台

争 積層ゴム( R  B)  tt 800 20台 積層ゴム概略 (tt 800，tt 1  000)  

図 1 免震装置の配置 揚 鍋棒タ・ンパー ( 5 D)  ・ 4  - tt70 44台 図 2 免震装置
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l K， l K， I K， 

( 振動系モデノレ)

Mi  i 附床告I1質五t

i1(  等fi 回せん断 I! ね

11(， :  L R s  I! ね

11(， :  R s  I! ね

11( ，鋼彬ダンバーばね

図 3 解析モデル

表 1 解析モデル諸元

重E 階高
ばね定数 (t/ c m)

(t) ( cm)  

長辺方向 短辺方向

R F  13241 

480. 0 5986 6470 

6  F  9762 

475.0 7487  8179 

5  F  10028 

475. 0 9014 9852 

4  F  10175 

475. 0 11931 12927 

3  F  11354  

435. 0 57592  54960 

2  F  8855 

570 .0  65509 52422  

1  F  21750 

200 .0  図 4の免鍵装置の復元カ特性参照

表 2 入力地震波

笑記録 基準化最大加速度 (cm/ジ)

継時(s続間j  地震動波形

最(c大m速s度)  最(大c m加/速s' )度

レベルl レベJレ2 レベル 3

20 (c m/s) 40 (c m/s) 60 (c m/ s) 

Q( t )  

4000 

3000 

E L  C E NT R O 

T A F T  

K AI HOK Us AS HI  

MO GI] IS HI N 

1940 N S  33. 45 *1 

1952 E W  17. 71 *1 

1978  T R  22 .91 *2  

(A RIM A)  32. 44 *2  

341. 70 204.3  408 .6 612.9 30. 00 

175. 95 198.7  397. 4  596. 1 30.00 

286. 79  250. 4 500. 7  751. 1  30 .00  

616 .32 616 .3  20 ，00  

*  1  '86. 6に「ヒ勺レディングレター」誌( 日本建築センタ一発行) に記I1配された他

ホ 2 T = IO (5) 、h = 1/ 、すの燦り子により求めた悩

- 1. 0  

。

0， 

=3456t  

- 3000 

- 4000 

1. 0γ 

H，' =24. 0cm 

f (do= 150t /c m 

Qdo= 130lt 

α = 6. 5  

L R B の履歴特性

K，= 149t / c m 

。1

0， 1---- --- 7， 

K，=108t /cm 

= 9241 1 ノ〆 :

| /  :  K，= 308t / c m 

32cm O  3.0cm O  

R  

5  

2  

+ - MO GI  

4 ト K A I HOK U

- 6 - T A F T  - E W  

R Bの復元カ特性 鋼棒ダンパーの復元カ特性

BASE

O  1000， 2000， 3000  

図 4 免震 装 置の復元力特性

かは、レベノレ l て、20cm/ s、レベル 2 て‘ 40cm/ s の

最 大 速 度4二五回皇化 して t 、る 。

f潟疑地震は、いくつかの手法によるシミュレー

ションを行った結果、敷地に近い有馬 ・高 槻 柿 造

線 で の 断 用 地 展 モ デノレ (断 層 長 さ 40k m、 的15

k m、距離30k m、マクずニチュード 7 . 0) ヵヲj知也にtit

大の張先学を及ばすと考えられ、入力地震波として

採用して t 、る 。

・応 答 結 果

免震装置の施工

免震桃造では、基礎と上古1I 極f本との聞に干政府ゴ‘

ムを誌官することになり、上官11の霊長守安全に基

礎に伝えられる接合商の納まりと、総工キ! ? 度の管

理が必要であるが、 この工事ては、ベースプレー

トおよびアンカープレー ト等 の設置面の水平度、

平滑度あか、 I; ; t ，グラウト材の初年fさをいかに向上

させるかを中心に検討を行い、過大な作業を伴う

角I件斤の結果、地主主が良好であること し ょ音|叶待 こ主なく満足のいく結果ぞ得て L 、る 。

造が矩 Ｑｦｾ のノ ｦ ランスの良い Ｑ Ｑ ヲ 状 である こ とも相［ま

って、十分な免震効果を待られた。

応力上は、各階のI爵せん断力係数が設言|イ直の 80

% 以内に収まっており( 図 5 ) 、参考に行った レ ベ

ノレ 3 ( 60c m/ s) においても設吉村直以内であること

制続官、している 。最大の設計条件として掲げた床

面 の 応 答 加 速 度 も レ ベ ル 2 のtit大 値 て'16 8 Gal と

目標値を十分満たしており、レベノレ 3 においても

190Gal であった。

免震構造による効果

免震構造とする こ とにより、機能面での解決の

ほか、設計上、次のような効果を得て L 、る。

設言十周 ｊｾ せん断力係数を、前述のように ＰＮＱＵＭ

0. 30 としたため、躯{本のil 蚤i戚がなされている 。

レベル 2 における上部杭造の! 刑11変 形 角 が 、 故

大でも 1/ 1 ，000程度に収ま っており、カ ー テンウ

オーノレその他二次部材の取付官1I分 の事幻影追従が楽

回 穴応 答 層 せ ん 断 力 ( t )

図 5 最大応答層せ ん断 力

になる。

逆に新たな対応として、次の ようなことが必裂

とな った。

外 部 か らのfJMi合管路およびjJtノド管等 のiJ 主り 告1I 分

に、上告IlfiYc迭の変位( 余絡を凡込んfご設計 i l1i.40c m)

に追f廷できるフリ ー ジョイントを採J:rJす る 必 要 が

ある 。

5，; IJ 棟から の iJ主り廊下の抜 統古1I につ いても、変f立

を吸収できる納まりとする 。

*  

目ii . n で、もふれたように、 免良装出fの 設 出 は 完了

し 現 在 極 体工事中てあり 、f J M合管 路の ジ ョイ ン

トや、波 り 廊 下の胞 工 を終えて免誌に関係する部

分がすべて完了することとなる 。

なお、完成後は、基礎および卜'.ml 躯 体 に 地i: !tj-'-

を設置し、免長効果の観ilil Jを f 定している 。

73 



建築設備としての据置鉛蓄電池の現状と動向

田 川 禰 八 郎 たがわやはちろう 平 城 元 ひらきはじめ

建築設備としての縮担蓄屯 ｩ 也は、非常Ａ照明用ｾｴ，［Ｚ 式シーノレ形据誼鉛帯電池( 以下、シーノレ鉛千百' :J . i : i也)

淑、通信用予fi Nj ; t ，; : 滅、各種機器操作用電波および である 。

自家発 屯 機エンジン始動 ｾｾｩｊｭ 用な ｅ 、数多くの用 シーノレ鉛干罫電池 lム 従 来 の 鉛 苓 屯池 と岡織に、

途に使用されて し、る 。 さらに、エレク トロ ニクス 陽極に二酸化鉛、 F針j量に持政相犬鉛の泣磁を使用し、

機総の発達普及にともない、特に コンピュータの 屯解液の希fvt暗 中で反応させ起' む力引守るもので

パックアップ屯iJJ;( としての需致主広大にはめざまし あり、 一五L放電の反応も基本的 には同じである。し

いものがある。 たがって、充屯終期には酸素と水素ガスがそれぞ、

本杭ては、玖!底、据世帯屯池で主流となりつつ れ陽極と除阪から発生する 。

ある陰極吸収武シーノレ形措置鉛帯電池の紹介と、 シーノレ鉛帯電池は、酸素方‘ スの発生が水素ガス

今後の動向について簡単に説明する 。 の発生に先行することを利用したもので、発生し 写真 1 MS E 形シール鉛蓄電池

陰極限収式シール形据置鉛蓄電池

た酸素方、スはセパレータ( J i品12附反) をとおして除 こうしてメ

級へ移動する 。次にド会阪と磁調査が反応して酸君主は ンテナンスが

11
1
， 

→ ｬ 生に、制世帯ＧｾｬＡＺ￬ 也 は充包装置と負荷にＺ［ｬ ｈ ｉｊ ｬ こ 再び水にもどり、同時にド針五は一昔11放電状態の硫 大 l阪に卯Ji.成さ
凪 凪

ｊ 主統され、Ｇ ， Ｚ ［ Ｚ［Ｈこ干 ｬｦｾ ｴＡＺ ｩ Ｎ也 に 一 定Ｇ ｾｇＺ 圧を「 加 えて完全充 酸鉛に変化する( 図 1 )。 この結果、 ド銑涯に流れる れると同H寺に、 =  

冠状態を保ち、停電1I i'J'の}i文1い こ備える j平ill jJ 充ほブi 充;l.i:' ;t，;: 流は1ifr活安鉛の巡元に消費され、水素ガスの 特 に MS E J I手
E聖

式て 1lEJ IJ される 。 発生は抑制 される 。 この酸素サイクノレによって干存

これまでのこの種別途の据官邸打者泊也は 、 →l生 屯池の衛問化が実現し、- tfl 休が不安とな った。

的に液式屯池と 11乎び、フリーな; 立向車i 7 ?i を有した梢 充電初期一・中期 「 ー 充電器 一寸

造である 。 このため、過充 ｾ ｾｮＺ ｲｾ Ｍ ｉ に水の屯気分解が ゆ 「一一寸1 i  ( D 

起こり、水素と酸索の混合万、スや園長務が発生する 。

ま1.: 1i l t j { や屯解j夜の比重iHl J定、あるいは各干害屯

池の引制じf広EEや比重値のばらつきを定期的に均一

化するための均等充ii 立といったメンテナンスが: 必

要であるため、 この省力イヒカ対抗、主要望としてあっ

1.: 。

一方、近年、日度附幸1，化社会に対応する屯算ピ

ノレ、インテリジ、エン 卜ヒツレが数多く建設されてい 充電終期

るが、処築設備としての据置苓沼地は消防法、建

築基準法および火災予防条例により、設置場所な

どに対しての圭凶切さ定められており、不燃材料で

区画された専用の帯辺地室に設澄しなければなら

ない。 1.:1.ごし、消防庁長官が定める表当主に迎合す

るキュ ー ピクノレに務' f [ t 池を JISW与する場合は、機械

室などに設出することができる 。

このため、 古対立はキュー ピクルに収 納する事屯

ｩ 也 設備が非 ｾＺ［ Ａ［に多くな っ ている 。 こ れは、ヒツ ν ｼ 主 ｪ

の屯 ) J 1J! と給ぞ集ιl' 給; t ，; : 方式からヲtl i X 給屯方式にシ

フ 卜するケースが判官加l している こ とにも関係して

いると忠、われる 。

負桁への給n;: 方式は、 ーで般的にピノレの下f f 1 階の

Ｇｩ ｴ，［Ｚ力、ｾ気主・に設けられた受変ＧｾｴｩＺ装置、整流装世、

交流 ｾ Ａ ｉｍ 亭屯屯源装置そして干害 ｦｾ￬ 也などから給Ｇ ， ｬ｟ＡＺす

る1.1主l-j : o 給; t ，; : 方式が多いが、屯力需要の変動に日IlJ :6

するため、また' ; t ，; : iJJ;( システムの1次l僚がビノレ|大j すべ

てのシステムタ守ウンになる こ とを 防止する方法と

して分散給屯方式がある 。

うiK校給' ;t ，; : 方式にするという こ とは、 l末荷重の出IJ

l燥がほしし、- ' :. 1 刊滑などに設遣する こ とにもなるた

め、設備の小71ヲ、経企イヒが必要となる 。

こうしたメンテナンスの省力イヒおよび小形イヒな

どの妥求に応えるべく開発されたのが、陰極l吸収
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図 1 シール鉛蓄電池の密閉原理

シーノレ鉛帯芯池で、は、酸素ヵースが防艇からすみ

やかに拡散して陰根に接触することが重要である

ため、 Ｇｾｴ，［Ｚ ｗＨＴｾ 誌に ｩ 色 気性が必要となる 。 こ のためＧ［ｴ，［Ｚ

向平首長を必要最小限に tli lJ 限し、カヲス繊維でてきた

秒す何本の特妹セノ f レータに合; 支イ呆持させ、; l _ ! : 附f主

を非im!! 百jイヒしたリテーナ方式を採用して L、る 。

このことは同H寺に、 シーノレ鉛務>1! : i也が 鮒!l .) H;主機

能を有することにもなっており、般に笹IJ して世く

ことも可能となり、設置かと去の臼 l却支が爪1 した。

また、集f山本( もl蹴尉径子) には !とl己放' ; t，;: が少な

く、その l;f I ? つきが少ない鉛 カノレシウム合金を

採 Jf Jすることで、定期的 な均等充;l _ ! : も不安とした。

1992
1
1'-に MS E 形と HSEJ Iヲとして、 30- 3000

Ah ま で の 広 純 聞 に わ た る 容 立 の 機 種 が JI S C  

8707 ｲｾ ［銑 ｾ ｩＡ Ｑ 吸収式シ ー ノレ形据置鉛蒋 ω 也」として

枯l院 さ れ た。 (写真 1)  

の場合は従来

の液式電池と

上l二中立して、 ro:.-s 

ｾ Ｎ￟放 ＱＨＡＺＧ 性能の

|古l上、小形化

および長寿命

化が尖現し、

t説各種のヒー

ノレて多数使用

されている 。

(写真 2 )  

今後の動向

ι ｾ＠

写真 2 MS E 形シール鉛蓄電池を

収納したキューピクル式電源装置

現在最も活発な動きがあるのが、コンピュータ

パックアップ専用のシーノレ鉛務屯池である。

コンピュ ー タなどの ｬ 附報 ・ 通信機総は ｦωｾｴＧ［ ｇＺ庄

の変動に敏感で、短時 tlt Jf山立はもとより 1 0 ms 税

l支のH則 前ω王低下でも桜並JJ{乍・停止があると t 、わ

れており、良質の屯力1:11:拾が必要てある 。 こ うし

た負荷 に屯 圧 ・ 周波数の安定した ｾ Ａ ｉＮ Ｈ ｾｬ ｦｉ［断の 屯 ｩｊＡ ［ ｬｩ￩

1' ": 給するのが、 U PS (U ninterrupt i bl e  P o wer  

S y stem) であ り、一吻生 l こま査流器、 CVCF インバ

ータおよび帯芯i也から梢成されている 。

この U P S は、コンピュータオ、 ッ トワークの大

ｾｕ 共イヒ、 分f吹矢主辺1イヒ とし、った重JJ きに} 芯、じて、 t生fiE

向上および小形 ・経孟k化が急激な勢いでl忌|られて

きた。

干害7瓦池につ いても、 MSEi r" ，などの|拝19eで そ の

一端ぞ担ったが、さらに高2判長';t，;:!f. 'i"j全をアップし

た小形、低価格、長寿命の ups wmのシーノレ鉛

帯電池がｾ求されている 。

またシ ー ノレ鉛蒋Ｇｾ ｇＺ池 はメンテナンスの省ブ ｊ 化 を

笑現したが、ブラックボックス化が進んだとい、

える 。 このため苓屯池の状態を監視で‘ きるモニタ

リングシステム、 さらに者γJ丘i也の劣化判定、舟命

判定都などのI l ↑ 1発も活発化している 。
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中 央 ＢＱＧ 庭を核として、ブ ｊｊｦｾ 格子状の平面 Ｗｲｈ ，

立而的に水平性と 垂 直'1生の実に調和 lのとれた目地

WIJ ノレーノぜ- ' e 持つ建物が、京者11盆地の中央に畿え

る。 この材体化学工業京者! 散手|守センタ ーは、主; 地

Ｈｉｾ ｊ にも華庁ｦＮ Ｑ Ｑ 心に相応しく、ロ ー マのエ ・ ウ ・ ノレやパ

リのラ ・デファンスのような場所にある 。今回の話

題処築を|封1< 会は、新高11市対観の展望か b 、この

センターそ耳兄り J 二け"t:. 。

設計が始まる

計'l tirC i は、まず、設言十依頼について、京都大 学 教

授 ・加藤邦男氏の説明から始まった。

li成後大発展を遂げた積水化学工劃掬は、 2111J:，i己

に向りての展望を持ち、全国 Ｈｉｾｊ な ｭ 棋の中心とし

て技術センターをつくるに当たり、京都の建築家

の諸作品毛市町ーしたキ古来、 加藤先生に設青|ーをf帥 貞

した。大学て研 究しながら姥築設計をするため、

研究員と OB とてプロジ、エクトを組み、全力投球

をすることになった。社長も -f'・ti: のことには注文

をつけず、現兇lに近い状態て作業は進められた。

栴造は京者11大: 学の金多研究室と 一緒に基本設計

ぞ検討し、 尖施設日青計計1十|十-1はま

てある。加口: 会ヰU.;J:竹 中工務 J吉、チ寸本組、清水建

設各社のショイントで各棟ぞ担当する。

場所の持つ重要性

設計の基本(1勺な取り組みとして、加藤先生l立場

所の持つ要素の重要性を考える 。北区大の建築家ど

ノν ベノレグ= シュノレツの近著 11主まいの コンセ プ トJ

を引用されて、人Ii1Jが住む建築とは、単にシェノレ

ターの機能を持つ7ごけていなく、そねを越えるも の

がある 。 これをいかに越えるか、まず 11也者と ，':: B

合う J、次に「価値を共有して気心を j丞じ 合うよそ

して 11"1分の生活そ選び育てる J い 、う 3 段階の

ｽｾ Ｇ Ｑ 而がある 。 こ の 人間らしし 、生活空 間を可能にす

るのが建築技祁? である。

この場所は、 T opos 位 世 ・宅 fli 'J い、う t:.<けでな

く、同H寺に Kr onos という 11寺↑11'] (1勺な意味守も 合

み、その二つを備え てt 、る。深い意識カヲ佐t える

安らぎの地点であり、背後からそのようなものを

11]1 し出す利収イl勺な力が恨元にある現象で、 H寺とし

てｾｊｬＧｦＱＺ誌のように表情が知党される 。 そのような場

所を、現代生活の"1"て‘ |当然に読み取るのは非常に

品ffi しL 、。むしろ場所は、建築家が自然な j嵐長なり、

人工的な特製なさを聞をつくっていくことを過して

読み取るべきである。祖先は、砂淡などの王長官で

は幾何学的 な形態守人間生活のよりどころとした

カえ今は別な仕方で読み取りが可能と考えられる 。

この技術センターは、平安京以来の粂f J J 制の残

って いる必撚 EIの <1' のー|条通りの国道 1 号線との

交差部、束手l' Ｈ教 王設国寺Ｉと Ｑ 羽耳ＱＱｉ ｦ 侶と の Ｂ ｉ Ｂ ｾｭ

にあり、現在は名神高辺illu協のニ|じ，1J!i 1で、交通の要

点にある 。 この地域は込t工業地域て、道路の北. f J ! i 1

のみ住居地域て法 規11;IJ が伴う、 l 06
m

X 170
m

の工場

跡Z加 也である 。

空間に中心性を求める

一全国からキ':]j';i， Ｇ￩ ｴｬ 主めての初 刊 ｾ施設と試作工場、

それに社員のリクレーション施設 t 対外的な P R

の出米るものい、う要三宮があり、総合施設の可能

性カマ品論された。平安京は、当初、重量然としたこ1-，

塀で、区i固されるが、やがてi J i' lれるに伴 t 、外部へ|甘l

かれ、街道の阿1)[ IJ はBFJ 放されたパブリックな IIIT t  

なる。現在の道路は交通のためのスペースとなり、

空間的な t ド心性は平希薄である 。特に この付近は、

自動車交通の手段と 化 し、 ':' el間性の質を変えてい

る。 したがって新川こ』加也の内音11に中心を設ける

従案を取り入れて、 ι1' 1止にこ1-.1J )1'が紛れたあと、近

|出IIJ 屈のように外部に I，)[.J 欣さ れ、 j通り庭を通して

奥のP j < 庭が兄えるような宅II¥J地域を、現在手法で

再開発して成立さすのを、設計のまi旨とした。

積水の特色を仕立てるのに、 "1 '1主|の，li!!l! ・孫 子

の兵法牲に告かれると ころの、単なる水でなく、

前 ｈＱｉ 攻うときにＷ｝Ｇ＼の銑ｾ L 、でW，tj lic らし JfJj っと L 、う、

干j't悦的な失11伎を「旨とすると L、う積水化学のキJ ゴ4・に

基づき、泌さと it下けさのrl' に秘めたるエオ、ノレギー

を求め、歴史者11市 ・京都の広ー殿、ヰJ 寺や111'[ 屈を「分

析しながら計画を進める 。

どの案も、 ＢｉＢｾｉ こ中雌を設け、 ｮｩ ｊｬ剖 ｬ こ詰 ｜ｦｩ Ｂ 棟、

初 ｦｦｬ 多 ｦ 束、 ｬｩｊｦ 予 ｉｅｴ 東をナ配してＪｾ討する。

ｦｦｾ＠ 1  ｾ信は 、施 設が複合されて いる ので、周辺を

サーキュレーションしながら、外相IJ からアプロー

チする 。 第 2 案で は、中庭を設けて、外1J!1Jから中

島主に入札 中雄か らそれぞれにアプローチする仕

方が考えられた。国道 1 号線沿いに積水の産買をつ

くることにより 1IIT:;l t - みの巾にファサードを持たせ、

積水化学工業京都技術センターの時空間

引先十点は大ホーノレにせず、研究に. i i l i した宅1mと

して 3 隙に分け、その隙11¥1にスリ ッ トぞ設けるこ

とにより、背笠や述 Ｑ 止を取り込み、抗 ｬｾ 子必しに 相

互にお山口容を持たせ、外宮 ＱＱ からの ｾＪｬ 、奥行き感と

内告11からの解放感を持たせた。 プライノ f シーが司王

められる研究室には、 北イJ ! 似li 卜ーの巾嗣J ! リに、パブ

リックソ' ーンとして打ち令わせ室などを計画する 。

包括地域である張幻也 ｾｴ ｦＡＡｬ ｊ にはｪ￭ｽ ｦｦｬｾ の干補正 ｬ 施設や実

験生・をとり、法机j J ) IJ によりセットノトノクしたこと

が、全体に変化を持たせた芯:1斤: となった。

， ｾ＠ ，峰昔11分には場所|ゴニそ設定し、ノドの泌さと透明

f惑を、 "1-'世 11本峰|立! の村iiJ lノド( 似山ノド) のよう に

水や草木を使わずに表引する 。 ＱＧ Ｑ 然な芥 ｉｊｾ 気をに

じみ ，ＺＱＧ， させ、フロアは，ｊｩ［、 ＨＱ 、グレーの ｬｊ ｊｬ ｉ［ｾ 耳 ｦ を

JTj L、た。各十点の臣、←1'，1こは体行施設やヰ 1:1- 1食笠ーを設

げ、帰国を一周できるサーキュ レーションにした。

全f本のテ、、ザインは、車111かいノレーパーにすること

により垂直性、ノk予凶二の税J l I J性をョ長引するほかに、

硝子張りにすることより溢 ｉ ｉ Ｉ ｊＡぷを強制する 。 ＭＧￍｾゴ本

の日さは、 j汗含似んでいくことにより、ノドのi栄さ

を表到している 。

主 ｉｉ ｜ｉ Ｈｉ ｾ ｊ には、使川する人力叩 ｩｊｦ 先、技制 Ｚｲｴ ごけでな

く心のよりどころとし、また訪れる人が心に' ム: ら

S を感じる努:1国気を持たせる 。H制 ¥J的には、 ，' i米

の ＱＱ 本的感覚を う祭や ｊ ｦ Ｓ でよ ￆｊ ｾ する 。 これを ｈ 寺 ｉＺＺ Ｍｊ 的

な宅If1J t なる上必J i JI のH'，'fe}.' ，': とした。

質疑応答

Ql  ＱＧＭ Ｑ Ｍ Ｇ 反 ｴｩｾｊ とした坦 ＱＱＱ ＱＱ はーＭＧｩｬＡ物全体に ｨ 悦 ｉｾｾ

･ 及ぼす Ｇ｝，心 ＱＱ 判所 が必ＧｩＡ｟Ｇであり、またＩｪｾ者 ＱＱ の ｉｉｉｊ の

成り立ちを振り返り、別荘の街道の引: A か b 、 建

抄 ｾ Ｑ Ｑ 、ｬ 古 ＱＱ にノ ｦ ブリックなところを ｭｩｦ￯ させた 。

Q2  1紋が少な L 、」のは一一斗 11映写したスライ

ドは 工 恥 l' て二. f lrr制が令清11終わってなく、中[I I[ えた

ばかりの草木も f J っと' 交わると芯われる 。

Q3正百li IJ間 11分の.'J :l lrJ について I. ; J : ----' M本の

車11み令わせて‘ 考一えたので、古11分では論じられな L 、。

似 「ノレ = コノレヒ' ユ ジェの作品J との|比Ij 主はーー

かつて同席したこともあり、建築のボキャブラリ

ーにはな って いるかもしれないが、彼の「ラ ・ト

ウーレァ卜 ｊ を Ｒ ｪＭ したもので‘はな ｌ 、 。 ［［ｾ初 Ｕ 技制 Ｇｦ セ

ンターの材質に上ヒベ、ノレ= コノレビュジエのものは

結刷lであるし、 I也長いil. 11本ては技l' ドf(1勺に呉なる 。

。5 1緊燥感と透lりJ!:LIi; J は一一一11 '，'，' ; 生活の '-1 'では

なく、初|ぎすましたl瞬II¥J の浄上念仏のような反省

11寺に生まれる 。

Q6 ｬ￯￯ｾＺ ちず ｦ <  JJ'jji) i-J はーーーl亡'- 1' 、研究室て少し

7存ち利いた折、 J 4のHfi き戸: などカ可片lこλ てくると

きの心の安らまであり、これをr船水化乍の建物に

機能的なアプローチ ｉ Ｎ［ｊＺｾ凶 Ａリ に設け、かつ非常に探 求めた。

丸、奥行きを感じさせるには、中庭を囲む必要があ *  

る。 こういう計画案か b 出発する。

参考に、 Tu期'r.j 新設計の筑波センターピノレとノレイ

ス ・カーン設計のソーク研吉田iJyを検討したともし、

う。 そしてh1i: :キ的に、国道 l 号線を jji jj 面にし、四

イJ!l J奥に試{ や棟を配fu: して隣地工場を遮断し、南1J!1J

に研 究f取をつくる。

設計の基本 Ｈｉｾｊ な取りｫＺｉｬみ Ｉｪ の厳しさを Ｗ Ｑｲｩ 感した

有 ＱＳ［ 義な集いは、 ＲＰ Ｑｬ ｾ Ｑ ＧＴＵ 叶に附会する 。

日 時 1993年 10月25日開) 18: 30- 21 :  00 

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン 参加者 37人 :  

講 演 加 緩 邦 男 氏 / 京 都 大 学 教 綬

司 会 下 村 健 治 氏
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「プロ の ノ ウ ハ ワ」 講 座 ・第 10回

「く耕反〉建築審笛去

を言畝こなすコツ」

研修会参加の記

山田 修

日本建築協会出版委員会副委員長

修( しゅう) 建築事務所
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東京から高木氏を迎えて講演会を 11FI くのは、 2

回目です。今回の建碁法改正を機に、旧者は絶版

として、表j也の新著が出版されました。

当協会の会議室て》狭すぎると、会場は新装な

った大|切符建築健保会館ぞ用意しました。

*  

講師の話をIl f J くだけでは参加者が疲れるだろう

と、最後に質疑応答の時聞を設けました。ベテラ

ンの鱗師だけに、時間の配分がうまく、 - 11ftの本

を学習しながら、主なところの雪ｾｲ，Ｃが聞けました 。

参加者は当初刊l多会を有主主義にすごされたことでし

ょう。時聞が足りずに、出したかった質問が伐っ

た感じがしています。

以下に、講義のおもなポイン トを要約しました。

公法と私法の違い

建碁法は設立|者 用 にt詰rfll の設計三吉凶色を示した公

法である 。公i法fごから、役所対設計者のIYi J係て取

り締まりを主にして L 、る。金ては解決て冶ない法

手1!1ご。私訟は民間の liJ J j 返を解決するも ので、金銭

解決がて》る i法手ド7ご。 しかし、 円ＡＡ 世枕 ・ 円 ＩｪＨ ｾ 規 ｪｊＩ ｉｊ

がからんできてから、公法と初、7去は入り組み、複

幸fgにな ってきた。

公法は、 何か事故が起こ ったとき瞥自ーが困らな

いようにしている 。{ 列えば沼ミ文に 「エ スカレータ

ーは、 手すりの」ニ計柿11が踏段と同じ方向に同じ速

度で述語J)するようにする( 令129粂の l l )J と記し

ている 。 当 たりｦｊ￭ ￯ の ことを ＺＭ ｾ Ａｽい て役人はヒマなん

7ごなア ー と忠、うだろうが、そうじゃな L 、。「小t学

生がベノレ 卜を号 lっばって大人が|蚤我をした」例が

東京であった。事故の12任ぞどこで追及したか、

というと公法の当粂文ぞめぐって争われた。

建基法の読み方と使い方

残基it. ミ令集は、間判明のように必要なときだ

け1le う。 たTごし、アイウエオ I1阪になっていないの

で、目次ぞ読み、該当個所を探す。少し訓練がし、

る。法律家が作成して L 、るから建築制中T者向きに

はなっていなし、。

法律は 一 度主ＺＺ ｾ 、たら 二 度舎かな ｌ 、 。 当然、ある

条文を読んでも分からないところが出てくる 。不

ｾｊｉ［切といえるカ吋士ｪｊカずな ｌ 、。 ｔ ご力ＧＱＮ，、 そういうイ聞

所は法令集にどんどん書き込みを入れて L 、〈 。

「当斗交等( 令126粂の 4 ) の等の 中に、体 育館、

ボーリ ングｾ Ｚｴ ｾ Ｑ 、スキ ＭＺＱ［易、スケ ー ト場、Ｗｬ＼ ￬ 永場、

スポーツの練習場」が入る 。「自走式1I1mHま建築物

か工イ判勿か、いずれにも該当しないか( 図示)J の

東京都の払判例の話は、興味深かった。

漫談から実例に入る

新 用 途地 域、道路幅員の iftl J り方、 6 m 道 路区

域、 2項道路、建ぺい率、容積率、1 / 5を限度とす

る自動車車I l ] i の樹氏率緩和] 措置の計算例、誘導容

柏市IJの説明から、実例 の話に入る 。

「樹氏率先X.:1て 糊IJ だけの売買があ った( 大厳

省) J 、「木造の甲種|坊火戸がホテノレに利用されてい

る。 これはア メ リカ の宇宙研割削斤で I.J日発された防

火塗料のおかげた'1 f準耐火建築物とはー J 、fIll

庫 の 規tlilJ がややこい、のて" 表( 配布あり) にまと

盗後初からの亜麹と惨，苗隠刀ら置鑓田j ( I<i 凶主

巳遣写ること

[ < 析版〉挫築地lW出、を読みこなすコツJ より

めたJ 、「伝統的建造物の加記は、木造の修理が容易

になり、自然、文化財保護運動にもプラスになっ

た」などの熱弁に、ねむっている人はおられなか

った。

質問からまとめヘ

「公法と私法の桜点がむずか しくな ってき たが、

どう対処すればL ' L 、のか ?J

「公法はj如 !IJ として、・ して IJ: L  、けな い、と

若礼、である 。 しかし、法65粂t.:'Hは、・・・・・ 0 するこ

とができる、 とす!t L
、て t 、る。学者ー{刊lは民法の191J外

規定を公法でflF くのはけ しか らん、 とL 、うが、こ

れはあくまでも相手さんとの話し合いによるもの

だ。今はや りの使途不明金とも 似ていよう 。

公法同士の競合( 姐身長去と旅宣伝染7去など) は、

どちらかのJ殺しい方を適用する」

「役Ji斤の人とケ ンカしな t 、ブア法はないか ? J  

「建築手私誌では、あれやれ、 これやれではな

く、文舎で可旨示するようになった。不服のある人

は審査会に申し出ることができる。指必要綱行政

はなくさなければならない。が、地方財i f X i 法と寄

付 金の事ゆえ、 士也ー万機会て とり 上げるべき 問題だ。

一度にはなくならな L 、。官僚の汚職ともつながっ

ている 。

いまはフロッピーディスク申請 (5万円余の金

力九、る) になったので、ケンカは走早こらな L 、fごろ

うJ

*  

最後になって質転白; i 5 答ヵ t!l:拒りあがりました。

「役所の人とケ ンカ云々 . ....J はN さんの頓智

て出てきたものです。行 政にお られた高木氏に し

ては思い切った発言 もありました。役] 寸斤の方のこ

の程の講 ￬￬ｲ ｩ 会は 印 ｾ ｬｬ 舛初 ｌ λｴ の意見は述べられませ

んので1面白くありません。が、半民|日1にお られる

高木氏の宮町立、まことに歯切れのよい面白いもの

で事した。実fylJ がどんどんと出てくるのです。

受講者も和司待いたfごけた、 と思って います。 ご

質問含下さった方がたに謝なぞ表します。

日 時 平成 5年 11月10日附

開場17 :  30 開会18: 00- 閉会20 日日

大阪府建築健保会館 ・多目的ホール

高木任之氏

制白本木造住宅産業協会専務理事

山 田 修 氏

45名

場

師

会

議

司 会

参加者
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[ お知らせ]
n f o r ma f i o n  

「大阪市八ウジングデザイン賞」表彰住宅 「遊牧民の建築術J 展

大阪市内に建つ民間の集合住宅を支援量に、外観デザイ 広〈大阪市内外から寄せられた 920 i 通のハガキ、住宅 12月から来年 2 月の I NAX ギャラリー大阪企画展は、

ン、配置 ・住戸計画、設備、管理等の総合的観点から 数にして l 刷物推薦の中から、審査委員会( 審査委員 約時中心に、各地て也撒に生きる人々の簡素て合理

優れた住宅を表彰する「大阪市ハウジングデザイン賞J 長 . 巽和夫氏) て審査の結果、昭和63年 4 月 |日 ~平 的な住まい構造や暮らし方を取り上げる。

の、平成 5 年度の表彰{ 主宅が決まり、 11 月26日に大阪 成 5 年 5 月31 日の問に完成した 3 つの民間住宅が選 「ゲルJ とはモンゴル語で「家」という意味。「遊牧民

市長公館で表彰式が行われた。 ばれた。 の建築術ーゲルのコスモロジーJ と題した今展では、

会場内に本物のゲルを少し変則て建て、内部には赤の

色調のあたたか味のある家具調度も配する。

現在のモンゴルでは、ゲルの中に蛍光灯がともり、近

隣の国守の紅皮脇差を聞き、テレビのある暮らしも少

なくはないが、モンゴル遊牧民の風景は変わらない。

会 期 ＱＹＹＳ 年 ＱＲ 月 ＱＰ 日 ゆ ｾＱＹ ＹＴ 年 Ｒ 月 ＲＴ 日 同

ＱＰ ・ ＰＰｾＱＸ ・ ＰＰ 休館日 Ｏ ＱＲ 月 ＲＹ 日 ｾｉ 月 Ｔ 日

会 場 I NAX 大阪ショールーム 2階

大阪市西区新町| ー7-1 TEL  06- 539- 3518 

ゲルの組み立て 撮影一野沢延行

の容与を目的に平成 2年に始まったものである。 tお兵のポー トサイド地区再開発事業の来年 3 月オープ

今年は、建築家 ・遠疎剛生氏の審査により、応募作品 ンに向け、アートノマフォーマンスがヨコハマポートサ

150余点の中から入選作品 10点を選んで、 一次審査通 イド街づくり協議会らにより企画されている。

過作品を合わせて 54点が“ C OHNAN建築ギャラリー このパフォ ーマンスは、オーストリア出身のアーティ

' 93" ( 大阪会場 11月2ト 28日、ヒ.ツ グステップ 4 F ア スト Edgar Honest shl ager が日本の靴文化にインスピ

クロスパラダイスホール、東京会場: ＱＱ 月 ＱＹｾＲＱ 目、 レーションを得て生み出した現代美術プロジェク 卜で、

スパイラル I F スパイラルガーデン) で展示された。 1月と 3 月にはこれらの剥国ピースを素材に、展覧会

またインスタレーションが公開される。

• EXHI BI TION 

日時 ＱＹＹＴ 年 Ｑ 月 ＱＱ 日 ω ｾ ＲＴ 日開 ＱＱＺ ＰＰｾ Ｑ ＸＺＰＰ＠

場所佐賀町エキジヒ' ツトスペース 入場料500円

東京都江東区佐賀 1-8- 13 食糧ピル 3 F  

展示靴型の石膏ピース 800枚が床一面に敷きつめら

れ、 観客は素足でその作品の上を歩く 。

. I NTSALLATI ON 

日時 1994年 3 月19 日出より常設展示の予定

場所 ヨコハマポートサイドフロア壱番館ロビー

展示 来年 3 月綬工予定の超高層住宅の| 階のロビー

で、地区開発に取り組んできた 165人の靴型に

よる石膏ピースがインスタレーションされる。

問い合わせは、シューベルク ・プロジェク 卜実行委員

会( 白石コンテンポラリーアー卜内 T EL 03- 3821-

1144) へ。

プレジオッ、ノ

(9F，95戸)

所在1也大正区鶴町2丁目

1宣言ド昔村本建築設計事務所

「学生のためのフレッシュテ、ザインコンペJ の入選作品

コーナン建設賞対は、「学生のためのフレ ッシユテ' ザイン

コンペ」を大学F怠大栄高等専門学校、専門学校に

在学中の学生を対象に、課題自由で開催し、今年で 4

回目となる。

このコンペは、学生に作品発表の機会制釘共し、若者

の創作意欲の向上を図り、次代を担う彼らに今後の建

築活動への創造性を促すとともに、建築文化の向上へ
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金賞「都市の隙間に浸蝕する」早稲田大学 多国聡子
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理 事会

第 5 固定停I ) ! 里事会

Ｒ Ｗ 日・ Ｔ 時 ｾＵ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か3 2名

議 事 ( 1経営改善について

(2)平成 5 年 度 第 2 固定時評議員会日朝雀の件

(3股媛並びに協賛名義使用の件

(4)入退会者承認のイ牛

(5)事業報告

編集委員会

第 7 回会員企画小委員会

Ｕ 日 ・ Ｖ 時半 ｾ Ｘ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 佐 伯 副 委 員 長 代 行 ほ か 3 名

議 事 シ リーズものの報告と掲載予定

第 7 回作品作風小委員会

Ｗ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時日介 ・ 於本会会議室

出 席 者 松 田 副 委 員 長 ほ か 7 名

議 事 ( 1)1 ' 乍品の掲載状況並びに掲載予定の報告

(2 ) 1 乍品の選定

(3)  i Gall eryj 掲載報告 ・予定

(4)  i S KET C H  B O OKj 作品構成

f広大編集委員会

ＱＴ 日 ・ Ｔ 時 ｾＷ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 東 顧 問 、 荒 井 委 員 長 ほ か 10名

議 事 ( 1) 10月号「福祉 のまちづくり J 特集車五島報告

(2) 11 月号 「 都市 型fさ宅再考」特集経過報告

(3) 12月号「第 4 0回青年技締渚H環境一人にや

< ' : しい空間創造をめざして」特集伍盈報告

(4 )  1 月号「コピー文化の幸府寺代j .  i第 12回ア

ジア競技大会広島J 特集車盗品報告

(5)その他

(6捕濡集委員会のi副生化について

(7収 支 状 況 報 告

第 6 回概畠分科会

15日 Ｖ 時 ｾＸ 時 Ｑ Ｕ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 二 宮 幹 事 ほ か 3 名

議 事 ( 1) r概盆の頁J の企画

(2編 集委員会の報告

第 40回膏年技術諸選考委員会

ＱＸ 日・ Ｑ Ｒ 時半 ｾ Ｔ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 荒 井 清 選 考 委 員 長 、 奥 田一夫 ・中)1 1洋一

上J草正行 ・藤 田 昌 美 ・橘 英三郎 ・徳田裕英

守屋豊仁 ・村 本 至 ・三浦康夫 ・水回匡委員

議 事 第4 0回青年技術諸選考

第 3 回 being 欄企画打合会

Ｑ Ｘ 日・ Ｗ 時 ｾＸ 時半 ・ 於本会会設室

出 席 者 北 村 幹 事 ほ か 4 名

議 事 “ being" 欄の登場者について

第 7 回広告企画小委員会

ＲＶ 日・ Ｔ 時 ｾＵ 時 Ｔ Ｐ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 荒 井 委 員 長 ほ か 3 名

議 事 ( 1) 10月号「福祉のまちづくり」特集収入報告

(2) 11 月号「都市型住宅再考」特集広告途中経

過報告

(3) 12月号「第4 0固青年技術渚J ・「環境一人に
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月間の動き

やさ しい空間創造をめさ' して」特集広告途

中経過報告

(4)  1 月号「コピー文化の新時代j .  i第 12回ア

ジア競技大会広島」特集広告途中値晶報告

(5)1j ll 支状況報告

第 9 回設備介科会

Ｒ Ｗ 日 ・ Ｖ 時 ｾ Ｘ 時 ＱＵ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 蔵 敷 健 次氏、重定宏明氏、梶井幹事ほか 5 名

議 事 2 月号「建築のエネルギーシステムj ( 仮称)

特集の企画

事業委員会

第 1 回広報第 2 介 科 会

Ｔ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時半 ・ 於 本 会会議室

出席者 川村、酒井両幹事ほか 4 名

殺 事 実 施 報 告 及 び 今 後 の 予 定

第 6 回若い会員の集い小委員会

Ｕ 日 ・ ｅ 時半 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 杉 本 副 委 員 長ほか 7 名

殺 事 ( 1駒 田事業委員会の報告

(2)実施報告

(3)今後の企画について

(4漆員の時間

第 |回広報第 l 分 科 会

Ｖ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時 ＴＰ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 奥 村 、 門川、宮内各幹事ほか 3 名

殺 事 今 後 の 企 画について

第 2 回建築と緑分科会

Ｑ Ｙ 日 ・ Ｖ 時半 ｾ Ｘ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 田中 康主査ほか 2 名

議 事 「建築 ・都 市 ・緑一都市 ・建築の緑化J につ

いて

第 3 回支部交流見学 ・リゾー卜見学合同介科会

ＲＷ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 南 副 委 員 長ほか 2 名

議 事 「東海支部交流見学会( 仮称) j について

教 育委員会

第 l 回工高生絞首小委員会 (予備審査)

Ｗ 日 ・ Ｕ 時半 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出席者 和 田副委員長ほか 9 名

議 事 第39回 工 高 生 デ ザイ ンコンクーJ レ応募作品

の予備審査

第 3 9図工高生デザインコンク ール審査会

ＲＳ 日 ・ ｬ 時半 ｾＶ 時半 ・ 於本会会設室

出席者 ・森本審査委員長ほか 9 名

片倉孝交育委員長ほか 8 名

応長長作品 148点 ( 2 0校) を審査、入選作 10点を選出

第 2 回講習会小委 員 会

ＲＸ 日 ・ Ｖ 時 ｾＷ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 佐 蔵 幹 事ほか 8 名

議 事 ( 1):; 本年度建築工事実務講習会( 大阪開催) 実

施報告( 施工計画、積算 ・仮設見績)

(2漣 築工事実務講習会( 京都開催・東海開催)

実施報告

(3浸 講 者アンケー 卜の結果について( 大阪開

催、京都開催、東海開催)

【平成5年 10月分】

出版委員会

第 10回 「水にまつわる トラブルの事例 ・解決策〈建築

f肩>j 小委員会

Ｔ 日・ Ｔ 時半 ｾＶ 時 的 介 ・ 於本会会議室

出席 者 上原小委員長ほか 川名

議 事 ( 1) i水 にまつわる トラ ブルの事例・解決策〈建

築 編>j 再校正の検討

(2)今後のスケジュ ール

第 11回 「水に まつわる トラブルの事例 ・解決策〈建築

冊 j ' J、委員会

Ｒ Ｑ 日 ・ Ｔ 時 ｾ Ｕ 時 ・ 総本会会議室

出席 者 上原小委員長ほか 8 名

議 事 再 校正の結果報告

第 6 回出版委員会

Ｒ Ｑ 日 ・ Ｕ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 須 賀 委 員 長 ほ か 9 名

殺 事 ( 1) <プロのノウハウ〉 と特装本の経過報告

(2)今後のテーマと騨在者翠定について

(3)プロのノ ウハウ講座シ リー ズについて

建材委員会

第 5 回建材委員会

Ｑ Ｓ 日 ・ Ｓ 時半 ｾＵ 時半 ・ 於本会会議室

出席 者 和 田 委 員 長 ほ か 7 名

材料説明. 省エネ外装改修シス テム( ヒ'ルフ ァイン)

議 事 ( 1)今後の検討建材

(2)今後の「新聞オ紹介 コーナーJ 掲載予定

茶室見学会( 第 l 回)

蔓F対完の害院と茶室

見学会

9 日 ｉｾ 寺 ｾＳ 時半 参加者 45名

関西文化学f桶升究都市

国際高等研究所及び士松球環境産業技術研究機備本部

施 設 ( R ITE) 見学会

ＱＵ 日 ｉ ｾ 寺 ｾＵ 時 参加者 5 3名

ポルタス堺見学会

Ｒ Ｐ 日 ・ ｼ時半 ｾ Ｔ 時半参加者 Ｕ Ｗ 名

話題建築 を聞く

積水化学工業京都技術センター

加藤邦男氏に聞く

Ｒ Ｕ 日・ Ｖ 時半 ｾ Ｙ 時 参加者 37名

若い会員の集 い

都市 ・建築と緑の融合→務純量化空間の最新情報-

ＲＹ 日 ・ Ｖ 時 ｾ Ｙ 時 参加者 32名

建築 クラブ

第 256回朝食会

ＱＲ 日 ・ Ｘ 時 ｾＹ 時半 ・ 於大阪グランドホテ ル

演 題 「遊びについて」

議師横尾義貫氏( 日本建築総合試耳好斤王里事長)

参 加 者 5 2名



10月 の 入会者( 敬称略)

〔団体会員35ヰ心

愛知コクヨ 愛知県F惜告瓦工業組合

朝日工業社名古屋支庖 新井組名古屋支広

安藤建設名古屋支底 ウイング名古屋営業所

小原建設名古屋支底 奥村組名古屋支后

岐建木村 国代耐火工業所名古屋営業所

三協アルミニウム工業名古屋支庖

三和シャッター工業中部地区事業部

昭和工事 大建設計名古屋事務所

大気社名古屋支腐 大豊建設名古屋支l吉

大丸装工事業部 中割地下電工エンジニアリング

テクノ菱和名古屋支庖 天童木工名古屋営業所

東芝空調中部支社 飛鳥建設名古屋支広

フジタ名古屋支庖 ホウトク販売中部支社

松下電工名古屋エンジニアリングセンター

ミヤデラ名古屋支広 三菱重工業名古屋支社

宮政瓦工業 ヤマギワ照明システム名古屋営業所

卜ーヨコ理研名古屋支庖 リンタツ

菱電エレベータ施設名古屋支庖 ［尾普企業 ￟ｾｦ 骨有限公司

ｪｾ 茂建設股偽有限公司 室林建設股伶有限公司

〔個人会員31 名〕

朝 野 泰 行 井 上 昭 彦

(IDE 誼築事務所) ( S  0 股針宜)

岩 間 弘 安

( 大丸)

小笠原和博 大 橋 直 也 香川 初枝

(I NAX)  (竹 中工務庖) ( 三和股計事務所)

梶 山 毅 勝 一弘 川 合 智 明

{ 鴻池組) ( 大林組) ( 竹中工務底)

川i塞 外 弘 河 端 秀 直 国 沢 幹 男

( 矢作型車股) ( 自慢IIt肘) ( 岡山県)

栗 木 徹 雄 関田 弘 田 中 延 佳

{ トーヨコ理研) ( 大林組) ( ホウトク飯 兜)

田 谷 光 男 高梨雄二郎 寺 田 庄 作

( テクノ曹和) (竹中工務底) (昭和股肘)

徳 岡 浩 二 中 谷 恒 男 中村 和 男

( 檀岡漣聾股E十. . 揖所) (阪車電酷) (ヤマギワ照明ンステム}

藤井 正則 森 川 隆 匡 吉川 淳

( 大林組) (東芝空飼) (竹中工務底)

王 武 烈 許 俊 美 洪 秀 郎

{ 王武烈建築師恵務所) (軒慢受理第師事務所) (直宮憧世腔伶有限公司)

薬 財明 菜 i葵祥 李 繁 雄

( I ! 盟企県世俗有限公司) Ｈ ｾ重大理役公司 Ｉ (悶量建股間尭)

林 世堂

( 問星麟料廠股i i ! 企司)

〔準会員 6 名〕

上 回 公 次 坂 口 利 久 長 手 美 樹

(修成遺尊) ( 修成撞幕) ( 修成温尊}

永 田 利 隆 前 川 正 枝 鶴 田 カ

( 修成盛専) ( 修成強奪) ( 京都府大)

i nf ormal i on 

『日本の近代都市、近代建築記念論文集J来年 8月に刊行

昭和48年 l 月に、消えていく日本の明治・大正・

昭和戦前の近代建築の調査・研究 ・保存 ・活用

を目的につくられた明治建築研究会( 代表 ・柴

田正己j界市立工業高校事短命) は、設立20年を記

念して、 「日本のi f u ' - t 都市、近代建築記念論文

を平成 6 年 8 月に発刊する予定である。( 非売

品、希望者には実質販売)

その内容は、 (1)20年間の研究会の活動記録と保

存運動の尉1、(2伴 者 ・建築家 ・建築史家 ・都

市計画家による都市づくり・近代建築の紹介ま

た歴史的景観 ・保存問題 ・都市東境についての

自由な論調、を求めたもので、いま、刊行準備

に入っているが、執筆予定者は以下の約60人。

大久保昌一 ( 都市計画) 、 中筋修健築家) 、キ綾子

全孝( 建築史) 、今桝放置( 造形作家) 、東孝光( 建

築家) 、倉橋健一( 詩人) 、小山仁示( 近代史) 、

足立英三( 画家) 、足達富士夫( 建築史) 、太田隆

信( 建築家) 、海野弘( 者日時干論) 、向井正也( 建

築史) 、橋爪紳也( 建築史) 、宮本憲一( 環境) 、

上寺久雄( 教育史) 、寺内信( 者日市計画) 、高田昇

( 都市計画) 、安田孝( 住宅史) 、西山知三( 建築

言合) 、桜井敏雄( 建築史) 、稲垣栄三( 建築史) 、

菊池重郎( 建築史) 、鈴木博之( 建築学) 、西和夫

( 建築史) 、競森照信( 建築史) 、近江栄( 建築

史) 、谷川正己( 建築史) 、前里子ま 8 る( 建築

史) 、陣内秀信( 建築史) そのほかの人4 。

「トランス・カオス- 東京j 、熱気を残して…

建築デザイン会議は、戦後生まれの建築家をメ

ンバーに、現代の建築や都市をとりまくテーマ

を一堂に会して討議してきたが、今年は 10月

23.. 24日に、テーマを「トランス ・カオ スー東

京j とし、両国の国技館ほか都内各所て会識を

持った。

参加者は、建築家にとどまらず、持続平論家な

ど他分野の研究者や学生をも集め、 2634名にの

lまった。

特に、 24日のゲストデイスカツシヨンでは、国

技館の真ん中に陣取ったテーブルを囲む安藤忠

雄、明U奇新、伊東豊雄、原広司、横文彦、そし

森林浴体験を光の演出で

大阪 ・門真市上島頭に南部復合施設( 仮称) が

来年 4 月にオープンする。

門真市か主主設するこの施設は、昭和設計の設計

によるもので、内部には* 森林回廊。と銘打っ

た高さ 3 m、長さ 13mのガラ ス張りの回廊が設

けられ、天空に広がりゆく森林や草花の、夜明

けや夕暮れ、四季折々の安情を光のB刻象と、音

楽と、 コンビュータ ー操作で送られてくる森の

香りて演出する。

この森林浴備鑓の光をデザインするのは、ス

マ ・ブライトアートを主宰する大阪在住の土屋

務満さん。 土屋さんは、光の造形や色彩を独学

し、光を平面や空間に描〈技法を発見した。万

筆鏡のように移り変わる→舜の光を切り取った

その作品は、フランスのサロン・ド ・フィナー

ル国際美術展てて大賞を受賞するなど、高い評価

を受けている。

ノ

ゲストディスカ ッション討蛤風景 1993年10月14日国技館

て難波和彦氏らの繰り広げる「都市J 論、「東京J

論に、取り囲むオーデイエンスが禦レ心に聞き入

った。

「コンストラクテック'94J

世界最大の産業見涼市「ハノーパー ・メッセ」

を主催 ・運営するドイツ産業見本市併初主催で、

国際建築 ・建設 ・ピル建築システム見本市「コ

ンス 卜ラクテ ック'94J が来年川月に開かれる。

この見本市への出展を募っている。基本小問料

金215 ドイツマルク/ I m' で、最小小問面積は

20m'。出展申ゐ綿F七刀は 1994年 3月 l 目。

「コンス卜ラクテ ック '94J は、展示だけでな

く、会談、セミ ナ一、ワーク ショップ、特別展、

ヨーロ ッハ湿諜会議の開催なども予定さ れてい

る。

開催期間 ＱＹＹＴ 年 ＱＱ 月 Ｒ 日 ｾＵ 日

開催会場 ドイツ ・ハノーノて一国際見本市会場

展示内容 ピル建築システム、ピル管理システ

ム、ファサー ド・窓システム、建設

技術 ・建築設計 ・建築資材ほか

問い合わせは、 ドイツ産業見涼市日本代表部へ。

TEL 03-3348- 3446- FAX 03-3348- 2406。
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テトカッパー防水
: ヵッパー防水帯 コーパータイトオクロン防水都目

資料をご- * 下さい。
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神戸市中央区三宮町3一7- 6(神戸フクト 7 ピル5階)

電 話 神戸 (331) 0881- 3  

大阪市北 区西天満2丁 目6番8号( 堂ビル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

神戸市東灘区御影石田T4丁目 ( 電話811-3610)

輿 ム 莱 概 一 吉
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東洋シャッター株式会社

本 キ土 干 540 大 阪 市 中 央 区 南 新 町1- 2 - 10 (T Sビル)

T E し (0 6 ) 9 4 3 - 6 5 7 1 げて)

・東京/償浜/盛岡/仙台/水戸/ 静岡/ 岡崎/名古屋/富山/大津/京都/神戸/広島/ 高松/福岡/他全国主要都市

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

干547 大阪市平野区加美北 3 - 4 - 5

TEL06 (792) 585R FAX06(792)  2810  

情報処理/ 編集・企画/ 印制・製本

Ｍ｟ｉｾ＠

日本電植株式会社

大阪市西区西本町 l の13の33

TEL . 06- 532- 0  4 6 1  ( 代表)

FAX. 06- 535- 5 18 1  
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恨 ζ ーi量 7
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は三三吾 尚函
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空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設計 ・施工)

組朝日工業社

本社 ・本 1;5 * 京 fflS港 区i兵t合同I ト25- 7 '，11: :11;03  ( 3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪市淀川 区加 向 ト58- 59 '，0: j ，r; 06 ( 302)  2270 

支 1;5 北海道/ 東北/ 北l品1*/ 縦浜; : r ， i 1i l t U小|王1/ 九州|

電 気 ・ 空調 ・衛 生 ・ 防 災 ・産 業 廃 水 設 備

凡 計 施 工

. ，ヲイヲ: J t策武会社

場E底 回大臨本社 干650 大 阪 rlII 川1><:;11 '1.I!i l  r  119酢25サ '，tt ，i!i (06)44 I  8231 

東 京 本 社 干 102 点，xr. s r.代川 1，0;1 1見 2 1'1 115需 10-¥; - 'ilt，h'i (03)326J  8231 

支 社 名 rl. w. .  ｨＧ ｴ｜ｬｾｬ＠

主 庖 札眺・ flhti Ｎ析 副大山 ｆ 且柵ｪｊｾ令似・京 高 Ｑ Ｑ 伸 ｬ Ｇ .  . k J ' l ¥附山

11: 刈 ・肉松 熊 牛

営 揖 所 帯広尚館内! ' ; : .  fklll 盛 岡 山 崎 民，t .  ａｾｉ Ｚｴ［ ｩ＠ .  ｾｾｾｉｈ＠ .  111 日山

ｾＡ，ＩｴＭ .  itt 山 松 山 高 知l 北 九 州 。鹿 児K.¥ 棚 樹

出 張 所 旭 川 加 品 川 崎 ・怯 ;1 徳 山 ド1則 仕崎 大 叶 川 崎

海 外 支 底 ノ ン ガ ポー ル ホ ム〆 コ ム，

筏栴研究所干354 Ａゐ ＱＮ Ｎ Ｂ｜ 人 ＱＱＱＱ 問 ｩ 三 品町ＮｫＧｩＧ ｾｴ A<J t.390 lfiJ也 '，1<，，/' (0，92)58 1511 

空気調和設備 / " X ' ¥ 産 業 設 備

;>， -IJド水 設 備 ( J 冨¥1 ノk 処 理 施 設

電 気 設 uili マー- - v 環 境 版 設

三機工業株式会社

取 締 役 11: JI 

大 阪 支 /，1] L-J: 

白 谷 iJf 二

三 田 村 正5也

大阪支底 大阪 di ' i ' 9c医北 i J U- 2- 21 '; ILぷ 06(202)3071( 代 ぷ )

本 庖 東京都千代 111 [乏行楽町] - 4- 1 1IL話03( 3502) 6111 ( 大代 )

支 唐 名市長 ・九州 ・北泌 i丘 中 間 J l Ut . ｾｴ｛ 援 ｉｬｱ 問

空 気 調和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

φ 三建設備工業株式奮枇

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 綿 11f T 3 需 5 ¥; . 心J，r; ( 352)  1  1  3  1刊

本 社 東 京 都 中 央区 日本 紙 鵬 拠rr 2  - 2 2  ;1J::l ii ( 3667)  3431  ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・札 帆 ・ 広 島 ・稲 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・縦 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。 -・‘

--圃・‘ 空晃 調
株式会社

本 社 大阪市中央区域見2丁目 l昏61号y イン21M(D; タワー 電話 06- 949 - 1371

東京本的 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 電話03- 3344ー1911

大 阪 本 応 大 阪 市 北 区 西 天 満 4 丁目 6 番 IS '¥} 電話 06- 363- 1371

支 応 仙 台 ・横浜 名 占 昼 ・京郎ー神戸 ・広}:.' j ' 福岡

営 業 所 札 眺 ・絵江

出 張 所 i'f森 ・秋 田 盛 岡 ・ 大 宮 ・千葉・川崎 富 山 福井・和歌山・

鳥 取 ・ 岡 山 高 松 . -F[ 刈 ・ 熊 本 鹿 児 島 沖 縄

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

む旬 よりよき環境へ技術で挑む一一一一

@  株 式 会 社 書 研

Ｑ ・ｾ ._-ー一

本 11:  k 阪1[ ; ' 1' *医瓦屋町 2丁目 11 l!'i 16サ( オートセンターピル 1 ・2階)

手1;1必需サ5 4 2 ι 活 大 阪 ( 06) 768- 5  0  3  1  代 ぷ

〆ンテナノス部 1ι 1I!i 大 阪 ( 0  6 )  7  6  8  - 1  6  5  1  ｦｾ［Ｎ 文

京京五r ，I ; 東京協文京区小石川 l 丁目 12番14号 ( 日本生命小石川ピル 7階)

剣i便番サ112 ｾｬｌ話 ＨＰＳＩ 5 6 8 9 - 2 3 5 1 代表

商昂はき気ですo V  ｾ＠
，. .. 熱と空気の工ンジ二戸川ーーーー

〉ー〈/ 5T思
・営

空 Z1 調 和| どとさL 搬 送 機 設 備

給排ノk 衛 生 、てτ 7 設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工策撒式怠祉

大 阪 支 底 干 530 大 阪 市 北 区 四 天 満 3 T Fl 6 l!干 14号

;IJ: J ;T; 0 6  - 3 6 4  - 6 6 6 1 ( 代表)

本 社 干 100 耳窃〈占|汗イ切 l区丸の内 3 γ 1=1 3 祷 l 号

f包括 0 3 - 3 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代表)

ガス設備の設計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・大 阪 ガ ス 住 設 機 器 特 約庖

。大晃設備株式会社

本 社

太阪市此花区西九条 Ｒ 丁目 ＱＳ 需 ＲＸ 号 ｾｉｌ 06- 466- 2268 

大 阪 営 業 所

枚 方 営 業 所 枚 万 市 'jl 斐 I I I * 町 9 - 3  ' 01; : 0720- 49- 2128 

給 ・排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・空 調 設 備

弱気西原衛生工業所大阪庖

大阪i I i 北区l何1! 6 丁 1-18 f昨4 J，j・ 電 話 大 阪 ( 458) 3628番

支 ｽｧ Ｎ Ｇｾ［ Ｚ却 ｩ 斤初 ｬ 而 ｝ .  Ｉ ［ ｾ、行 ｛Ｑ ・ 天理 ・ ｊｉ｛ 凶 ・ 神 戸

⑨日本管工業株式会社

本 社 及 京 都 支 庖 京 都 市 南 区 内 J L 粂 盟 日 1prr 2 0 苦手地の I

';t;:話 ( 681) 5 1 0  1  - 5 ・夜UrJ 専 用 ( 691) 1 0 4 5  

大 阪 支 底 大 阪 市 北区 天満 1- 5- 20 ';11話 ( 06) 352- 3501間

三 重 支 庖 i 1! 市 栄 田T 2 - 1 1 1 電 話 ( 0592) 26- 36則 的

四 日 市 営業 所 凶 日 市 市 西 末 広 凹T ，11: 話 ( 0593) 53- 7431附

滋 賀 営 業 所 大 i 街行中央2丁目 4- 28 ;11: :1舌( 0775) 22- 9738刊

大 規 模 空 間 ( 天 井 金 属 パ ネ ル) に v  

:;;ょ:ニ: 222; ; OKUJ U
ス ペ ー ス ク リエイター

内外著書創作パネル・システム天井・間仕切 本 社

大 阪 市 北 区 西 天 満5丁目 3番7号 〒530

東京 ・九州 ・横浜・名古屋 ・仙台 ・宮崎・京 都

刷 会 H オクジュー

87 
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⑪ぺ;;了二;ニケ地区ＨｾＩ日 Ｊ￬ ｴ［ ｾｉｩｭＧＪｩ 討土
一

団

地

ω
…川

阿

木

制

E

樋

間

以

土

島

田

暗

制

ω
帥

M

圃
・
・

0

唱

九

調

a
a
-

，
時

1

盟

問

工

諮

問

一
田

部

4

票

一一一

史

認

人と都市の快適な環境をつくります

- 空調 ・給排水 ・衛生段備

空買闘相

工島・配菅

水処理

コー ジェネレ ーション

クリーンルーム

・プラント

プラント計甚

y ステムエンジこアリ ν グ

ｊ 舗 低 ゐ担主 Ｒ 旦主ＲＡ［ ン ｲＮＮＺｾ Ｎ ι
，Ｑ｝［ＰＧ品ＭーｾＱＮ

φ 住 友 電 設 株 式 会 社 2222 Z12 2 1官 官2 2 1 2 m ぷ::;!?

- 情報通信役備

情帽通情ネ ッ トワーク

情岨匙理

通情システム

祖 送γ ステふ

・電力流i盈設備

畳宜電

架空送配電

地闘争送配電

世 織 祖 自 股 肘 ・ 施 工 ・監 理

・電気設備

畳宜電 ・幹踊

動力 ・嗣掴量産置

電 話、抽 送、 イ ν ターホ ン

防犯、防虫

中央. . 視嗣劃

システム肘甚

ーI

E闘ヨ

，同司E

工

裕

施

敏

計

一

一

一

井

設

;

事

施

i

工

A

Z

桁

気

者

U

諏

電

線

化

。

大 阪 市 北区西天狗 2 丁目 6 - 8  (掌ビノレ5 階)

i在 百舌 0 6 ( 3 6 1 ) 3 6 7 1 げて)

東 京 都中央 区 日本橋茅 場IIIT 2 丁目 1 7 番 3 号

;1.t 話 o3  (  3  6  6  6 )  1  4  7  8  ＨｻＭ ｾ Ｉ＠

堺 ・ 泉 州| ・ 泉 南 ・ 滋 主"

ヰ土

庖

本

支

営 業所

社

設 計 施 工

ム一

A
式

⑤ 

気 株

電 気 設 備

電陽朝

電気位備・計義制御設備・空調設備・クリ ー ンルーム設備・プラン ト設備

給排水衛生設備・エ ヰルギ ー集中監視システム ・設計施工

三 室 電 機 織 式 会 社

取締役社長 嘉 納 秀

&  

士

本 社 大阪市北区中之島3 - 2 - 4 朝日ビル TEL 大阪06 (385)1361(代)

大阪営業所 T EL 大阪06(385)1361(代) 京都営業所 TEL 京都仰5(311)1185(代)

東京営業所 TEL 東京03(3574) 06 65 福岡出張所 TEL 福岡092(771) 6 1 6 8

J 脅し

長L本山代表 取 締 役

事 担干印式節句区亙天童12-6- 8(堂ピ]レ) TEL 00(364)1471・F AX 00(3脳) 悶3

東京支祖干 Ｑ 日 Ｕ 車京都連区新祖 ＱＲＭＱ ＶＨ ニ コ 一 新構ピ ｊｾ Ｉ TEL閃俗倒)0231・F AX 偲(5似)0168

名古車豆活干'462 名古璽剤怪童揖3 - 11-- 14 TELO包(9制)5131.F AX052(914)7535 

樽戸主 后 干657 神戸市軍区岩置畑町1-1-9 (工ピスピル) TEL078舗1) 5571.F AX078(871) 6:話1

塀 研 究 所 青00 大飯府堺市三宝町七T3国 TEL0n1(17) 8制 F AXOn1( 初1喧4

社
ム一

A

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

馬 田 栄

特殊壁装材製造販売 和室に最適

回一fJ:: ナ)(株)i 1i ! J : J : J ! J C: 
支社長

大阪市中央区高麗橋4丁 目3番 7号 電 話 大阪 (202) 0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北 海 道・東北・丸 ノ内・新宿 ・神奈 川・策関東 ・中部 ・九州

場

一

二

エ

第

第

圃・・・・・・・・・・・・・・・・・1| コンクリート用混和剤〆コンクリート用補修材 目

| 高性能無収縮材/ コンクリート用高性能床材 E  

Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ure.  

株 式 会 粧 王 ヌ I ム ピ 一

線 式 会 事 主 ポ リ " リ ス 物 産

本 社 . 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 16  - 26 

大阪支庖 大阪市中央区北浜3-2-23(情 愛 ピ ノレ)

T  E  L06-202-3294  

-・11聞

。 ＮＭ￞Ｑ｟ ｜｜ｩｾＭ 鴨代の断熱用シｾ人
1多多庁. ＧｾｊｾＮ 今

日n/¥' ，イナ11ーシート P

目 豆 電 線 株 式 曾 批 判 別 刊 田 区 丸 の 内 汀 自 活2号( 干代図ピル)

⑧通業報蝕式会本土

行

干534 大阪市都島区中野町2丁目 10番 11号 T E L ( 06)351- 542鮒切

F A X( 06)351- 5299 

孝藤
代表取締役社長 依

88 



デンカC S Aファミリー製品

-ョーニ.I nCS A ()j 賊 |生混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

- T二Jn弓X ヨニJ (クラウト用無収制l材) 鉄 骨 ベ ー ス 、 逆 打 部 の 充 填 モ ル タ ル に

ＮＷＺ Ｑ二 ｊｏ 守 Ｓ ーデ吻 Ｇｬｾ Ｈ 建設 ､ ｩ 引 ｊ Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に

・子ニJ OE S(土質安定用急硬材 ) 地 盤 補 強 用 薬 注 入

・寄与or J OOO(製品用超高度出和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

J 、イモメント製造用に

ネ土

A

Q

玄
産 業 株 式

白

木浜電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖 ｔｅｌ 本社［ ｾ ｾ行 Ｑ ｉ ・ Ｃ［ ｉ ｩＺ ｉｾｉ ￍＧ ( 0 7  7 2 7 )  2  - 2  2  2  0  

t!f 叫 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

社

A

Q

玄
浦 産 業 株 式

T E L )に阪 ( 0 6 )  4 4 3 - 6 1 8 1  

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L  大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L  *庁、 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

ネ土東 郷 化 成 株 式 会

T E L  滋 fz - 守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

大 阪 ( 0 6 ) 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土
ふ

玄
光 洋 物 産 株 式

T E L  人ー阪 ( 0 6 )  2 5 2 - 6 0 0 0  
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ヒューマン&ヌメニテイ、新しし、ヱントランス。

快適+ 便利+ 安心。人にやさしし、大型回転扉。

〈川J: ，j ) は、f:1J業以米75" 1'
0

11本のill 築金属製品の先駆として、

ｉｉ Ｎ ｙＮ代 の テ＿ノロ ジ ーを先取 ｢ した ａｖｉｬｬｩ 質な製 ｉ ｉｉｉＧｉ ｾ お 届け し て き ま し た 。

その ( 1I IJ: ，j ) カi エントランステ? ノロジーの I":' N的なエキスパートとして I'j::j ｾ、評価 令 ね ている

オランダ (B OONE DA M.f I:) とJ!と悦、まったく新しL 、ヱントランスシステム争おJIII けしています二

洗糾されたフオルム、 引越した機IiEt lー、そして完饗なまでの安全1"1:を11111えるなど、

人1111の英知lを結集した New Entrance System くがノ ス女一〉。

ここかり211吐紀の新しL 、エントランスの1'-1二代が始まりますL

N

一l

m
ト

門

門

口

惜

品

川

…

咽

掛

桜

M

H

H

山

崎

大

阪

l

二
.

九

九

七

百

需

正

A

2

H

U

の

附

品

料

は

会

別

に

A

T

H

め

て

徴

似

定

価

九

八

O

円

(

紘

一

肌

1

レ

川

送

料

共

)

主主田富 JII 頁 三 製 作 同

大阪市中央区高麗橋 1-6- 10 豊田 日生北浜ヒ'ル TEL 06-203- 41 51 

東京都千代田区永田町会 14-3 赤坂東急ピル TEL 03- 358 ト6296

大阪本底

本 社

541 

100 

- 東京(03) 3581 - 6291 ・仙台 (022) 225- 5844 ・倹浜 (045) 21 2- 3281 ・名古屋 (052) 57卜 5231 ・福岡 (092) 77 1- 7461 ・四国 (0878) 62- 9541 ・デザイン部 (03) 5689- 0878 

・特販事業部 (03) 556 ト0241 ・海外部 (03) 3580- 0021 ・海外事業所 ロサ ノゼル ス ・タイへイ ・ホ ンコン・ンン カ' ポール ・7 アラ J レンプール ・マニ ラ・ソウ ル


